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家 に一冊 。

ブレゼントにもどうぞ。

▲豪華カラー愛蔵版、付録に天然

酵母バン、コーフーの作り方も

▼ 食養料理法の家庭普及版、

毎日の献立がいっぱい。
桜沢里真著

マクロビオテイック

料理の決定版
●リマクッキング
●フ、フ25円

(7,5∞ 円 消費税225円 )〒 360円

●マクロビオティック料理
●2.575円

(2,500円  消費 1党 75円 )〒 310円

日本C:協会 振替/東京0-194125

贈答にも使えるつめ合わせ箱入り

●4～ 5人家族が約1カ月に消費する塩・味口曾・

醤油をセットにしました。海の精を使い、農家と

直接契約した無農薬イ「機栽培原料を天然醸

造法にて熟成した逸品ぞろいです。詰め合わ

せ箱入りですから員曽答にもお使tヽいただけまt
試し(1少量だけ買ってみたいという方にもおす

すめいたします。

●セット内容/海の精 赤ラベル250g2袋 +

玄米味噌 l kgl袋 +麦味喰lkgl袋 +生しぼり

醤油122本

日本 食 用 塩 研 究 会 事 業 部

自然 海 塩 流 通 本 部 株 式 会 社

東京都世田谷区北沢238-9 〒 55
TEL 03-3460-3914 FAX 03-3460-3981
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ロ ラrックに最適。
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ただいま年間予約受付中′



■リマ・ クッキングアカデミー夏期、中上級師範科

は毎週火曜、初級は毎週水曜開講です。募集中ノ

■集中料理講座第45回は6月 22日 ～23日 開講ですノ

■PU財テク講座、久しぶりに開講、5月 12日 (日 )。
■正食医学講座別科・望診法特集②は 6月 1日 ～ 2

日、③は7月 6日 ～7日 ですノ

●表紙写真:そば (写真/家の光◎)            ■日本 CI協会は毎週木曜休業です。

リ
マ

1

日本誌および日本CI協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の著作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による
複製は、当協会の文書による承認を必要とします。 (ただし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記されれ

ば、かまいません。転載のお申込みは歓迎いたします)

「家
庭
の
手
当
法
」
と

「
お
話

・
試
食
」
／
５

桜
沢
如

一
語
録

／
松
田
光
弘
編
／
６

●

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

●

欄
％
墜
世
朝
へ
５
脳
別
５
号

ク
ツ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー

春
期
修
了
試
作
会
開
く
／
４

桜
沢
里
真
会
長
か
ら
免
状
授
与

加
藤
大
季
講
師

の
講
座
か
ら

社
会
、
宗
教
、
哲
学
、
科
学
、
教
育

「
人
生
の
目
的
は
、
ス
キ
ナ
コ
ト
を
た
ん
の
う
す
る
ほ
ど
や

り
ぬ
き
、
素
晴
ら
し
い
、
面
白
い
、
愉
快
な

一
生
を
送
り
、

し
か
も
す
べ
て
の
人
々
に
永
く
永
く
喜
ば
れ
、
感
謝
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
」

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
／
３８

●

『Ｇ
Ｏ
レ
タ
ー
』
特
別
掲
載

『世
界
無
銭
武
者
旅
行
』

イ
ン
ド
編

〔続
〕⑬
／
桜
沢
如
一

１
９
５
３
年
Ю
月
、
桜
沢
先
生
夫
妻
は
、
戦
後
混
乱
期
の
日
本
を
後
に
し

て
、
ま
ず
イ
ン
ド
ヘ
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
と
世
界
Ｐ
∪

革
命
の
地
下
工
作
の
旅
に
立
っ
た
。
現
地
で
の
活
動
報
告
や
発
見
、
故
国

の
人
々
や
弟
子
た
ち
へ
の
叱
咤
激
励
や
批
判
、
そ
し
て
著
作
、
書
簡
な
ど

の
責
重
な
通
信
が
間
断
な
く
送
ら
れ
て
き
た
／

―

・

，
‐

■
本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
／
　
今
号

一
部
五

一
五
円

（税

ｏ
送
料
共
）

×
本
誌
の
用
語
解
説

Ｃ
‥

（
シ
ー
ア
イ
）
…
…

ｒ
ｏ
ｏ
８
お
お

】∞
う
０
「
，
３
ｃ
∽

″無
知
な
る
者

の
セ
ン
タ
ー
″
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食

の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

占
年
教
育

の
家
を

″
Ｍ
Ｉ
″
　

ζ
”
８̈
５

円電
９
，
日
，

と
命
名
。
こ
ざ
か
し

い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、
バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真

の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と

い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（
ジ
ー
オ
ｌ
γ
あ
８
品
８
　
ｏ
Ｔ

３
１
，

（
ジ
ョ
ル
ジ

ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ
ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ペ
イ
不
―
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
「
「一ｇ
一Ｒ

Ｃ
５
●
●
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
…
…

ョ
Ｘ
８
げ
ざ
‐

〓
ｆ
■

フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
３
ｐ
Ｏ
「Ｏ
ｇ
ｏ
一ざ
ヽ
形

容
詞
は

ヨ
３
８
σ
一ｏ
一お

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。

31
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リ
マ
・ク
ツ
キ

ノヽ
グ
ア
カ
一西
ミ
ー

修

了

試

作

会

●
４
月
１４
日

（日
）
、
リ
マ
・

ク
ツ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
第
５９

期
の
修
了
試
作
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
も
二
回
に
分
け
ず
、
四
〇
名
近
い
出
席
者
が

一

度
に
修
了
式
を
行
な
い
、
苦
心
の
作
品
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
校
長
の
桜
沢
里
真
先
生
が
久
し
振
り
に
出
席
さ

れ
て
、
講
師
の
吉
成
知
江
子
、
浮
津
宏
子
、
植
田
冨
く

子
先
生
と
と
も
に
、
作
品
の

一
つ
一
つ
を
て
い
ね
い
に

講
評
さ
れ
ま
し
た
ｏ
作
品
は
、
平
均
的
に
良
く
、

「
よ

く
で
き
ま
し
た
」
と
講
評
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
喜
ぶ

方
が
い
ま
し
た
が
、
塩
気
が
多
す
ぎ
た
り
少
な
す
ぎ
た

り
、
陽
性
の
材
料
ば
か
り
使

っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し

て
い
る
な
ど
と
指
摘
さ
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

今
回
免
状
を
授
与
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ

（順
不
同
、
敬
称
略
）

＊
初
級
　
村
山
弘
子
、
岡
田
節
子
、
市
江

暢
、
谷

恵

以
子
、
堀
越
由
美
子
、
石
井
宏
子
、
遠
山
真
智
子

＊
中
級
　
市
江
千
恵
子
、
田
川
昌
子
、
西
村
由
美
子
、

島
田
茂
美
、
浅
沼
京
子
、
安
間
麻
子
、
高
橋
夕
香
子
、

野
木
聖
子

＊
上
級
　
市
江
千
恵
子
、
田
川
昌
子
、
中
田
喜
和
子
、

大
野
洋
子
、
国
井
美
知
子
、
水
島
早
苗
、
長
井
迪
子

＊
師
範
　
三日
蔭
和
子
、
小
川
秩
息
子
、
山
本
啓
湖
、
原

田
静
江
、
堀
尾
裕
子
、
杉

淑
子
、
井
草
す
み
子
、
加

藤
久
奈
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「家
庭

の
手
当
法
」
と
「
お
話

ｏ
試
食
」

初
め
て
の
方

の
た
め
の
や
さ
し
い
講
習

３
月
１６
日
、
加
藤
大
季
先
生
が
担
当
の

「家
庭
の
手
当

法
」
と

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
の
お
話

ｏ
試
食
」
の
講

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
里
芋
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
、
手
近
に

あ
る
も
の
を
使

っ
て
手
当
て
す
る
便
利
で
貴
重
な
方
法
を
、

加
藤
先
生
は
キ
ビ
キ
ビ
と
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
手
当
て
法
の
中
で
も
基
礎
の

「
シ
ョ
ウ
ガ
湿

布
」
と

「
里
芋
パ
ス
タ
ー
」
で
、
受
講
者
の
方
も
、
シ
ョ

ウ
ガ
を
お
ろ
し
た
り
、
里
芋
に
小
麦
粉
を
ま
ぜ
た
り
し
て
、

な
ご
や
か
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
筆
者
も
実
験
台
に
な
り
、

シ
ョ
ウ
ガ
湿
布
を
肩
に
当
て
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
何
と

も
気
持
ち
が
よ
く
、
一肩
の
コ
リ
に
ジ
ワ
ジ
ワ
と
効
い
て
く

る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

シ
ョ
ウ
ガ
湿
布
を
し
て
温
め
て
か
ら
里
芋
の
シ
ッ
プ
を

す
る
と
、
内
臓
の
病
気
や
外
傷
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
万
能
に

近
く
、
効
き
目
の
あ
る
方
法
で
す
。
イ
ザ
と
い
う
時
に
は
、

す
ぐ
役
立

つ
の
で
、
ど
な
た
で
も
、
ぜ
ひ
習

っ
て
お
か
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

．＊

　

　

　

　

＊

　

　

　

　

＊

引
き

つ
づ
い
て

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
の
お
話
と
試

食
」
の
講
習
が
行
な
わ
れ
、

「玄
米
」
が
な
ぜ
体
に
い
い

の
か
、
な
ぜ
、
こ
れ
を
基
本
に
し
て
食
事
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
体
験
を
ま
じ
え
た
分
か
り
や
す

い
お
話
と
、
そ
の
玄
米
の
お
い
し
い
炊
き
方
の
実
習
が
あ

り
ま
し
た
。

い
く
ら
玄
米
が
良
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
家
族
で
い
っ

し
ょ
に
食
べ
よ
う
と
い
う
場
合
に
は
、
特
に
大
切
で
す
。

加
藤
先
生
は
、
圧
力
鍋
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
中
に
カ

ム
カ
ム
鍋
を
入
れ
た
場
合
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
炊
き
方
、

調
理
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
科
学
的
に
説
明
さ
れ

（本
職
は
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
設
計
技
術
者
）
、感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
炊
き
上
が
っ
た
玄
米
ご
飯
を

一
同
で
試
食

（
一
汁

一

菜
つ
き
）
し
ま
し
た
が
、
格
別
に
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
ｏ

よ
く
噛
む
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
食
べ
方
に
つ
い
て
も
お
話

が
あ
り
ま
し
た
ｏ

参
加
し
た
男
性
の
方
に
う
か
が

っ
た
ら
、
ご
自
分
か
ら

率
先
し
て
玄
米
を
始
め
、
奥
様
に
勧
め
て
、
今
は
家
族
全

員
で
実
践
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
ん
な
家
庭
が

ど
ん
ど
ん
増
え
る
と
ウ
レ
シ
イ
こ
と
で
す
ｏ

（編
集
部
）

●
講
習
の
日
程
は
、
巻
末
の
行
事
案
内
の
１３
ぺ
‐
ジ
ロ
を

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

●正食相談 伏森英桜)
毎月第 2土曜、第 3金曜

●マクロビオティック子育て

家庭相談 (大森一鋤

● マクロピオティック

生活相談 lDll藤大季)

■相談希望の方は、日曜と木曜を除く毎日9時半から 5時

の間に、係に電話でお申込み下さい。

日本CI協会の正会員 (法人会員)になることが必要で
す。

-5-





GFORGFS OttИ

松 田 光 弘 編

1939

1941

1941

1941

1942

1943

1943

1943

1944

1944

1947

1948

1949

1952

1952

1954

1957

1958

1960

1962

『 コンパ』

【出 典 の 図 書】

食養講義録          1928
無双原理 0易         1936
自然医学としての神道     1936
自然医学           1938
食養人生読本         1938
新食養療法     1939(戦後改訂 )
人間の栄養学及び医学

宇宙の秩序

人間の秩序

日本を亡ぼすものはたれだ

新しい栄養学
バイキンの国探険

未開人の精神と日本精神

兵法七書の新研究

PU経済原論・
夢と詩と情熱の世界

永遠の子供
カレル『人間』解説

人間革命の書

平和と自由の原理

永遠の少年

柔道の本(仏文)

病気を治す術、病人を治す法

世界無銭武者旅行

東洋医学の哲学
コンパ文庫 4,5,6
健康の七大条件

新聞『セカイセイフ』、雑誌

『新 しき世界へ』

「無双原理」「 宇宙の秩序」の思想を武

器に、自由と幸福と正義の人間革命を世

界に説いた桜沢如―先生 (1893～ 1966)は 、

生涯の多忙な活動の間、絶えず執筆には

げんでいた。書籍になって残 つているも

のだけでも多数に上るが、その他に、雑

誌や新聞にのせたもの、個人あての手紙、

さらにフランス語、英語などでの著作、

原稿、通信文などを数えると、ぼう大な

量になる。

ここにご紹介するのは松田光弘氏 (京

都出身、現在、米国ノースカロライナ州、

シャーロット・ マクロビオティック・ セ

ンター主宰)が、「若い人々にマクロビ

オティックの真髄を知ってもらいたい」

という熱烈な思いをこめて編集されたも

ので、今回の掲載は、その一部です。掲

載にあたつて、表記の仕方を変更したと

ころがあります。 編 集 部
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一
、
社
会

●
ま
こ
と
に
東
と
西
の
正
式
な
対
面
は
二
十
世
紀
に
始
ま

っ
た
。
こ
の
意
味
に
お

い
て
二
十
世
紀
は
人
類
の
歴
史
に
重
大
な
も
の
で
あ
る
。

（
『
兵
法
七
書
の
新
研
究
』
８
３

＊

●
こ
の
東
西
思
想
の
根
本
的
差
異
を
徹
底
的
に
説
明
す
る
形
而
上
学
的
努
力
に
よ

っ
て
、
新
し
い
世
界
文
明
を
生
み
出
す
こ
と
が
最
も
平
和
な
、
願
わ
し
い
、
し
か

も
有
効
な
、
そ
し
て
可
能
な
方
法
で
あ
る
と
信
ず
る
。
武
器
を
と

っ
て
の
戦
い
は

百
戦
百
勝
す
る
と
も
善
く
戦
う
も
の
で
は
な
い
。
勝
ち
易
き
に
勝
ち
、
戦
わ
ず
し

て
勝

つ
の
で
な
く
て
は
真
に
勝

っ
た
の
で
は
な
い
。
相
手
を
心
の
底
か
ら
畏
服
さ

せ
、
敬
慕
さ
せ
る
の
で
な
く
て
は
真
に
勝

っ
た
の
で
は
な
い
。
…
…
だ
か
ら
、
こ

の
東
西
相
剋
の
今
日
、
何
よ
り
も
肝
要
な
こ
と
は
、
西
洋
人
に

「
見
え
ぬ
世
界
」

を
見
る

「
眼
」
を
開
い
て
や
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
思
想
的
に
、
精
神
的
に
東

洋
の
優
越
を
理
解
せ
じ
め
る
こ
と
で
あ
る
。

「
見
え
ぬ
世
界
」
を
も

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
東
洋
人
の
強
み
で
あ
り
、

「
見
え
ぬ
世
界
」
を
否
定
す

る
の
が
西
洋
人
の
強
み
な
の
で
あ
る
。

（
『
日
本
を
亡
ぼ
す
も
の
は
た
れ
だ
』
お
卜
～
お
３

＊

●
西
洋
は

「
御
」
と

「
様
」
の
な
い
国
、
日
本
は
大
て
い
の
言
葉
に

「
御
」
お
よ

び

「様
」
ま
た
は
そ
の
同
意
語
を
添
え
る
こ
と
が
出
来
る
国
で
あ
る
。

（
『
日
本
を
亡
ぼ
す
も
の
は
た
れ
だ
』
４７
）

＊

●
東
洋
思
想
は
現
象
の
彼
方
、
現
象
を
し
て
現
象
た
ら
し
め
る
も
の
、
現
象
の
根

元
の
世
界
を
出
発
点
と
し
、
到
着
点
と
し
て
始
終
す
る
の
に
、
西
洋
思
想
は
反
対

に
現
象
界
に
沈
没
し
、
現
象
を
本
位
と
し
、
現
象
と
現
象
の
間
の
相
対
的
関
係
を
、

確
定
的
に
認
知
せ
ん
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

（
『
日
本
を
亡
ぼ
す
も
の
は
た
れ
だ
』
５７
～
５８
）

＊

●
東
洋
で
は
大
宇
宙
を
達
観
し
、
そ
の
根
本
原
理
を

つ
か
む
た
め
に
主
観
を
没
却

す
る
こ
と
を
努
力
し
、
つ
い
に
人
生
の
意
義
を
悟
り
、
精
神
を
物
質
の
上
に
確
立

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
を
東
洋
の
優
越
と
す
る
と
、
西
洋
は
そ
の
反
対
だ
。

西
洋
は
自
己
を
中
心
と
し
、
宇
宙
を
征
服
す
る
た
め
に
物
質
の
研
究
に
没
頭
し
、

物
質
の
支
配
を
精
神
の
上
に
確
定
し
た
。
物
質
の
否
定
を
し
た
東
洋
人
は
エ
ー
テ

ル
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
空
間
、
時
間
の
如
き
荒
唐
な
る
空
想
的
存
在
を
認
め
な
い
の

に
、
物
質
を
肯
定
す
る
西
洋
人
は
か
え

っ
て
こ
れ
ら
の
不
可
思
議
な
空
想
的
存
在

を
仮
定
し
、
そ
の
上
に
人
生
を
築
き
上
げ
て
い
る
。

（
『
日
本
を
亡
ぼ
す
も
の
は
た
れ
だ
』
８２
）

＊

●
東
洋
で
な
ぜ
精
神
を
尊
重
し
た
か
と
云
え
ば
、
昔
か
ら
物
質
に
恵
ま
れ
て
い
た

か
ら
、
物
質
の
あ
り
が
た
さ
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
西
洋
で
な
ぜ
物
質

を
尊
重
し
た
か
と
云
え
ば
長
い
間
、
物
質
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
し
よ
う
。

（
『
自
然
科
学
の
最
後
』
圏
じ

＊

●
文
明
と
は
自
然
法
爾
、
身
土
不
二
の
原
理
の
体
得
、
自
然
追
従
、
天
命
地
令
人

従
の
自
然
生
活
法
の
最
高
峰
を
意
味
し
、
物
明
と
は
天
命
地
令
を
無
視
し
、
人
命
、

人
令
天
地
従
、
自
然
征
服
、
科
学
機
械
万
能
時
代
を
実
現
す
る
も
の
を
云
う
。
正

し
い
意
味
に
お
い
て
は
西
洋
に
文
明
な
く
、
東
洋
に
物
明
が
な
い
。
二
十
世
紀
以

後
の
人
類
の
文
明
は
、
こ
の
東
西
両
明
を
綜
合
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
『
無
双
原
理

・
易
』
葛
じ＊

●
文
明
と
は
自
然
淘
汰
の
機
構
を
破
壊
す
る
企
て
で
あ
る
。
そ
の
急
先
鋒
が
医
学

で
あ
る
。

（
『
世
界
無
銭
武
者
旅
行
』
田
Ｊ

＊
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●
文
明
は
菜
食
主
義
か
ら
お
こ
っ
て
、
肉
食
で
亡
び
る
の
だ
。

（
『
コ
ン
パ
文
庫
５
』
４
）＊

●
戦
争
と
い
う
も
の
は
、
ケ
ン
カ
と
ち
が

つ
て
人
間
対
人
間
の
関
係
で
は
な
く
、

あ
る
特
定
な
人
間
の
ド
ン
欲
や
思
い
違
い
、
つ
ま
り
不
完
全
な
世
界
観
か
ら
生
れ
、

多
数
の
ド
レ
イ
が
死
に
た
く
も
な
い
の
に
、
そ
の
思
想
に
引
き
ず
り
ま
わ
さ
れ
、

そ
の
ユ
メ
に
共
鳴
し
て
、
そ
の
道
具
に
な
り
、
そ
の
手
先
に
な
る
か
ら
本
格
的
に

な
る
の
だ
。
つ
ま
り
戦
争
と
い
う
も
の
は
、
ド
レ
イ
を
解
放
す
る
た
め
に
、
ド
レ

イ
に
自
分
が
自
由
人
た
る
こ
と
を
願
わ
せ
、
自
由
人
に
な
り
う
る
資
格
や
権
利
や

義
務
の
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
た
め
の
高
価
な
代
償
で
あ
る
ん
だ
。

（
『
コ
ン
パ
文
庫
５
』
８５
）＊

●
全
て
の
戦
争
は
根
本
精
神
の
相
違
、
そ
の
各
世
界
観
の
根
本
的
矛
盾
よ
り
来
る

の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
必
ず
し
も
武
力
に
よ
っ
て
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
思
想
的
解
決
を
必
ず
最
後
に
は
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
こ

と
、
出
来
れ
ば
、
始
め
か
ら
思
想
的
解
決
を
試
み
る
べ
き
こ
と

（す
な
わ
ち
戦
わ

ず
し
て
勝
つ
こ
と
）
を
主
張
す
る
。

（
『
人
間
の
栄
養
学
及
び
医
学
』
１２
）

＊

●
戦
争
と
は
、
不
確
定
性
の
人
が
、
山
積
し
た
不
確
定
性
の
行
績
を
暴
力
に
よ

っ

て

一
掃
し
よ
う
と
す
る
時
の
現
象
だ
。

（
『
コ
ン
パ
文
庫
５
』
も
９＊

●
戦
争
は

一
人
の
人
間
を
殺
す
た
め
に
七
万
五
千
フ
ラ
ン
近
く
の
金
を
費
消
す
る
。

（
『
永
遠
の
子
供
』
４５
）

＊

●
あ
ら
ゆ
る
戦
争
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

「
モ
ノ
」
ほ
し
さ
か
、

「
モ
ノ
」
の
ム

サ
ボ
リ
か
、
自
分
と
い
う

「
モ
ノ
」
の
力
を
ふ
る
い
た
い
か
ら
か
、

「
正
義
」
や

「幸
福
」
や

「
自
由
」
の

「
モ
ノ
」
的
表
現
を
、
完
全
な
モ
ノ
と
思

っ
た
り
し
た

か
ら
生
れ
た
。

（
『
平
和
と
自
由
の
原
理
』
２９
）

＊

●
戦
争
に
は
、
主
な
要
素
が
四
つ
あ
る
。

０
は
宇
宙
観
の
欠
け
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
、
ま
た
は
リ
ー
ダ
ー
の

一
群
。

０
は
、
そ
ん
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
に
盲
従
す
る
、
こ
れ
も
宇
宙
観
の
な
い
ド
レ
イ

た
ち
。

０
は
、
排
他
性
、
す
な
わ
ち
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
独
占
欲
、
貪
欲
、
こ
れ
も
宇
宙
観
の

健
忘
症
の
症
候
の

一
つ
だ
。
経
済
的

（物
質
的
、
現
在
的
）
欲
望
は
、
そ
の
ま
た

一
部
。

四
武
器
。
こ
れ
は
恐
怖
を
も
つ
者
の
発
明
で
、
恐
怖
も
ま
た
宇
宙
の
構
造
や
秩
序

を
知
ら
な
い
モ
ノ
の
取
り
越
し
苦
労
の
お
で
き
み
た
よ
う
な
も
の
。

（
『
セ
カ
イ
セ
イ
フ
』
１１
号
）

＊

●
こ
の

「
た
だ

一
つ
な
る
も
の
」

（無
限
、
絶
対
）
を
も
た
な
い
者
が
、
平
和
や

一
つ
の
調
和

（美
）
や
小
説
や
詩
を

つ
く
り
出
す
の
は
、
サ
ル
が
何
万
か
の
コ
ト

バ
を
か
い
た
紙
ギ
レ
を
な
ら
べ
て
、

一
つ
の
詩
や
小
説
を

つ
く
る
よ
り
む
ず
か
し

い
。
…
…
平
和
論
者
や
セ
カ
イ
セ
イ
フ
運
動
主
義
が
現
在
さ
が
し
て
い
る
の
は
、

二
つ
や
三

つ
の
単
語
の
組
み
合
せ
方
で
あ
る
。
し
か
し
平
和
の
原
理
は
、
そ
ん
な

技
術
の
中
に
は
な
い
。
文
字
と
文
字
の
組
み
合
せ
方
で
な
く
、
文
字
に
よ

っ
て
現

わ
す

一
つ
の
思
想
を
さ
ぐ
り
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
彼
ら
は

「
た
だ

一

つ
な
る
も
の
」
を
さ
が
す
べ
き
だ
。
彼
ら
は
、
そ
れ
を
さ
が
し
て
い
る
と
称
し
て

い
る
し
、
ま
た
思

っ
て
も
い
る
。
け
れ
ど
彼
ら
は
、
あ
く
ま
で
経
済
的
、
社
会
的
、

政
治
的
な
法
律
的
な
技
術
を
さ
が
し
て
い
る
。
そ
こ
に
無
理
が
あ
る
。
不
可
能
だ
。

技
術
で
な
く
思
想
だ
！
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▲1929年、国際平和大会 (フ ランス)の キャンプで炊事係を買つて出る。

（
『
コ
ン
パ
文
庫
５
』
８７
～
８８
）

二
、
宗
教

●
宗
教
と
は
、
こ
の
宇
宙
、
現
象
の
世
界
の
、
根
本
原
因
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
純
粋
の
直
感
の
曇
り
な
き
世
界
観
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ

れ
自
ら
完
全
に
存
在
し
て
不
生
不
滅
な
る
も
の
、
あ
ら
ゆ
る
生
成
の
根
本
原
理
そ

れ
自
体
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
象
仮
象
の
世
界
に
、
不
変
不
動
の
根
本
原
理
を
認
め

る
心
眼
を
開
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は

「
神
」
を
入
格
化
し
た
り
、

「神
」
に
要
請
を
か
け
た
り
、

「
道
徳
」
の
如
き
い
ろ
い
ろ
の
規
約
を
作

っ
た
り
、

法
律
の
如
き
審
判
を
試
み
た
り
、
夢
想
郷
的
天
国
な
る
思
想
を
要
す
る
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
『
日
本
を
亡
ぼ
す
も
の
は
た
れ
だ
』
鑢
Ｊ

＊

●
昔
、
宗
教
は
人
々
に

「生
活
の
指
導
原
理
」
を
教
え
、
平
和
な
幸
せ
な
、
楽
し

い
生
活
を
教
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
中
世
紀
頃
か
ら
の
科
学
の
発
達
に

圧
迫
さ
れ
、
そ
の
王
位
を
奪
わ
れ
、
こ
と
に
産
業
革
命
以
来
は
、
ど
こ
か
へ
圧
し

流
さ
れ
て
し
ま
い
、
今
で
は
全
く
科
学
に
屈
服
し
、
科
学
に
帰
依
し
、
科
学
の
臣

下
と
ま
で
な
り
下
り
、
科
学
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
余
命
を
保

っ
て
い
る
の
で
す
。

教
会
や
寺
院
に
落
雷
を
恐
れ
て
の
避
雷
針
が
光

っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
第

一
の
証

拠
で
す
。
寺
院
や
教
会
の
建
造
物
に
保
険
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
第
二
の
証

拠
で
す
。
宗
教
家
が
医
院
や
医
者
を
利
用
し
て
信
徒
を
集
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、

そ
の
第
二
の
証
拠
で
す
。
宗
教
家
が
医
師
に
手
を
と
ら
れ
た
り
、
薬
を
も
ら
つ
た

り
、
痔
や
鼻
の
手
術
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
も
う
お
話
に
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
こ
そ
宗
教
と
は
概
念
の
世
界
だ
け
の
不
換
紙
幣
か
空
手
形
で
あ
り
ま
す
。

…
…
宗
教
家
が
科
学
を
指
導
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
現
代
、
全
世
界
を
不
幸

と
犯
罪
の
修
羅
場
に
す
る
狩
猟
経
済
学
の
害
毒
か
ら
人
類
を
救
い
出
す
こ
と
は
出

来
な
い
で
し
ょ
う
。
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（
『
Ｐ
Ｕ
経
済
原
論

・
夢
と
詩
と
情
熱
の
世
界
』
９９
～
８
９

＊

な
や
み

●

「
な
ん
じ
ら
世
に
あ
り
て
は
患
難
あ
り
」

（
ョ
ハ
ネ
伝
１６
章
３３
）
と
い
う
キ
リ

ス
ト
の
こ
と
ば
の
意
味
が
よ
く
分
る
よ
う
に
な

っ
た
の
が
う
れ
し
い
の
で
す
。
こ

れ
が
ほ
ん
と
う
に
分
る
人
は
そ
う
た
く
さ
ん
な
い
の
で
す
。

（
『
新
し
い
栄
養
学
』
彙
ｅ＊

●

「
わ
れ
汝
に
天
国
の
カ
ギ
を
与
え
ん
。
　
↑
」
れ
を
持
て
ば
）
お
よ
そ
汝
が
こ
の

地
上

（相
対
界
）
に
て
結
ぶ
と
こ
ろ
は
天

（無
限
、
絶
対
、
永
遠
の
世
界
）
に
て

も
結
ば
れ
、
こ
の
地
上
に
て
汝
の
解
き
放
す
と
こ
ろ

（
の
も
の
）
は
天
に
て
も
と

か
れ
る
な
り
」

（
マ
タ
イ
伝
１６
章
１９
）

こ
の

「
結
び
」
と

「
と
き
放
ち
」
は
、
す
べ
て
の

「
創
造
」
と
す
べ
て
の

「
解

放
」
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
地
と
天
と
い
う
こ
と
ば
は
、
相
対
、
有

限
、
無
常
界
と
絶
対
、
無
限
、
永
遠
界
を
は

っ
き
り
断
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
『
東
洋
医
学
の
哲
学
』
８
Ｊ

＊

●
キ
リ
ス
ト
の
治
療
は
完
全
で
あ
る
が
、
絶
対
で
は
な
い
。
そ
れ
は
意
志
を
条
件

と
し
て
い
る
。

「
求
め
よ
」
と
云
う
の
は
意
志
の
必
要
を
説
く
の
で
あ
る
。
そ
の

結
果
と
し
て

「
さ
ら
ば
与
え
ら
れ
る
」
と
云
う
の
で
あ
る
。
…
…
私
の
経
験
で
は
、

多
く
の
人
は

「求
め
よ
、
さ
ら
ば
与
え
ら
れ
ん
」
と
云
う
こ
と
ば
に
無
条
件
降
伏

を
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
人
々
よ
り
、
た
し
か
に
少
く
な
い
人
々
が

「
与
え
よ
―

さ
ら
ば
求
め
ん
」
と
云
う
。
こ
ん
な
人
々
に
か
か

っ
た
ら
キ
リ
ス
ト
の
治
療
は
全

く
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
『
永
遠
の
子
供
』
８
じ

＊

●
キ
リ
ス
ト
教
の
大
き
な
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
間
違
い
の

一
つ
は
、
あ
た

た
か
い
フ
ト
ン
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
マ
コ
ト
と
云
わ
ず
に
、

「
マ
ボ
ロ

シ
」
と
い
う
こ
と
ば
で
教
え
た
こ
と
で
あ
る
。

（
『
平
和
と
自
由
の
原
理
』
Ｎ
じ

＊

●
神
と
は
正
義
の
本
体
と
し
て
の
宇
宙

（絶
対
、
無
限
、
永
遠
）
。

（
『
セ
カ
イ
セ
イ
フ
』
３４
号
）

＊

●
神
と
は
科
学
が
大
き
な
犠
牲
を
払

っ
て
探
し
て
い
る
真
理
の
本
体
の
古
名
で
す
。

（
『
人
間
革
命
の
書
』
５７
）＊

●
神
の
摂
理
、
宇
宙
の
大
法
、
陰
陽
の
原
理
を
犯
す
者
が
、
薬
や
注
射
や
湯
治
で

ド
ン
ド
ン
治

っ
た
ら
、
貧
乏
人
は
未
来
永
劫
浮
か
ぶ
瀬
が
な
い
か
ら
気
の
毒
で
あ

る
。
自
然
淘
汰
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
人
工
的
に
妨
害
す
る
こ
と
は
、
結
局
個
人
を
救

う
た
め
に
廃
人
を
作
り
、
全
民
族
を
亡
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

治
療
医
は
、
人
類
を
滅
亡
せ
し
む
る
重
大
犯
人
で
あ
る
。

（
『
自
然
医
学
』
８
じ

＊

●
私
ど
も
が
不
治
の
病
気
を
治
す
の
は
、
人
を
助
け
る
た
め
で
は
な
い
。
数
十
億

年
か
か

っ
て
作
り
上
げ
た
人
間
と
い
う
名
の
神
の
実
力
を
こ
こ
ろ
み
る
た
め
な
の

だ
。
（
『
世
界
無
銭
武
者
旅
行
』
８
０

＊

●
過
去
の
必
然
性
が
現
在
の
可
能
性
、
未
来
の
必
然
性
に
な
る
の
で
す
。
運
命
と

は
過
去
の
必
然
性
な
の
で
す
。
業
と
い
う
の
は
、
こ
の
必
然
性
の
こ
と
で
す
。

（
『
バ
イ
キ
ン
の
国
探
険
』
〓
０

＊

●
信
仰
の
本
質
は
、
絶
対
智
の
世
界
観
の
確
立
、
宇
宙
根
本
原
理
の
認
識
徹
底
、

す
な
わ
ち
絶
対
の
安
心
立
命
で
、
そ
れ
は
も
う
自
我
の
解
放
で
あ
り
、
絶
対
的
幸
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凩攀

▲1953年 、「世界無銭武者旅行Jで神戸からイン ドヘ向けて出発。

福
の
発
見
で
あ
る
。
平
た
く
言
え
ば
、
信
仰
は
無
畏
す
な
わ
ち
最
上
の
完
全
な
る

幸
福
で
、
宗
教
は
そ
れ
に
至
る
直
観
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
信
仰
は
力
で

あ
る
。
私
は
真
の
信
仰
を
私

一
流
の
東
洋
風
な
論
理
で
次
の
如
く
解
す
る
。

「
君

の
信
仰
が
君
の
安
心
立
命
を
完
全
に
保
証
す
る
な
れ
ば
、
そ
れ
は
正
し
い
信
仰
で

あ
る
」
と
。

（
『
日
本
を
亡
ぼ
す
も
の
は
た
れ
だ
』
高
『
～
鑢
９

＊

●
信
と
は

真

の
知

で
、

す
み
き

っ
た
透
明
な

無
限
の
光

の
海

で
、

そ
の
オ
モ
テ
は

愛
と
楽
し
み
の
さ
ざ
波

で
か
が
や
い
て
い
る
！

（
『
コ
ン
パ
文
庫
６
』
４８
）＊

●

「
キ
リ
ス
ト
は
全
て
の
病
気
を
治
し
た
。
全
て
を
信
仰
だ
け
で
治
し
た
」
と

マ

タ
イ
伝
に
出
て
い
る
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
の
信
仰
は
、
現
代
入
や
、
こ
と
に
西
洋
人

の
信
仰
と
は
全
く
違

っ
た
も
の
で
、
新
し
い
こ
と
ば
で
言
え
ば
世
界
観
、
私
の
い

う

「宇
宙
の
秩
序
」

（観
）
で
、
古
い
大
乗
仏
教
の
言
葉
を
借
り
る
こ
と
、

「
義

は
明
澄
に
し
て
相
は
愛
楽
な
り
」
で
あ
る
。

こ
の

「
義
明
澄
、
相
愛
楽
」
と
い
う
信
仰
の
定
義
を
、
私
は
今
度
の

『東
洋
の

医
学
』
に
次
の
如
く
訳
出
し
て
い
る
。

「
信
仰
と
は
内
的
に
い
え
ば

一
つ
の
千
里

眼
で
、
無
限
の
時
間
と
空
間
を
通
し
て

一
切
を
透
視
直
観
す
る
も
の
で
あ
り
、
外

的
に
は
無
限
に
あ
ふ
れ
る
愛
と
永
遠
の
悦
楽
で
あ
る
」
。
や
さ
し
く
言
え
ば
、
こ

れ
が

「
宇
宙
の
秩
序
」

「
マ
ホ
ー
の
メ
ガ
ネ
」
で
あ
る
。

（
『
世
界
無
銭
武
者
旅
行
』
田
∽
～
空
９

＊
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＞

い
よ

い
よ
出
発
。

●
信
と
は
明
澄
な
理
解
で
あ
る
。
信
の
相
は

一
切
を
抱
き
入
れ
る
愛
と
楽
し
み
で

あ
る
。
信
だ
に
あ
ら
ば
、
君
は
山
に
向
い
、

「海
に
入
れ
！
」
と
命
令
で
き
る
。

信
こ
そ
正
夢
を
見
る
人
の
心
境
で
あ
る
！

（
『
新
し
き
世
界
へ
』
〓
ｏ
号
）

＊

●
精
神
と
は
、
無
限
の
時
間
と
空
間
の
海
に
存
在
す
る
無
限
小
の
サ
ザ
波

（震
動
、

電
波
―
―
そ
の
大
集
団
を
物
質
と
い
い
、
さ
ら
に
大
き
な
物
質
の
相
関
現
象
を
歴

史
と
い
う
）
の
全
体
の
自
証
、
自
覚
な
の
で
あ
る
。
偉
大
な
る
精
神
と
は
、
人
間

に
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
る
宇
宙
精
神
の
大
き
さ
を
い
う
の
で
あ
る
。
人
間
の
精
神
と
は

本
来
、
各
肉
体
受
信
器
の
キ
ャ
ッ
チ
す
る
宇
宙
の
電
波
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
性
能
と
宇
宙
電
波
と
は
、
ほ
と
ん
ど
同

一
と
見
ら
れ
や
す
い
。
そ
れ
は
重
量

と
質
量
の
如
き
関
係
に
あ
る
。

（
『
人
間
革
命
の
書
』
９
）＊

●
私
ど
も
が
目
で
見
た
こ
と
さ
え
な
い
実
在
、
全

一
、
絶
対
、
永
遠
の
世
界
の
存

在
を
信
じ
た
り
、
空
想
し
た
り
す
る
の
は
、
私
ど
も
の
精
神
が
実
は
永
遠
、
絶
対
、

実
在
の
世
界
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
の
自
証
で
す
。

（
『
自
然
科
学
の
最
後
』
ピ
９

＊

●
わ
れ
わ
れ
の
精
神
は
全
体
な
の
で
あ
る
。
肉
体
は
、
そ
の
部
分
に
す
ぎ
な
い
の

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
肉
体
は
、
ち
ょ
う
ど
ラ
ジ
オ
の
受
信
機
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
全
宇
宙
の
充
満
し
て
い
る
電
波
の

一
部
分
を
受
け
て
物
語
る
の
で

あ
る
。

（
『
食
養
人
生
読
本
』
葛
Ｊ＊

●
大
宇
宙
、
大
自
然
と
と
も
に
あ

っ
て
、
不
生
、
不
滅
、
不
増
、
不
減
、
不
変
で
、

無
常
の
肉
体
は

一
億
で
も
、
二
十
億
で
も
、
は
た
ま
た
千
億
、
五
千
億
で
も
、
永
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遠
の
精
神
は

一
つ
な
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
大
宇
宙
、
大
自
然
の
絶
対
、
無
限

恒
常
、
超
時
空
性
の
別
名
を
精
神
と
い
う
の
で
す
。

（
『
新
し
い
栄
養
学
』
７６
）

三
、
哲
学

●
正
し
き
世
界
観
を
も

っ
て
い
る
人

（神
と
人
、
心
と
身
、
土
と
人
間
、
食
物
と

人
間
、
健
康
と
食
物
、
生
と
死
の

一
如
観
を
も

っ
て
い
る
―
―
神
を
知
る
人
）
は
、

決
し
て
不
幸
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
病
気
も
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
永
遠
の
世
界
に
生

き
て
い
ま
す
。

（
『
「
未
開
人
」
の
精
神
と
日
本
精
神
』
〓
じ

＊

●
正
し
い
世
界
観
を
生
活
の
指
導
原
理
と
す
る
と
、
生
活
は
ど
ん
な
形
式
に
な
る

か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
大
変
な
改
革
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ま
ず
資
本
主
義
的
経

済
機
構
、
交
換
経
済
の
原
理
と
い
う
も
の
を
根
本
的
に
否
定
し
ま
す
。
自
由
主
義
、

個
人
主
義
、
営
利
本
位
の
商
、
工
、
農
業
を
否
定
し
ま
す
。
味
覚
本
位
の
享
楽
主

義
的
食
生
活
を
否
定
し
ま
す
。
宗
教
と
生
活
を

一
枚
に
し
ま
す
。
食
事
は
生
命
創

造
の
儀
礼
、
祭
り

（斎
）
と
な
り
ま
す
。

（
『
「
未
開
人
」
の
精
神
と
日
本
精
神
』
曽
∞
～
曽
じ

＊

●
も
し
人
間
が
猿
や
細
菌
の
よ
う
な
も
の
か
ら
発
展
し
進
化
し
て
き
た
系
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
突
然
変
異
説
の
よ
う
な
説
明
で
き
な
い
問
題
も
い
く
つ
も
あ
り
ま
す

が
、
い
ち
ば
ん
大
き
な
問
題
は
、
判
断
力
や
記
憶
力
の
問
題
で
す
。

百
歩
ゆ
ず

っ
て
、
判
断
力
が
仮
に
経
験
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
も
、
そ
の
最
初
の
判
断
を
可
能
に
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
？
　
そ
の
判
断

を
総
合
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
？
　
そ
の
判
断
の
生
み
出
し
た
概
念
を
保
存
す

る
も
の
は
何
か
？
　
判
断
力
を
実
行
力

（意
志
と

一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
も
の
）

に
進
め
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
何
か
？
　
一
体
全
体
そ
れ
な
く
し
て
は
判
断
が
生
れ
な

い
記
憶
力
と
は
何
か
？
　
等
々
の
問
題
で
す
。
こ
れ
が
進
化
論
で
と
け
な
い
限
り
、

進
化
論
は

一
つ
の
虚
構
で
あ
り
、
単
純
な
幼
稚
な
心
理
と
理
論
の
産
物
で
あ
る
と

断
言
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
…
…
第

一
、
進
化
論
を
信
じ
る
な
ら
、
神
や
聖
人

や
達
人
や
仁
者
は
後
世
に
な
る
ほ
ど
多
く
な
る
は
ず
で
す
が
、
世
界
の
現
状
は
、

そ
の
反
対
の
形
相
を
呈
し
て
い
る
と
さ
え
言
う
人
が
あ
る
ほ
ど
で
す
か
ら
、
こ
こ

に
進
化
論
の
矛
盾
が
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

（
『
東
洋
医
学
の
哲
学
』
〓
９

＊

●
進
化
論
は
、

一
つ
の
教
室
の
生
徒
を
、
そ
の
成
績
ま
た
は
身
長
の
順
に
な
ら
べ

て
、
こ
れ
ら
の
子
供
は
そ
の
低
い
方
か
ら
高
い
方

へ
進
化
し
て
ゆ
く
者
で
あ
る
、

と
断
定
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
『
東
洋
医
学
の
哲
学
』
滅
Ｊ

＊

●
進
化
論
が
他
の
い
ろ
い
ろ
な
思
想
と
と
も
に

「動
物
的
」
で
あ
る
の
は
、
や
む

を
え
ま
せ
ん
。
進
化
論
で
は
、
い
つ
で
も
動
物
的
に

「
生
存
競
争
」
に
主
な
根
拠

を
お
い
て
い
ま
す
か
ら
、
根
本
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
間
違

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
皆
、
食
物
い
か
ん
に
よ
る
の
で
す
。
ま
た
、
農
業
時
代
が
狩
猟
時
代
の
後
に
来

た
な
ど
と
い
う
考
え
も
間
違

っ
て
い
ま
す
。

（
『
食
養
講
義
録
』
９
）

＊

●
生
物
存
在
、
生
命
現
存
の
理
由
は
、
そ
の
生
物
、
生
命
現
象
を
許
す
環
境
の
法

則
そ
れ
自
ら
で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
進
化
論
の
適
者
生
存
は
、
こ
の
意
味
か
ら

一
歩
を
進
め
深
め
て
適
食
者
生
存
と
改
訂
さ
れ
ま
す
。

（
『
自
然
医
学
と
し
て
の
神
道
』
８
０

＊

●
客
観
は
直
観
、
主
観
な
し
に
は
存
在
し
得
る
理
由
が
な
い
。
こ
れ
科
学
的
研
究

に
諸
説
対
立
を
見
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
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（
『
人
間
の
医
学
及
び
栄
養
学
』
８６
）

＊

●
科
学
的
に
、
あ
る
い
は
綜
合
科
学
的
に
世
界
を
認
識
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
客
観

的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
が
純
粋
に
客
観
的
な
認
識
と
い
う
も
の
は
存
在
し

得
な
い
。
必
ず
多
少
と
も
主
観
が
交
じ
る
。
こ
れ
科
学
的
研
究
に
諸
説
対
立
を
見

る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

（
『
自
然
医
学
』
〓
０

＊

●
主
観
と
い
う
言
葉
は
、
望
〓
８
↓
・望
〓
実
↓
あ
〓
胃

な
ど
と
い
う
外
国
語
の
訳

で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
同
時
に

「
従
属
す
る
」

「
偏
狭
な
る
」

「
服
従

す
る
」

「
臣
下
」
な
ど
と
い
う
意
味
を
も

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
主
観
や
主
語
、

主
格
な
ど
と
い
う
の
は
、
決
し
て
主
人
公
と
か
支
配
者
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

「
環
境
や
条
件
に
支
配
さ
る
る
も
の
」
の
意
で
あ
り
ま
す
。

客
観
と
い
う
言
葉
は
、
８
ョ
弯
ｂ
〓
円
Ｆ
８
コ
↓
の
訳
語
で
し
ょ
う
が
、
対
象
、

物
件
、
目
的
と
い
う
意
味
を
も

っ
て
い
る
の
で
、
客
観
を
尊
重
す
る
の
は
、
す
な

わ
ち
偏
狭
な
主
観
を
排
除
し
て
、
対
象
そ
れ
自
体
を
問
題
に
す
る
態
度
を
主
張
す

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
対
象
も
物
件
も
、
つ
づ
ま
る
と
こ
ろ
主
観
の
評
価
、
観

察
の
変
態
で
あ
り
、
実
用
、
実
生
活
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
客
観
は
主
観
に
お

き
か
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
客
観
が
重
く
見
ら
れ
る
の
は
、
あ
ま
り

に
偏
狭
な
主
観
の
強
い
人
々
、
我
、
自
分
、
個
人
本
位
の
人
々
ば
か
り
多
す
ぎ
て
、

闘
争
の
た
え
な
い
人
々
が
、
反
動
的
に
要
求
し
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

（
『
「
未
開
人
」
の
精
神
と
日
本
精
神
』
８
０

＊

●
唯
物
主
義
は
、
自
由
主
義
、
個
人
思
想
、
享
楽
主
義
、
社
会
主
義
、
共
産
主
義
、

弱
肉
強
食
の
無
政
府
主
義
、
自
己
中
心
主
義
、
資
本
主
義
、
交
換
経
済
、
自
然
科

学
な
ど
を
生
ん
だ
母
胎
で
あ
り
ま
す
。
自
然
科
学
が
そ
の
最
鋭
兵
器
で
あ
り
ま
す
。

古
い
栄
養
学
は
、
こ
の
自
然
科
学
を
も

っ
て
偽
装
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
『
新
し
い
栄
養
学
』
４３
）＊

●
唯
物
論
は
科
学
的
で
は
あ
る
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
科
学
で
な
い
よ
う
に
、
科

学
で
は
な
い
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
も
、
唯
物
論
的
共
産
主
義
も
両
方
と
も
信
仰

（ｇ

ｌ
〓
乳
）
で
あ
る
。
唯
物
論
者
に
し
ろ
、
民
主
主
義
者
に
し
ろ
、
幸
福
、
人
道
、

健
康
、
自
由
、
平
和
な
ど
が
人
間
の
唯

一
の
理
想
の
世
界
の
ち
が

っ
た
角
度
か
ら

見
た
光
景
で
あ
る
と
、
チ
ク
オ
ン
キ
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
言
葉

が
何
を
意
味
す
る
の
や
ら
（定
義
）
、
そ
れ
ら
を

つ
ら
ぬ
く
、
た
だ

一
つ
の
宇
宙
の

秩
序
を
は

っ
き
り
表
現
で
き
え
な
い
な
ら
、
彼
は
幸
福
な
人
で
も
、
自
由
な
人
で

も
な
い
。

（
『
コ
ン
パ
文
庫
６
』
８
Ｊ＊

●
私
は
、
個
体
、
生
体
な
ど
、
こ
と
有
限
界
、
現
象
界
に
関
す
る
限
り
は
唯
物
論

が
正
し
い
と
思
う
。

（
『
永
遠
の
子
供
』
〓
じ

＊

●
唯
物
弁
証
法
は
元
来
、
そ
の
基
礎
た
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
な
る
も
の
が
、
彼

ヘ
ー
ゲ
ル
畢
生
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
は
な
は
だ
概
念
的
で
あ
り
、
マ
ル
ク

ス
に
よ

っ
て
唯
物
的
に
補
装
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
だ
そ
の
生
来
の
弱
さ
か
ら
脱
け

き

っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
正
が
反
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
不
明
で
す
。
ま
た
、
い
っ
た
い
正
ま
た
は
反
は
、
ど
こ
か
ら
出
て
来
た
の
か
が

不
明
で
す
。
…
…

こ
の
弁
証
法
の

一
つ
の
小
さ
な
、
し
か
し
重
要
な
欠
点
は
、
正
↓
反
↓
合
の
転

開
を

つ
か
さ
ど
る
原
動
力
、
指
導
力
が
何
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
ま
だ
見
落

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
完
成
す
る
と
、
前
に
挙
げ
た
よ
う
な
問
題
も
、
わ

け
な
く
解
か
れ
ま
す
。
そ
れ
を
完
成
し
た
も
の
が
Ｐ
Ｕ
で
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｕ
す
な

わ
ち
日
本
精
神
、
む
す
び
の
世
界
観
の
簡
素
な
体
系
は
、

「
絶
対
弁
証
法
」

「
最
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高
弁
証
法
」
と
言

っ
て
も

い
い
わ
け
で
す

。

（
『
Ｐ
Ｕ
経
済
原
論

ｏ
夢
と
詩
と
情
熱

の
世
界
』
ぶ
『
～
８
９

＊

●
唯
物
史
観
、
こ
れ
は
ガ
ッ
チ
リ
し
た
も
の
で
す
。
絶
対
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
発
見
し
た

マ
ル
ク
ス
の
偉
大
さ
に
は
ホ
ト
ホ
ト
感
心
し
ま
す
。
た
だ
惜
し

い
の
は
、
経
済
生
活
が
歴
史
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
言

っ
た
だ
け
で
、
も

一
歩

つ

っ
込
ん
で
食
物

（環
境
全
体
）
を
指
摘
し
な
か

っ
た
こ
と
で
す
ｃ

（
『
Ｐ
∪
経
済
原
論

・
夢
と
詩
と
情
熱
の
世
界
』
ヽ
じ

＊

●
余
剰
価
値
は
確
か
な
事
実
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
大
き
な
利
益
は
誰
が

取

っ
て
も
い
い
の
で
す
。
資
本
家
で
も
労
働
者
で
も
い
い
の
で
す
。
ど
ち
ら
で
も

Ｐ
Ｕ
す
な
わ
ち

「
む
す
び
」
世
界
観
を
も

っ
て
い
れ
ば
い
い
。
ま
た
、
そ
れ
を
も

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
ど
ち
ら
が
そ
れ
を
獲
得
し
て
も
悪
い
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

…
…
誰
が
余
剰
価
値
を
獲
得
、
独
占
し
て
も
、
そ
の
人
が
Ｐ
Ｕ
む
す
び
世
界
観
さ

え
分

っ
て
い
る
人
な
ら
、
そ
の
人
の
幸
福
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
周
囲
や
社
会
全
体

の
幸
福
を
増
大
す
る
に
き
ま

っ
て
い
る
の
で
す
。

（
『
Ｐ
Ｕ
経
済
原
論

ｏ
夢
と
詩
と
情
熱
の
世
界
』
葛
卜
～
葛
３

＊

●
国
家
と
は
宇
宙
の
秩
序
に
法

っ
て

「生
活
」
し
て
ゆ
く
伝
統
的
な
人
間
の
集
ま

り
で
あ
る
。

（
『
Ｐ
Ｕ
経
済
原
論

・
夢
と
詩
と
情
熱
の
世
界
』
あ
９

＊

●
民
族
と
か
国
家
と
か
い
う
も
の
は
、
生
命
と
い
う
見
え
な
い
光
線
を
環
境
と
い

う
プ
リ
ズ
ム
が
分
析
し
て
作
り
出
し
た
い
ろ
い
ろ
な
色
だ
。
幻
影
だ
。
平
和
と
、

光
明
と
、
自
由
は
、
そ
れ
ら
の
全
て
の
色
を
含
む
生
命
と
い
う
見
え
な
い
光
線
の

世
界
に
あ
る
の
だ
。
こ
の
生
命
の
世
界
に
分
け
入
る
に
は
、
環
境
の
多
様
性
に
眩

惑
さ
れ
ず
に
、
そ
の
環
境
の
食
物
と
し
て
の

一
如
性
を
発
見
す
る
こ
と
だ
。

（
『
永
遠
の
子
供
』
４０
）

＊

●
科
学
は
学
ば
な
く
て
も

、
道
さ
え
学

べ
ば
人
間
は
幸
福

に
生
き
る
こ
と
が
出
来

る
が
、
道
を
知
ら
ず
し
て
科
学

の
み
を
学
ぶ
時

に
は
、
と
ん
で
も
な

い
不
幸
を
招

く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
『
人
間
の
栄
養
学
及
び
医
学
』
２
）

＊

●
道
や
ブ
ラ
ー
マ
ン
や
ニ
ル
ヴ
ア
ナ
は
、
冒
険
的
に
論
理
的
な
、
科
学
的
な
仮
説

で
、
推
定
さ
れ
た
り
、
発
見
さ
れ
た
り
し
た
も
の
で
な
く
、
じ
か
に
体
験
し
た
も

の
で
、
そ
の
中
で
、
感
覚
が
と
ら
え
る
、
明
ら
か
な
、
限
ら
れ
た
、
決
定
的
な
デ

ー
タ
に
よ
る
、
そ
の

「
絶
対
確
実
性
」
な
の
で
あ
る
。

（
『
平
和
と
自
由
の
原
理
』
５３
）

＊

●
道
と
は
、
国
民
に
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
恐
れ
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
る
術

を
教
え
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
自
由
を
保
証
す
る
実
際
的
哲
学
の
方
法
な
の
で
あ
る
。

（
『
柔
道
の
本
』
）

四
、
科
学

●
科
学
は
殺
人
に
は
偉
大
な
る
力
を
発
揮
す
る
が
、

フゐ
）
。

（
『
人
間
の
栄
養
学
及
び
医
学
』
３０
）

活
人
に
は
全
く
不
向
き
で
あ

＊

●
科
学
は
数
百
年
の
時
間
を
か
け
て
、
モ
ロ
モ
ロ
の
恒
数
を
探
究
し
た
が
、
す
べ

て
手
に
入

っ
た
も
の
は
、
近
似
値
や
暫
定
値
や
、
相
対
、
有
限
、
無
常
の
数
ば
か

り
で
あ

っ
た
。

（
『
Ｍ
Ｉ
通
信
』
２４
号
）

＊
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●
部
分
を
分
析
と
抽
象
で
研
究
し
て
ゆ
く
こ
と
は
永
遠
に
際
限
な
く
、
し
た
が

っ

て
、
そ
の
結
果
を
綜
合
す
る
と
い
う
こ
と
も
永
遠
に
不
可
能
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

そ
れ
は
全
体
を
把
握
す
る
研
究
と
は
全
く
正
反
対
の
方
向
で
あ
る
。

（
『
自
然
医
学
と
し
て
の
神
道
』
４‐
）

＊

●
分
析
、
専
門
化
、
顕
微
鏡
、
抽
象
を
も
っ
て
、
天
地
自
然
、
人
生
、
世
界
の
現

象
を
見
き
わ
め
、
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
科
学
こ
そ
は
、
全

一
観
、
宇
宙
観
、
陰

陽
観
を
も
っ
て
没
我
、
物
心

一
如
、
身
土
不
二
の
世
界
観
を
樹
立
す
る
唯

一
最
大

の
妨
害
で
あ
り
ま
す
。

（
『自
然
医
学
と
し
て
の
神
道
』
８
９

＊

●
科
学
は
無
限
の
発
展
を
た
ど
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
し
か
る
に
、
無
限
の
発
展

を
必
要
と
す
る
よ
う
な
も
の
は
、
実
は
発
展
も
進
歩
も
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
『
自
然
医
学
と
し
て
の
神
道
』
７２
）

＊

●
科
学
的
発
明
は
、
す
べ
て

「
飽
く
こ
と
な
き
欲
望
」
と
い
う
放
埒
な
母
か
ら
生

ま
れ
て
、
わ
が
ま
ま
い
っ
ぱ
い
に
育
て
ら
れ
て
き
た
子
供
な
の
で
あ
る
。

（
『自
然
医
学
と
し
て
の
神
道
』
９０
）

＊

●
科
学
は
、
主
観
を
排
撃
し
、
客
観
を
尊
重
し
、
感
覚
を
信
頼
せ
ず
、
計
測
器
を

信
頼
し
、
計
測
さ
れ
な
い
も
の
は
絶
対
に
信
頼
し
な
い
の
が
特
徴
で
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
神
、
精
神
、
生
命
力
、
幸
福
、
真
、
善
、
美
、
霊
魂
、
宗
教
、
道
徳
、

信
仰
、
意
志
な
ど
の
大
き
な
世
界
、
実
生
活
の
大
部
分
、
最
も
重
要
な
部
分
に
つ

い
て
は
何
の
発
言
権
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
世
界
不
安
と
世
界
苦
は
、

こ
の
科
学
が
世
界
の
支
配
権
を
に
ぎ

っ
た
時
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

（
『
「
未
開
人
」
の
精
神
と
日
本
精
神
』
蟷
じ

＊

●
西
洋
人
は
、
よ
く
時
間
と
空
間
を
別
な
も
の
と
思
い
、
実
在
的
な
も
の
だ
と
思

う
。
そ
れ
が
単
に
便
宜
上
、
人
間
が
仮
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。

こ
れ
こ
そ
科
学
が
大
き
な
罪
と
間
違
い
と
人
間
の
不
幸
を
招
く
に
至

っ
た
第

一
歩

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
然
人
の
画
に
は
幾
何
学
的
遠
近
法
が
な

く
、
そ
れ
が
た
め
に
自
然
人
の
言
語
に
は
時
制
が
な
い
。

（
『
日
本
を
亡
ぼ
す
も
の
は
た
れ
だ
』
〓
じ

＊

●
ガ
リ
レ
イ
を
初
め
と
し
て
科
学
者
た
ち
は
、
す
べ
て
の
観
測
の
基
礎
と
し
て
、

決
し
て
証
明
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
を
法
則
と
し
て
選
び
、
そ
れ
を
基
礎
と

し
、
根
拠
と
し
、
そ
こ
か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
科
学
が
客
観
性
、
無

色
透
明
性
、
即
物
性
を
主
張
し
な
が
ら
、
実
は
観
念
論
的
思
想
を
基
礎
と
し
て
い

る
と
い
う
重
大
な
根
本
的
な
欠
陥
を
示
す
も
の
で
す
。
運
動
の
現
象
を
研
究
す
る

な
ら
、
ま
ず
第

一
に
、
す
べ
て
の
運
動
の
基
礎
と
も
、
根
拠
と
も
、
起
源
と
も
い

う
べ
き

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
か
重
力
と
か
い
う
も
の
の
正
体
を

つ
き
と
め
、
ま
た
い
わ

ゆ
る
運
動
の
相
対
性
、
す
な
わ
ち
有
限
性
を
把
握
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
。

（
『
自
然
科
学
の
最
後
』
９９
）

＊

●

「
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
と
か
、

「
Ａ
は
非
Ａ
で
な
い
」
と
か
、
ま
た
は

「
Ａ
は
Ｂ

で
な
い
」
と
か
い
う
論
理
は
、
い
つ
で
も
与
え
ら
れ
た
条
件
の
下
で
は
通
用
し
ま

す
が
、
そ
れ
を

一
歩
で
も
は
な
れ
た
ら
、
も
う
嘘
な
の
で
す
。
科
学
の
法
則
は
、

す
べ
て
こ
れ
で
す
。

（
『
自
然
科
学
の
最
後
』
〓
じ

＊

●
科
学
が
宇
宙
の
森
羅
万
象
に
つ
い
て
与
え
て
く
れ
る
説
明
が

「
ま
ず
妥
当
な
」

の
は
物
質
、
非
生
物
に
つ
い
て
の
時
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
、
西
洋
の
科
学
者
も
正

直
に
認
め
て
い
ま
す
。
…
…
精
神
や
生
命
や
生
物
に
関
す
る
こ
と
で
は
、
科
学
は
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レ

一
九
六
三
年
、
沖
正
弘
氏
を

ヨ
ー
□

に
紹
介
。

ツ

パ

も
う
未
解
決
と
無
知
と
未
知
で
充
た
さ
れ
て
い
る
の
で
す

。

（
『
自
然
科
学

の
最
後
』
８
３

五
、
教
育

●
正
し

い
教
育
と
は
、
読
み
書
き

ソ
ロ
バ
ン
で
は
な
い
。
正
し
い
批
判
力
を
も
た

せ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
『
コ
ン
パ
文
庫
５
』
３８
）＊

●
教
育
の
大
眼
日
は
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
者
に
、
こ
の
世
を
乗
り
切
る
条

件
を
知
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
条
件
の
中
で
も
第

一
に
大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず
、
こ
の
世
の
組
み
立
て

（構
造
、
成
り
立
ち
、
道
す

じ
）
を
よ
く
知
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
天
地
、
陰
陽
の
理
、
大
自
然

（人
生

を
ふ
く
む
）
の
秩
序
（組
み
立
て
）
、
誠
の
道
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
無
双
原
理

世
界
観
で
あ
り
ま
す
。

（
『
人
間
の
秩
序
』
５９
）

＊

●
私
の
教
育
論
は
、
生
理
学
的
、
論
理
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
所
詮
、
宇
宙
の
秩
序

七
則
の
第

一
が
示
す
原
則
を
原
則
と
す
る
。
つ
ま
り

「
始
め
は
終
り
を
生
む
」
ア

ベ
コ
ベ
の
原
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
無
教
育
、
無
知
、
貪
欲
無
双
、
煩
悩
熾
盛
の
親

の
み
が
、
す
ば
ら
し
い
子
を
生
む
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
『
世
界
無
銭
武
者
旅
行
』
田
９

＊

●
表
現
法
を
だ
け
説
き
教
え
る
の
が
現
在
ま
で
の
教
育

で
あ
る
。
し
か
し
真

の
教

育
は
、
正
し

い
自
由
人

に
な
る
表
現
法
を
、
説
教
せ
ず
に
悟
ら
せ
体
得
せ
し
め
る

こ
と
で
あ
る
。

（
『
世
界
無
銭
武
者
旅
行
』
喝
９

＊

‐..鋏 :頑Iト み
=lr
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●
教
育
に
は
二
種
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
来
の
本
能

を
発
展

（否
、
む
し
ろ
解
放
）
し
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識
や
、
記
憶
や
理
解
や
判
断

力

（実
行
力
の
モ
ト
）
を
大
き
く
し
、
宇
宙
の
構
造
や
秩
序
や
原
則
を
常
に
観
る

力

（
一
種
の
透
視
力
）
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
ネ
ラ
イ
と
し
ま
す
。
こ
の
宇

宙
観
は
、
す
べ
て
の
有
限
世
界
の
過
渡
的
な
現
象
や
、
幻
想
的
な
現
実
を
通
じ
て

過
去
と
現
在
と
未
来
を
見
通
し
、
い
つ
も
正
し
い
方
向
を
人
間
に
示
す
も
の
で
す
。

そ
れ
は
、
い
っ
さ
い
の
も
の
を
、

一
つ
の
例
外
も
な
し
に
包
容
す
る
も
の
で
、

一

名

「愛
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
無
限
に
噴
出
す
る
喜
び
で
、

一
名

「信
」
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

第
二
の
教
育
の
タ
イ
プ
は
、
技
術
や
概
念
を

つ
ぎ
こ
み
、
つ
い
に
人
間
本
来
の

最
高
の
判
断
力
、
す
な
わ
ち
本
能
と
い
う
も
の
を
完
全
に
隠
蔽
し
、
窒
息
せ
し
め

る
も
の
で
す
。
現
在
見
る
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
重
大
な
あ
や
ま
ち
や
犯
罪
は
、
大

部
分
、
こ
の
第
二
の
タ
イ
プ
の
教
育
を
長
年
う
け
た
人
々
に
よ
り
ま
す
。

（
『
東
洋
医
学
の
哲
学
』
５８
～
５９
）

＊

●
Ｐ
Ｕ
式
教
育
の
原
理
―
―

①
第

一
に

「宇
宙
の
秩
序
」
を
発
見
さ
せ
る
こ
と
。

（
こ
れ
が

一
番
大
切
。
以
下

は
こ
の
補
習
実
習
に
す
ぎ
な
い
）

②
教
え
な
い
こ
と
。

（自
問
自
得
せ
じ
め
る
こ
と
）

③
出
来
る
だ
け
苦
し
め
る
こ
と
。

（問
答
主
義
で
や
る
こ
と
。
実
地
教
育
、
真
剣

教
育
を
や
る
こ
と
）

④
恥
か
し
め
る
こ
と
。
決
し
て
ほ
め
な
い
こ
と
。

（徹
底
的
に
自
分
の
バ
カ
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
）

⑤
時
間
を
藉
さ
な
い
こ
と
。

（敏
速
な
判
断
力
を
養
成
す
る
こ
と
）

⑥
貧
乏
さ
せ
る
こ
と
。

（困
窮
を
体
験
さ
せ
、
後
日
、
生
活
難
の
た
め
に
節
義
を

売
ら
せ
た
り
捨
て
さ
せ
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
生
活
難
と
い
う
文
字

を
自
分
の

一
生
と
い
う
辞
典
か
ら
抹
殺
さ
せ
る
こ
と
）

⑦
労
働
を
さ
せ
る
こ
と
。

（
い
か
な
る
難
境
を
も
突
破
す
る
健
康
な
る
肉
体
を
育

て
る
こ
と
で
あ
る
）

養
育
の
方
針
は

（赤
ん
坊
時
よ
り
学
齢
ま
で
）
―
―

①
身
土
不
二
の
食
生
活
。

②
三
分
の
寒
さ
、
三
分
の
ひ
も
じ
さ
を
与
え
る
こ
と
。

③
独
立
心
を
発
揚
せ
し
む
る
こ
と
。

（授
乳
時
以
外
、
決
し
て
抱
か
な
い
こ
と
。

独
り
寝
さ
せ
る
。
大
小
便
を
予
告
せ
し
む
る
こ
と
。
気
嫌
を
と

っ
て
笑
わ
せ
た

り
し
な
い
こ
と
）

④
仕
事
を
さ
せ
る
。

（よ
ち
よ
ち
歩
き
始
め
た
ら
茶
碗
を
は
こ
ば
せ
た
り
、
雑
巾

を
は
こ
ば
せ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
少
し
ず

つ
む
ず
か
し
い
こ
と
を
や

ら
せ
る
）

⑤
規
則
づ
け
る
こ
と
。

（食
事
の
時
間
、
掃
除
、
朝
礼
、
作
法
な
ど
、
大
人
が
規

則
正
し
い
生
活
を
し
て
見
せ
、
見
習
わ
せ
る
）

⑥
礼
儀
正
し
く
し
て
見
せ
る
こ
と
。

⑦
玩
具
を
与
え
な
い
こ
と
。

（
ハ
タ
キ
や
雑
巾
な
ど
を
も
た
せ
て
お
く
が
よ
い
）

（
『
永
遠
の
子
供
』
に
ｏ
～
馬
じ

＊

●
人
間
革
命
は
、
個
人
の
体
質
か
ら
性
質
、
そ
の
母
胎
や
、
彼
ら
す
べ
て
の
素
材

で
あ
る
食
物
の
質
の
革
命
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
理
学
、
医
学
、
栄
養
学
、
農
業
、

経
済
、
工
業
、
社
会
の
革
命
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
社
会
制
度
の
よ
う
な
キ
カ
イ
的

な
革
命
よ
り
は
深
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
『
人
間
革
命
の
書
』
１２
）＊

●
法
の
暴
力
で
何
度
か
自
由
を
東
縛
さ
れ
た
経
験
を
も
た
ず
に
は
医
学
革
命
や
人

間
革
命
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
無
限
の
自
由
や
絶
対
の
幸
福
や
、
永
遠
の
正
義
を

体
現
す
る
こ
と
は
Щ

（
『
病
気
を
治
す
術
、
病
人
を
治
す
法
』
〓
Ｊ
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＊

●
人
間
の
秩
序
―
―

宇
宙
の
秩
序
を
人
間
の
憲
法
に
訳
出
し
ま
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
、
人
間
は
無
限
の
自
由
を
持

つ
。

二
、
人
間
は
絶
対
の
正
義
を
持

つ
。

三
、
人
間
は
永
遠
、
無
限
、
絶
対
の
愛
を
持

つ
。

わ
れ
わ
れ
は
無
限
の
自
由
を
も

っ
て
い
る
か
ら
、
何
を
し
て
も
で
き
る
し
、
何

を
し
て
も
い
い
。
わ
れ
わ
れ
は
絶
対
の
正
義
の
子
で
あ
る
か
ら
何
を
し
て
も
許
さ

れ
る
し
、
罰
を
う
け
る
こ
と
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
無
限
、
絶
対
の
愛
を
も

つ
か
ら
、
こ
の
世
に
不
快
な
、
悲
し
い
、

き
ら
い
な
、
い
や
な
、
憎
む
べ
き
も
の
を
し
ら
な
い
。

こ
れ
が
人
間
の
正
体
で
す
。
だ
か
ら
、
君
が
も
し
、
そ
ん
な
自
由
を
も

っ
て
い

な
い
な
ら
、
君
は
ま
だ
人
間
で
は
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
、
も
し
君
が
法
に
問
わ
れ

る
な
ら
、
君
は
ま
だ
人
間
で
は
な
い
の
だ
。
法
な
ん
か
破

っ
て
も
、
そ
の
た
め
に

万
人
に
愛
さ
れ
る
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
イ
エ
ス
も
仏
陀
も
、
伝
教
も
、
マ

ハ
ー
ヴ
イ
ラ
も
、
ル
ー
テ
ル
も
、
ル
ソ
ー
も
、
み
ん
な
法
を
破

っ
た
人
だ
。

ま
だ
人
間
で
な
い
人
間
と
い
う
の
は
、
実
は
最
高
判
断
力
が
ク
モ
リ
を
も

っ
て

い
る
人
間
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ク
モ
リ
は
教
育
と
い
う
手
で
造
ら
れ
た
も

の
だ
。
つ
ま
り
、
本
能
を
解
放
す
る
こ
と
、
生
命
の
大
本
で
あ
る
本
能
を
、
教
育

で
殺
さ
ず
に
、
本
能
を
光
ら
せ
、
ク
モ
リ
を
取
り
去
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

宇
宙
の
秩
序
と
い
う
大
法
を
、
日
月
の
ご
と
く
明
ら
か
な
も
の
を
確
認
さ
せ
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
は
、
人
を
裁
い
た
り
、
罰
し
た
り
殺
し
た
り
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
き

っ
と
自
ら
も
裁
か
れ
、
あ
る
い
は
殺

さ
れ
る
。
も

っ
と
恐
し
い
罰
は
、

「
生
け
る
屍
」
と
し
て
、
こ
の
世
で
地
獄
の
生

活
を
す
る
こ
と
だ
。
死
ん
で
地
獄

へ
ゆ
く
要
の
な
い
人
間
に
な
る
こ
と
だ
。

親
し
い
忠
実
な
、
ま
こ
と
の
友
の
数
は
、
君
の
自
由
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
ぁ
る
。
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し
た
が

っ
て
、
幸
福
と
正
義
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
至
る
と
こ
ろ
に
正
義
を

た
て
る
も
の
は
、
万
人
に
愛
さ
れ
る
。
万
人
の
友
で
あ
る
。
人
は
他
人
を
本
当
に

幸
福
な
人
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
他
人
の
力
で
得
た
幸
福
や
自
由
や
正
義
は
、
借
金
、

一
つ
の
負
債
で

あ
る
か
ら
。
人
は
自
分
の
無
限
の
自
由
と
、
永
遠
の
幸
福
と
絶
対
の
正
義
を
行
動

で
表
現
し
、
人
々
を
よ
ろ
こ
ば
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
！

Ｊ

ｏ
ロ
ッ
ク
の
近
代
民
主
主
義
は
美
し
く
、
素
晴
ら
し
く
見
え
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
結
局
、
利
己
主
義
の
オ
セ
ン
チ
な
、
敗
北
心
理
的

一
形
態
で
あ
る
。
そ
れ

は
第

一
、
消
極
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
の
正
体
に
絶
対
の
信
頼
を
示
し
て
い
な

い
。
そ
れ
は
、
法
と
い
う
名
の
暴
力
で
自
分
を
守
れ
る
。
そ
れ
は
恐
怖
と
不
安
を

も

っ
て
い
る
。
宇
宙
の
秩
序
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
。
お
よ
そ
、
不
信
と
不
安
を
基

礎
に
し
た
構
造
は
、
た
ち
ま
ち
破
れ
去
る
か
、
長
く
不
幸
な
残
骸
を
さ
ら
す
か
で

あ
る
。
今
日
、
人
間
は
き
わ
め
て
低
判
断
力
を
示
し

つ
つ
あ
る
。
こ
こ
に
人
間
が
最
高

判
断
力
に
進
む
可
能
性
が
あ
る
。
ゲ
ー
テ
や
シ
ュ
ヴ

ア
イ
ツ
エ
ル
は
、
そ
れ
を
嘆

い
て
い
る
。
そ
し
て
倫
理
や
宗
教
で
、
そ
れ
を
改
造
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
ま

っ
た
く
ド
ロ
ボ
ー
に
善
人
に
な
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
る
オ
セ
ン
チ
だ
″

世
界
の
平
和
、
恒
久
の
平
和
、
世
界
政
治
は
、
宇
宙
の
秩
序
を
基
礎
に
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
の
み
可
能
に
な
る
。
も
う
過
去
の
宗
教
や
道
徳
は
、
完
全
に
そ
の
無

力
、
無
用
を
示
し
て
い
る
で
は
な
い
か
″

人
間
は
、
自
分
が
宇
宙
の
秩
序
の
子
で
あ
り
、
そ
の
王
子
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
て
よ
ろ
し
い
。
社
会
の
改
造
も
、
無
駄
、
無
用
で
は
な
い
。
し
か
し
、
無
限
の

自
由
で
永
遠
の
幸
せ
と
絶
対
の
正
義
を
も

っ
た
人
間
を
社
会
改
造
に
よ

っ
て
作
り

出
す
こ
と
は
、
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
。
社
会
改
造
に
よ

っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を

望
む
こ
と
は
、
ま

っ
た
く
、
あ
ら
ゆ
る
利
便
と
快
適
を
そ
な
え
た
立
派
な
大
ビ
ル

デ
イ
ン
グ
を

つ
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
立
派
な
人
間
を
作
れ
る
、
と
思
う
よ
う
な

大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
誰
も
そ
ん
な
こ
と
を
望
む
も
の
は
あ
る
ま
い
。

社
会
改
造
を
め
ざ
す
人
々
は
、
人
間
が
自
由
と
幸
福
と
正
義
の
化
身
で
あ
り
、
社

会
組
織
が
悪
劣
で
あ
る
た
め
に
、
人
間
が
不
正
を
し
、
不
幸
を
苦
し
み
、
不
自
由

を
破
る
た
め
に
法
を
破
る
の
だ
と
い
う
不
文
の
前
提
を
も

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
自
由
は
不
自
由
の
ど
ん
底
か
ら
、
幸
せ
は
不
幸
の
ど
ん
底
か
ら
、
正

義
は
不
正
の
世
界
か
ら
光
り
出
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
全
力
を

つ
く
し
て
無
限
の
自
由
を
も

つ
も
の
で
あ
る

こ
と
を
証
明
し
、
生
命
こ
そ
永
遠
な
る
宇
宙
の
秩
序
の

一
表
現
で
あ
る
こ
と
を
証

明
し
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
自
己
を
解
放
し
、
真
の
自
由
、
制
限
な
き

自
由
人
で
あ
る
時
に
だ
け
、
わ
れ
わ
れ
は
社
会
を
改
造
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、

何
で
も
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
。

荒
れ
馬
を
の
り
こ
な
し
た
方
が
、
お
と
な
し
い
駿
馬
で
走
る
よ
り
早
い
だ
ろ
う
。

最
大
の
困
苦
を
の
り
こ
え
た
方
が
、
最
小
の
困
難
を
の
り
こ
え
た
よ
り
楽
し
い
だ

ろ
う
。
お
ろ
か
な
、
み
に
く
い
、
乱
暴
な
、
不
正
な
、
不
倫
な
人
間
を
、
賢
い
、

美
し
い
、
お
と
な
し
く
て
、
勇
ま
し
い
、
正
し
い
人
間
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
立
派

な
社
会
を
造
る
最
上
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
悪
人
を
皆
殺
し
に
し
た
ら
、
よ
い
社
会

が
来
る
と
思
う
の
は
、
バ
イ
キ
ン
を
皆
殺
し
に
し
た
り
、
家
を
バ
イ
キ
ン
も
蚊
も

ハ
イ
も
入
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
身
を
ヨ
ー
ド
フ
オ
ル
ム
や
、
マ
ス
ク
や
予
防

ワ
ク
チ
ン
で
守
り
、
ピ
ス
ト
ル
や
軽
機
関
銃
を
持

っ
た
り
す
る
こ
と
で
安
全
に
な

れ
る
と
思

っ
た
り
す
る
愚
か
さ
と
同

一
で
あ
る
。
空
の
鳥
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
獣
、

河
の
中
の
魚
、
泥
の
中
の
バ
イ
キ
ン
、
寸
鉄
も
お
び
な
い
美
し
い
草
花
は
、
そ
ん

な
人
間
を
笑

っ
て
い
る
！

（
『
東
洋
医
学
の
哲
学
』
８
『
～
曽
じ

＊

●
人
間
と
い
う
も
の
は
、
自
然
の
最
後
の
製
作
品
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
自
分
の

食
い
も
の
と
し
、
足
場
と
し
、
養
い
と
し
、
い
の
ち
と
し
て
生
き
て
行
く
も
の
な

の
だ
。
環
境
に
よ

っ
て
生
ま
れ
、
育
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
広
義
の
環
境
は
宇
宙

全
体
だ
。
あ
ら
ゆ
る
生
物
は
、
自
分
よ
り
、
よ
り
完
全
な
生
物
体
に
取
り
入
れ
ら
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れ
、
そ
の
養
い
と
な
り
、
体
と
な
り
、
働
き
と
な
る
。
そ
の
最
も
大
き
な
完
全
さ

を
持

っ
て
い
る
も
の
、
す
な
わ
ち
人
間
と
い
う
生
体
は
、
最
後
に
そ
の
働
き
の
終

わ
り
に
お
い
て
分
解
し
て
、
よ
り
不
完
全
な
も
の
の
養
い
と
な
り
、
組
み
立
て
と

な
り
、
お
い
お
い
と
、
そ
の
下
降
を
繰
り
返
し
て
、
つ
い
些

死
素
に
な

っ
て
し
ま

う
。
（
『
コ
ン
パ
文
庫
６
』
１５
）＊

●
人
間
の
自
由
性
―
―

肉
体
人
間
と
、
そ
の
幻
想
の
非
存
在
性
、
無
常
性
が
証
明
さ
れ
た
上
は
、
そ
ん

な
肉
体
の
要
求
す
る
自
由
が
、
い
か
に
大
き
い
も
の
で
あ

っ
て
も
、
よ
し
無
限
で

あ

っ
て
も
、
絶
対
に
危
険
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

人
間
は
何
を
し
よ
う
と
自
由
で
あ
り
、
そ
の
自
由
が
無
限
で
あ
る
こ
と
を
、
い
か

に
主
張
し
て
も
少
し
も
差
し
支
え
は
な
い
。

（
『
Ｍ
Ｉ
通
信
』
２４
号
）

＊

●
人
間
は
全
て
、
人
間
が
人
間
以
外
の
す
べ
て
の
も
の
と
共
に

「宇
宙
の
秩
序
」

に
よ

っ
て
作
ら
れ
、
動
か
さ
れ
、
亡
び
ゆ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
。

万
人
が
自
由
、
正
義
、
永
遠
の
愛
を
求
め
て
や
ま
な
い
の
は
、
そ
れ
が
自
分
の

生
み
の
親
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら

一
歩
も
出
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
つ
い
の
住
み
家

で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
自
由
、
正
義
、
愛
情
は
、
絶
対
、
無
限
、
永
遠
な
ど
と
共
に

「
た
だ

一
つ
な
る
も
の
」
の
別
名
で
あ
り
、
こ
の
世
界
や
自
然
や
人
間
は
、
そ
の

「
た
だ

一
つ
な
る
も
の
」
の
大
海
原
の
中
に
生
ま
れ
た
小
さ
な
渦
巻
き
か
、
泡
の
中
の
、

さ
ら
に
小
さ
な
渦
巻
き
か
泡
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
暫
定
の
、
は
か
な
い
幻
影
の
世
界
に
、
人
間
は
い
ろ
い
ろ
な
法
則
を

つ
く

る
。
し
か
る
に
、
法
則
は
す
べ
て
い
ず
れ
も

一
つ
の
限
定
で
、
こ
の
世
の
無
常
の

中
の
限
定
が
、
全
て
の
仮
定
と
同
じ
く
、
否
定
で
あ
る
こ
と
を
、
人
間
は
、
や
や
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も
す
れ
ば
忘
れ
、
そ
こ
に
悲
劇
と
喜
劇
が
生
ま
れ
る
。

（
『
セ
カ
イ
セ
イ
フ
』
９９
号
）

＊

●
人
生
と
は
草
か
ら
出
て
、
神
に
帰
る
だ
け
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。

（
『
病
気
を
治
す
術
、
病
人
を
治
す
法
』
馬
じ

＊

●
本
能
主
義
―
―

お
よ
そ
、あ
ら
ゆ
る
政
治
に
は
二
つ
の
大
目
的
が
あ
る
。
「正
義
」
と

「幸
福
」
。

あ
ら
ゆ
る
新
し
い
政
治
は
、
万
人
に
承
認
さ
れ
る
た
め
に
、
最
も
簡
素
な
形
を
と

ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
必
ず
人
間
の
理
性
と
感
情
に
訴
え
る
。
し
か
る
に
、

人
間
は
感
情
の
動
物
で
あ
る
か
ら
、
理
性
よ
り
も
感
情
に
多
く
支
配
さ
れ
る
。
そ

こ
で
ヽ
ベ
ン
タ
ム
よ
り
も
ル
ッ
ソ
ー
の
方
が
千
倍
の
共
鳴
者
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
感
情
は
古
い
観
念
や
硬
化
し
た
秩
序
を
う
ち
破
る
に
は
早
く
成
功
す

る
け
れ
ど
、
新
し
い
理
念
の
建
設
に
は
必
ず
失
敗
す
る
ρ
す
べ
て
の
革
命
が
ユ
ー

ト
ピ
ア
や
エ
レ
ホ
ン
に
終
る
の
は
、
そ
の
証
明
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
感
情
と
理
性

を
打

っ
て

一
丸
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
で

「人
間
」
の
研
究
の
必
要

さ
の
大
き
さ
が
分
か
る
。
私
は
、
こ
の
へ
ん
を
ね
ら
い
と
し
て
、
本
能
主
義
を
主

張
し
よ
う
と
思
う
。

こ
れ
は
空
前
の
主
張
で
、
私
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
間
と
は
何
か

を
究
明
す
る

一
切
の
科
学
と
、
幸
福
と
は
何
か
を
決
め
る

一
切
の
哲
学
と
、
正
義

と
は
何
か
を
示
す

一
切
の
道
徳
、
宗
教
を
、

「実
生
活
」
に
ま
と
め
て

一
つ
に
す

る
の
に
、
本
能
を
用
い
る
と
い
う
主
義
で
あ
る
。

（本
能
と
い
う
の
は
、
万
人
に

生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
っ
て
い
る
明
智
を
本
体
と
し
た
命
令
行
動
本
部
、
分
か
り
や

す
く
言
え
ば
、
学
校
で
教
え
ら
れ
な
い
で
万
事
を
判
断
し
、
処
理
す
る
本
源
的
な

能
知
で
あ
る
。
生
命
の
本
体
で
あ
り
、
宇
宙
全
体
の
秩
序
に
人
間
を
適
合
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
）

（
『
カ
レ
ル

「
人
間
」
解
説
』
路
じ

＊

●
本
能
と
は

「生
命
の
原
理
」
た
る

「宇
宙
の
コ
ン
ス
テ
イ
チ

ュ
ー
シ
ョ
ン
」
の

空
間
的
性
能
の

一
部
で
あ
る
、
選
択
、
判
断
、
自
己
批
判
、
自
覚
な
ど
い
う
方
面

に
つ
け
た
名
の

一
つ
で
あ
る
。

（
『
コ
ン
パ
』
４０
号
、

「
平
和
の
秘
曲
」
）

＊

●
本
能
と
は
、
正
義
や
自
由
や
平
和
や
、
愛
や
意
志
の
発
電
所
の
モ
ー
タ
ー
で
あ

２つ
。
（
『
セ
カ
イ
セ
イ
フ
』
３４
号
、

「
人
間
―
こ
の
唯

一
な
る
マ
コ
ト
」
）

＊

●
全
て
の
人
間
が
、
そ
の

一
生
の
初
期
に
お
い
て
、
精
虫
や
卵
子
の
時
代
に
必
ず

繰
り
返
す
、
数
十
万
年
の
進
化
の
過
程
の
初
め
か
ら
終
り
ま
で
、
つ
ま
り
、
百
万

分
の

一
グ
ラ
ム
く
ら
い
の
動
物
が
、
わ
ず
か
十
力
月
の
間
に
、
そ
の
三
十
億
倍
の

怪
物
に
な
る
と
い
う
目
ま
ぐ
る
し
い
進
化
の
間
中
、

一
切
の
選
択
、
判
断
、
自
己

批
判
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
外
界
の
挑
戦
に
対
す
る
応
戦
に
お
い
て
、
た
だ

一

つ
の
頼
り
と
し
て
き
た
、
そ
し
て
、
そ
の
お
か
げ
で
成
功
し
、
勝
利
を
得
て
、
つ

い
に
こ
の
世
に
出
る
こ
と
に
な

っ
た
本
能
、
そ
の
上
、
生
ま
れ
て
か
ら
二
、
三
十

倍
に
成
長
す
る
期
間
、
十
数
年
と
、
そ
の
後
の
数
十
年
の
間
も
、
こ
れ
な
し
に
は

生
き
て
い
け
な
い
本
能
を
、
人
間
は
生
後
五
、
六
年
目
か
ら
、
ひ
た
す
ら
窒
息
さ

せ
た
り
、
仮
死
状
態
に
お
と
し
入
れ
た
り
、
殺
し
て
し
ま

っ
た
り
す
る
の
で
す
。

（
そ
の
不
当
さ
、
非
人
道
性
に
対
す
る
ウ
ッ
プ

ン
が
時
々
、
爆
発
し
ま
す
。
そ
れ

が
、
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
、
あ
ら
ゆ
る
戦
争
の
正
体
で
す
）

（
『
コ
ン
パ
』
４０
号
、

「
平
和
の
秘
曲
」
）

＊

●
記
憶
は
、
生
き
て
い
る
人
、
肉
体
を
持

っ
て
い
る
人
、
有
限
の
世
界
に
住
ん
で

い
る
人
が
、
無
限
の
世
界
を
な
が
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

（
『
宇
宙
の
秩
序
』
４‐
）
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レ

一
九
六
五
年
、
プ

レ
フ
ァ
イ

ュ
。

フ
ラ
ン
ス
最
後

の
キ
ャ
ン
プ
と
な

っ
た
。

＊

●
記
憶
カ
ー
ー
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の
知
識
、
概
念
、
判
断
力
、
意
志
、

実
行
力
、
理
性
、
表
現
、
思
想
、
行
動
の
根
底
で
す
。

（
『
東
洋
医
学
の
哲
学
』
“
じ

＊

●
肉
体
の

一
切
の
行
動
の
自
由
の
原
動
機
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
も
の
は
、
人
間
の

判
断
力
で
あ
り
、
そ
の
判
断
力
の
主
体
は
記
憶
力
で
あ
る
。

（
『
Ｍ
Ｉ
通
信
』
２４
号
）

＊

●
あ
ら
ゆ
る
不
自
由
と
困
難
は
、
自
由

の
腕
前
を
み
が
く
た
め
に
与
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。

（
『
世
界
無
銭
武
者
旅
行
』
４２
）

＊

●
君
の
行
動
半
径
は
何
名
の
友
人
で
示
さ
れ
る
か
。
君
の
行
動
圏
、
生
命
圏
、
君

の
王
国
は
、
君
の
友
人
の
数
に
２
を
掛
け
、
自
乗
し
、
そ
の
上
、
円
周
率
を
掛
け

る
。
　
２
×
じ
Ｎ
×
”
〓
８
＝
ｍ
Ｅ

こ
れ
が
君
の
自
由
の
大
き
さ
だ
。
そ
れ
が
君
の
こ
の
世
の
幸
福
の
大
き
さ
だ
。

…
…
た
だ
し
、

「
友
」
と
は
最
も
大
切
な
も
の
を
さ
さ
げ
る
人
。
と
こ
し
え
の
喜

び
を
ば
ら
ま
く
人
。

（
『
セ
カ
イ
セ
イ
フ
』
９９
号
）

＊

●
自
由
を
得
ん
と
思
わ
ば
、
大
自
然
、
大
宇
宙
の
秩
序
を
、
こ
の
肉
体
に
生
か
せ

ば
よ
い
の
で
あ
り
ま
す
。

（
『
人
間
の
秩
序
』
２５
）

＊

●
自
由
人
に
な
る
人
は
、
絶
対
に
陰
口
を
言
わ
な
い
人
だ
。
ウ
ソ
を
言
わ
な
い
人

だ
。
他
人
の
悪
口
放
送
を
取
り
次
ぐ
の
は
、
ウ
ソ
つ
き
の
共
犯
で
し
か
な
い
。
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（
『
世
界
無
銭
武
者
旅
行
』
８
じ

＊

●
何
を
み
て
も
、
か
げ

へ
ま
わ

っ
て
ブ

ツ
ブ
ツ
言
う
の
は
ド
レ
イ
人
種
の
自
供
。

何
を
見
て
も
、
う
れ
し
く
て
、
お
も
し
ろ
く
て
、
お
か
し
く

っ
て
、
自
分
で
や
り

た
く

っ
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
た
ま
ら
な
く
な

っ
て
ジ
ャ
ン
プ
す
る
の
は
自
由
人
の

証
明
。

（
『
コ
ン
パ
文
庫
５
』
８
）＊

●
幸
せ
と
は
、
ス
キ
ナ
こ
と
を
、
ス
キ
ナ
だ
け
、
や

っ
て
、
や

っ
て
や
り
ぬ
い
て
、

タ
ノ
シ
イ
、
タ
ノ
シ
イ

一
生
を
送
る
こ
と
。

（
『
セ
カ
イ
セ
イ
フ
』
３４
号
、

「
人
間
―
こ
の
唯

一
な
る
マ
コ
ト
」
）

＊

●
絶
対
的
幸
福
―
―
他
人
の
い
か
な
る
助
け
も
借
り
ず
、
い
か
な
る
道
具
も
用
い

ず
、
い
つ
ま
で
も
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
た
い
だ
け
す
る
こ
と
で
あ
る
。

相
対
的

（あ
る
い
は
、
こ
の
世
の
）
幸
福
―
―
時
代
的
社
会
的
条
件
の
下
で
道

具
を
用
い
て
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
こ
と
で
あ
る
。

（
『
柔
道
の
本
』
）

＊

●
今
す
ぐ
幸
福
で
平
和
で
自
由
で
な
か

っ
た
ら
、
い
つ
人
は
自
由
に
幸
福
に
な
る

の
だ
。
ま
た
、
そ
れ
が
何
の
役
に
立

つ
の
だ
＝

（
『
平
和
と
自
由
の
原
理
』
路
Ｊ

＊

●
真
の
幸
福

へ
の
唯

一
の
道
は
、
出
来
る
だ
け
正
し
き
食
を
少
な
く
す
る
こ
と
で

す
。
（
『
食
養
講
義
録
』
８６
）

＊

●
幸
福
に
な
ら
な
い
の
な
ら
健
康
に
な

っ
た
と
こ
ろ
で
何
の
意
味
も
な
い
。
む
し

ろ
苦
し
み
で
あ
り
、
悩
み
で
あ
ろ
う
。

（
『
新
食
養
療
法
』
１６
）

＊

●
人
生
の
目
的
は
、
ス
キ
ナ
コ
ト
を
た
ん
の
う
す
る
ほ
ど
や
り
ぬ
き
、
素
晴
ら
し

い
、
面
白
い
ヽ
愉
快
な
愉
快
な

一
生
を
お
く
り
、
し
か
も
す
べ
て
の
人
々
に
永
く

永
く
喜
ば
れ
、
感
謝
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
つ
ま
り
私
の

「
幸
福
」
の
定
義
で
す
。

（
『
新
食
養
療
法
』
３３
）

＊

●
人
間
が
幸
福
な

一
生
を
送
る
た
め
に
は
、
第

一
、
強
い
記
憶
力
、
第
二
に
正
確

な
判
断
力
、
第
三
に
大
胆
な
実
行
力
が
入
用
で
す
。

（
『
永
遠
の
少
年
』
８
０

＊

●
正
義
と
は
必
要
性
、
必
然
性
で
あ
る
。

（
『
東
洋
医
学
の
哲
学
』
に
じ

＊

●
正
義
と
は

「
宇
宙
の
秩
序
」
の
別
名
で
あ
る
。

（
『
健
康
の
七
大
条
件
』
２３
）

＊

●
健
康
と
幸
福
の
条
件
―
―

（１
）

け

っ
し
て
怒
ら
な
い
。

（２
）

絶
対
に

「
恐
怖
」
を
知
ら
な
い
。

（３
）

絶
対
に

「
あ
あ
疲
れ
た
」
と
か

「
よ
わ

っ
た
な
」
を
言
わ
な
い
。

（４
）

何
を
食
べ
て
も

「有
難
い
、
お
お
、
お
い
し
い
」
を
連
発
す
る
こ
と
。

（５
）

深
く
、
よ
く
眠
る
。
夢
を
見
な
い
。
う
ご
か
な
い
。
四
、
五
時
間
で
完
全

に
元
気

ハ
ツ
ラ
ツ
に
な

っ
て
、
パ
チ
ッ
と
、
そ
し
て
キ
チ
ッ
ト
ロ
を
さ
ま

す

。

-25-



1098 76

も
の
忘
れ
を
し
な
い
。
特
に

一
粒
万
倍
精
神
を
―

絶
対
の
正
義
で
あ
る

「宇
宙
の
秩
序
」
に
絶
対
の
信
頼
を
も
っ
て
い
る
こ

Ｌ
´
ヽ
。

自
分
を
守
る
た
め
に
ウ
ソ
を
絶
対
に
つ
か
な
い
。

精
密
性
を
も

つ
。

絶
対
に
、
き
ら
い
な
人
に
会

っ
た
こ
と
が
な
い
。
万
人
に
ほ
れ
込
ん
で
し

ま
す
つ
。

絶
対
に
人
を
疑
わ
な
い
。

解
脱
だ
の
、
愛
他
だ
の
い
う
精
神
を
絶
対
に
持
た
な
い
。

こ
の
世
の
最
大
の
、
最
高
の
タ
カ
ラ
と
し
て
、

「
生
命
」
の
意
義
を
発
見

し
、
見

つ
め
て
ゆ
く
。

細
小
、
極
微
の
も
の
に
、
最
大
、
最
高
の
も
の
―
宇
宙
の
秩
序
―
を
発
見

す
る
楽
し
み
と
喜
び
を
日
々
刻
々
味
わ
う
。

絶
対
に
は
た
ら
か
な
い
。
絶
対
に

「
生
命
」
時
間
を
金
で
売
ら
な
い
。

こ
の
絶
対
の
正
義
あ
そ
び
の
面
白
さ
を
、
す
べ
て
の
人
に
知
ら
せ
る
た
め

に
、　
一
生

一
つ
し
か
な
い
生
命
を

つ
ぎ
込
む
。

一
粒
万
倍
の
精
神
を
生
き

２一
こ
ＬＣ
。

（
『
健
康
の
七
大
条
件
』
４５
～
４８
）

＊

●
正
義
と
は
、
す
べ
て
の
人
に
幸
せ
な
自
由
な

一
生
を
保
証
す
る
、
く
も
り
な
き

本
能
の
判
断
力
だ
。

（
『
セ
カ
イ
セ
イ
フ
』
３４
号
、

「人
間
―
こ
の
唯

一
な
る
マ
コ
ト
」
）

＊

●
正
義
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
相
反
す
る
も
の
、
相
争
う
も
の
に
、
各
自
が
な
ぜ
相
反

す
る
か
を
教
え
、
相
反
し
、
対
立
す
る
こ
と
、
そ
れ
自
身
が

「無
限
」
を
忘
れ
て
、

「有
限
」
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
も
の

だ
。

（
『
コ
ン
パ
文
庫
５
』
３
）＊

●
こ
の
世
に
お
い
て
は
、
生
命
の
長
短
は
問
題
で
は
な
い
。
目
的
の
完
遂
が
問
題

だ
。
目
的
な
き
人
生
は
屁
の
よ
う
な
も
の
だ
。

（
『
永
遠
の
子
供
』
６６
）

＊

●
生
命
力
を
握

っ
た
も
の
は
、　
一
生

、
病
気
を
し
な
い
し

、
死
さ
え
も
快
感
を
と

も
な
う
。

（
『
セ
カ
イ
セ
イ
フ
』
１１
）＊

エ
ネ
ル
ギ
ー

●
生
命
現
象
と
は
陽
性
の
現
象
で
す
。
熱
力
学
的
、
勢
力
学
的
現
象
で
す
。
…
…

人
間
の
生
命
現
象
は
、
植
物
の
陰
性
を
陽
性
化

（動
物
化
）
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
動
物
化
を
助
け
る
の
が
調
理
で
あ
り
ま
す
。

（
『
新
し
い
栄
養
学
』
窃
じ＊

●
生
命
は
、
正
し
い
世
界
観
か
ら
見
れ
ば
、
宇
宙
の
秩
序
で
あ
り
、
秩
序
は
神
で

あ
り
、
食
物
は
こ
の
神
の
変
形
な
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
分
析
や
抽
象
は
無
意
味

な
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
食
事
の
作
法
に
ま
で
神
を
祭
る
秩
序
が
要
求
さ

れ
ま
す
。

（
『
「
未
開
人
」
の
精
神
と
日
本
精
神
』
曽
じ

＊

●
生
命
は
、
分
析
や
抽
象
で
は
絶
対
に
分
り

っ
こ
あ
り
ま
せ
ん
。
生
命
は
、
具
体

的
に
思
索
的
に
、
全
体
的
に
握
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
『
自
然
科
学
の
最
後
』
あ
り
～
あ
９

16 15    14 13 12 11
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屋
久
町
に
助
産
院
が
誕
生

平
成
三
年
三
月

一
日
、
屋
久
島
に
新
し
い
助
産

所
が
誕

生
し
ま
し
た
。
所
在
地
の
屋
久
町
高
平
は

島
の
南
東
に
位
置
し
、
冬
で
も
温
暖
な
土
地
で
す
。

新
し
い
助
産
所
の
名
称
は

「
天
然
村
助
産
院
」
。

助
産
婦
で
経
営
者
の
山
県
良
江
さ
ん

（本
名
＝

山
県
ミ
サ
オ

・
７４
歳
）
は
、
十

一
年
前
、
横
浜
か

ら
家
族
で
移
住
し
て
来
ま
し
た
。
自
然
な
農
業
に

よ
る
自
給
自
足
の
生
活
を
す
る
た
め
で
し
た
。

若
い
頃
か
ら
産
院
を
開
く
の
が
夢
だ
っ
た
山
県

さ
ん
は
、
四
年
前
、
助
産
婦
の
体
験
を
元
に

「聖

な
る
産
声
」
と
い
う
本
を
出
版
し
ま
し
た
。
若
い

女
性
に

″
母
性
の
自
覚
″
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
憂
え
、
現
代
の
出
産
方
法
に
疑
間
を
投
げ
か

け
て
、
ご
自
身
が
考
案
し
た

″
ヤ
マ
ガ
タ
式

・
自

然
な
お
産
″
を
世
に
問
う
も
の
で
し
た
。

山
県
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
す
。

「
本
来
、
お
産
は
昔
か
ら
何
処
の
国
で
も
同
じ

だ
と
思
い
ま
す
。
地
球
人
類
が
始
ま
っ
て
以
来
、

生
理
現
象
と
し
て
自
然
に
営
み
続
け
ら
れ
て
来
た

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
文
明
が
進
む
に
従
い
、
出

産
に
伴
う
危
険
を
さ
け
る
た
め
家
庭
分
娩
か
ら
病

院
分
娩
と
な
り
、
助
産
婦
の
手
を
離
れ
医
師
の
手

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
今
日
で
は
医
師
の
管
理
の
も
と
で
、
妊

婦
や
胎
児
の
都
合
で
は
な
く
、
医
師
の
都
合
に
合

せ
た
不
自
然
な
出
産
を
し
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」

こ
の
本
に
対
す
る
反

響
も
大
き
く
、
山
県
さ

ん
は
自
然
な
お
産
を
す
る
助
産
所
の
開
設
を
決
意

し
ま
し
た
。

で
は
、
具
体
的
に
自
然
な
お
産
と
は
？

「方
法
論
で
言
え
ば
立
ち
産

（座
産
を
含
む
）

で
す
。
自
由
な
姿
勢
で
産
痛
を
和
ら
げ
ま
す
。
出

産
が
追
っ
た
ら
妊
婦
が
最
も
楽
と
思
う
姿
勢
で
産

む
―
―

こ
れ
が
最
も
自
然
な
方
法
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
現
代
の
お
産
方
法
は
分
娩
台
に
手
足

を
拘
束
さ
れ
、
し
か
も
衆
人
環
視
の
中
で
、
ス
タ

イ
ル
は
肥

ボ
ざ

∴
賛

職
に
言
え
ば
死し
川
が
に

乗
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
に
麻
酔
を
打
っ

た
り
、
注
射
を
し
た
り
。
こ
れ
は
赤
ち
ゃ
ん
に
悪

影

響
が
な
い
と
は
言
え
な
い
で
し
ま
つ
」

天
然
村
助
産
院
で
の
日
常
生
活
は
？

「毎
日
、
お
掃
除
と
台
所
を
し
て
頂
き
ま
す
。

天
気
の
良

い
日
は
畑
仕
事

（自
由
で
す
）
、
雨
の

日
は
読
書
。
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
良
い
音
楽
を
聞

い
た
り
、
話
し
合
い
も
し
ま
す
。
夜
は
日
記
を
書

い
て
頂
き
ま
す
。
こ
う
し
て
毎
日
を
明
る
く
楽
し

い
想
念
で
過
ご
す
と
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
と

の
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

日
中
よ
く
体
を
動
か
す
こ
と
は
安
産
の
ポ
イ
ン
ト

の

一
つ
。
屋
久
島
の
自
然
の
散
策
も
し
ま
す
」

安
産
の
ポ
イ
ン
ト
に
は
正
し
い
食
事
も
あ
る
と

の
こ
と
で
す
が
？

「妊
娠
中
の
食
生
活
は
、
お
産
だ
け
で
な
く
赤

ち
ゃ
ん
の
体
質
や
性
格
に
も
大
変
影

響
を
与
え

ま
す
。
天
然
村
助
産
院
で
は
玄
米
を
主
食
に
野
菜

・
海
藻
等
を
副
食
と
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

自
然
食
料
理
で
す
。
そ
の
食
材
も
約
七
反
の
田
畑

で
無
農
薬

・
無
化
学
肥
料
で
作
っ
て
い
ま
す
」

お
産
に
対
す
る
心
が
ま
え
と
し
て
は
■

「
お
産
は
本
来
医
者
よ
り
も
女
性
自
身
が
知
っ

て
い
る
は
ず
で
す
。
今
は
、
痛
み
や
不
安
ば
か
り

が
先
立

っ
て
、
新
し
い
生
命
誕

生
を
迎
え
る
ワ

ク
ワ
ク
し
た
喜
び
が
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
も

思
え
ま
す
。
天
然
自
然
の
な
か
で
、
お
腹
の
中
の

赤
ち
ゃ
ん
と
コ
ン
タ
ク
ト
し
な
が
ら
、
自
然
に
来

る
産
痛
を
乗
り
越
え
る
時
、
お
産
は
神
の
儀
式
で

あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。
産
み
に
不
思
議
な
力
が
湧

い
て
来
ま
す
。
精
神

（心
）
が
生
き
生
き
と
燃
え

た
っ
た
至
高
の
世
界
に
息
づ
き
な
が
ら
、
聖
な
る

産
ぶ
声
が
聞
え
て
参
り
ま
す
。
二
十

一
世
紀
の
日

本
と
世
界
を
担
う
の
は
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
魂
達
で
す
。
胎
児
を

一
個
の
人
格
あ
る
存
在
と

し
て
接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

な
お
、
天
然
村
に
は
宿

泊
施
設

（ベ
ン
シ
ョ
ン

天
然
村
）
も
併
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
付
き
添
い

の
方
も
滞
在
で
き
ま
す
。
七
十
四
歳
に
し
て
助
産

所
を
開
設
さ
れ
た
山
県
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
素
晴
ら

し
い
赤
ち
ゃ
ん
を
た
く
さ
ん
取
り
上
げ
て
下
さ
い
。

天然村助産院
助産婦山県良江件ミサオ)

809974(7)2841,(7)2018
所在地 0891-44鹿児島県熊毛郡屋久町麦生335(高平 )
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▲色づいたブナ林の道 ▲憩いのひととき

▲ミズバショウの群落 ▲今回の特別分譲地

100万坪の大自然の中に囲まれた自然食愛好家の皆さんへの、きわめつけの別荘地 (永住

も可)分譲のお知らせ
南面、日当たり最高、絶景の丘陵地。1区画200坪 (農園地続き)10区画限定分譲 .4′
新年号でお知らせした分譲地はすべて完売になりました。有難うございました。汚染さ

れていない大地は、ますます貴重な存在になりました。分譲可能な区画も年々少なくな

ります。
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め自然の生態系が保たれた温泉保養地
ヽレカー施設はあり勲抗カミ静 な自然でもヽっぱtで魂

馴騰
坪
一一一万
～
一五
万
ま
で
赫線れ静レ赫積鹸書
．禅融輸雌赫素泉）

完
全
無
農
事
の
別
天
地

（地
震
災
書
の
少
な
い
）

概要 矢の沢ファミリークラブは、所有地  5.
約 300ヘ クタール (約 100万坪)の大

自然の中に昭和47年度より日本一の  6.
長寿村建設を目指して無農薬による

食糧品の生産をはじめとする独特の  7.
リゾー ト造りを進めております。   8.
現在の会員数は自然を愛する人達の

みで約 280人 に達 しております。

位置 山形県東置賜郡川西町大字玉庭長者  9.
γ尺6550

交通 米沢駅より車30分、羽前小松駅18分
施設 電話、電気、水道、テニスコート
管理ハウス (食堂、宿泊施設)農園

く特  長〉
1.サ ンマリーナ玉庭スキー場へ15分。
2.ミ ニ山岳登山コースあり 標高 600m
の頂上には、見晴台と芝生庭園造成中

3.自然を大切にし、理解し、自然の恩恵
を享受出来る人達のみの保養地です。

4.500家族の限定分譲、国土法による大規
模開発に関する山形県別荘分譲許可第

1号 川西町公認唯一の高原保養地。

水バショウ、カタクリ、ヒメシャガな

どの高山植物保護区域

汚染された水が一滴も入らない安全な

丘陵地帯です。

農園を持つことが出来ます。

オーサワジャパンの指定農場 (水田 3

ヘクタール、畑 2ヘ クタール)あ り現
在規模拡大中です。

500家族全員が自給自足出来る農場造

りと無農薬による食料品の生産を行っ

ております。

10.供給先/オ ーサワジャパン欄=米、カ
ボチャ、玄米ぽんせん、鯉こく、ジャ

ム 欄紀ノ国屋=じ ゅんさい曝詰
11.山菜、茸の宝庫です。会員の方なら自

由に採取出来ます。

12.各種スポーツ施設 (テニスコート、プ
ール)陶芸村などの施設を充実し、また

研究所を開設し、文化的、芸術的な限り

ない人生のうるおいを求めています。

13.温泉開設と同時に将来は温泉療法、温
室、園芸栽培を考慮中です。

※こんなに近くなりました。東京二型型福島三型二米沢二些L矢の沢
平成 4年、福島一――山形ミニ新幹線完成。

※「矢の沢フアミリークラブ通信だより」より

1.赤い屋根のすてきな別荘が完成しました。 (篠田さん所有)6軒目
2.「 自由な心でのびのび生きたいな」ともうひとつの字宙観 (感)も う一つの生命観
(感 )を求めて、穀物菜食の実践 。研究者 大谷ゆみこさん(『風 Fu』 経営者)が 7
月より定住されました。 7軒目。

く問合せ先〉〒999-03山形県東置賜郡川西町大字玉庭3994 80238・ 48・ 2509

ダイヤモンド食品工業株式会社 矢の沢フアミリークラブ  FAX 0238・ 48・ 2007

▲田んぼ ▲レンコン畑
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●

５

月

１１

日

（
土

）
月

例

会

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
、　
エ
ド
ガ
ー

。
ケ
ー

シ
ー
な
ど
の
予
言
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
最
近

の
話
題

講
師
／
大
森
英
桜
先
生

会
費
／

一
般

・
誌
友

３
０
９
０
円

正
会
員

・
法
人
会
員

２
５
７
５
円

会
場
／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
本
部
２
Ｆ

時
間
／
午
後
６
時
～
８
時

（
時
間
変
更

し
ま
し
た
）

（
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
）

4ヽ 麦 タンパ ク佃煮

セイ
ー
タン

精雄物性薇白・伝流の純正食品
| | ビン入  180g  ¥390
11 袋 1入  100o  ¥390

l■l純正食品マルシマ
じ 722 尾道市新浜 1-6-21  80848・ 22・ 2506

価格改定

桜沢如一著

876Fヨ 本 体 850円
消費税  26円

送 料 210円

日本CI協会

『永遠の少年』

美術 印刷 一般
製 造

販 売

lR堤5基経 覇にr_l ittL
代表 取締 役  野 ヶ 山 量 尉 知

東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒111
日目言舌   コに1=  ( 3 8 6 2 ) ftヨ 辱 1  6 2 7 ～ 9 署『

半断食 “宿便とり"

熱海温泉道場
大森英桜、牧内泰道先生直接指導 ……海砂もぐり、森林浴、温泉に、自然の中の広大なる“気

が一杯"の総桧造りのスバラシイ道場で、経験あるベテランスタッフでの親身な奉仕で “人

生もう一度飛び出そう
"し てみませんか。●まず毎月 1～ 8日 の研修合宿に来て下さい。

指導者養成コース

無料進呈中『宿便と

●道場をやりたい人 (自 宅を支部道場として経営可 )

●根本的に体質改善をして自立 したい人

り』 リーブル出版 Y850 返信切手 210円同封し申し込み下さい。

篤 警議あ 財 団法 人 修 学 協 会
温泉道場 私 キ1時山鵬28055700コ釧
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●
ど
，
Ｎ
Ｌ
８
一
１
９
７
信

あ

ゝ
、
人
生
と
は
ナ
ン
ト
云
う
楽
し
い
モ
ノ
だ
＝

私
は
ツ
イ
ニ
発
見
し
た
！
　
５０
年
間
も
と
め
に
も
と
め
、
さ
が
し
に
さ
が
し
て
発
見

し
な
か

っ
た
モ
ノ
を
Ⅲ
　
そ
れ
は

一
人

の
女
性
で
あ
る
。
理
想
の
女
性
で
あ
る
。
愛
を

も

っ
て
い
る
女
性
で
あ
る
。
永
遠
の
女
性
で
あ
る
。
こ
れ
が
ホ
ン
ト
ー
の
女
性
だ
。
こ

れ
以
外
の
女
は
女
で
は
な
い
。
美
し
き
Ｔ
よ
、
ヤ
サ
シ
キ
Ｂ
よ
、
無
知

ソ
ノ
モ
ノ
の
如

き
Ｌ
よ
、
純
情
そ
の
モ
ノ
如
き
Ｃ
よ
、
貞
操
の
見
本
の
様
な
Ｍ
よ
、
全
く
人
情
の
キ
ビ

を
知
ら
な
い
で
も
二
人
の
子
を
生
ん
だ
Ｓ
よ
、
ド
レ
イ
の
如
き
Ｒ
よ
、

「命
を
か
け
て

愛
し
ま
す
」
と
云
い
な
が
ら
三
年
も
た

ゝ
ぬ
間
に
そ
の
男
を
あ
き
ら
め
た
Ａ
よ
、
自
分

の
子
だ
け
を
守
り
ぬ
い
て
二
十
年
、
未
亡
人
生
活
を
し
た
Ｓ
夫
人
よ
、
オ
ヨ
ソ
幸
せ
で

自
由
で
な
い
娘
た
ち
よ
、
君
た
ち
は
ミ
ナ
真
実
の
愛
も
知
ら
な
い
女
な
ん
だ
。
イ
ヤ
女

性
で
は
な
い
の
だ
。
イ
ヤ
人
間
で
な
い
ん
だ
＝
　
人
間
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
ア
ラ
ユ
ル
不

自
由
人

（
カ
ケ
ナ
イ
ジ
ン
、
ハ
ナ
セ
ナ
イ
ジ
ン
）
よ
ヽ
君
た
ち
は
マ
ダ
人
間
で
は
な
い

の
だ
―
・

こ
の
人
を
見
よ
。
新
宿
の
中
村
屋
の
未
亡
人
、
志
士
ボ
ー
ス
の
義
母
、
相
馬
黒
光
女

史

（７８
才
）
Щ
　
こ
れ
が
女
性
と
云
う
モ
ノ
だ
。
こ
れ
こ
そ
人
間
と
云
う
モ
ノ
だ
。
こ

れ
が
愛
と
云
う
モ
ノ
だ
。
毎
日
人
の
情
け
や
金
や
サ
ラ
リ
ー
で
生
き
て
い
る
人
々
、
マ

チ
ガ
イ
ば
か
り
し
て
い
る
Ｅ
の
様
な
世
に
も
ア
ワ
レ
ナ
娘
―

７８
に
な

っ
て
も
、
こ
の
ヤ
サ
シ
イ
、
美
し
い
、
桜
吹
雪
の
様
な
、
気
高
さ
、
床
し
さ
、

頼
も
し
さ
、
世
に
も
ま
れ
な
宝
玉
の
様
な
、
１６
娘
の
様
な
柔
肌
を
も

っ
た
、
世
界
中
の

人
に
愛
さ
れ
る
人
が
ホ
ン
ト
ー
ノ
女
性
と
云
う
モ
ノ
だ
と
私
は
断
言
す
る
。
と
し
た
ら
、

ま
だ
３０
に
も
な
ら
な
い
の
に
エ
ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
よ
り
も
気
味
の
ワ
ル
イ
、
サ
メ
肌
の
、

８０
の
老
人
よ
り
も
キ
タ
ナ
イ
死
ア
ザ
の
ポ

ツ
あ
る
Ｅ
の
様
な
娘
は
ホ
ン
ト
ー
の
女
性
で

は
な
い
の
だ
。
生
理
的
に
９０
才
位
の
半
ミ
イ
ラ
だ
。
英
語
は
知

っ
て
い
て
も
恋
を
か
た

る
国
語
を
知
ら
ず
、
日
本
語
も
相
当
し

ゃ
べ
る
の
に
愛
の
通
信
が
か
け
な
い
の
は
全
く

女
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
だ
＝
　
ロ
ボ
ツ
ト
だ
Ⅲ
　
あ

ゝ
そ
ん
な
娘
を
抱
く
男
が
あ

る
だ
ろ
う
か
？
　
あ
る
と
し
た
ら
コ
レ
ま
た
男
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
か
、
種
牛
だ
。

ド
ン
ナ
男
だ

っ
て
女
性
に
対
す
る
要
求
だ
け
は
も

っ
て
い
る
。
ツ
マ
リ
、
か
く
の
如
き

女
性
を
求
め
る
の
だ
。
だ
か
ら
マ
チ
ガ
イ
で
、
君
た
ち
の
様
な
女
性
に
ふ
れ
た
ら
、
キ

ッ
ト
悲
劇
だ
。
君
た
ち
が
小
サ
ナ
悲
劇
を
も

っ
て
い
る
な
ら
、
君
は
女
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ

■『GOレター』特男1掲載『世界無銭武者旅行』

-13-
桜 沢 如 一

1953年 10月 、桜沢先生はリマ夫人とともに世界 PU革命の地下工作のために第 1期
5カ 年の旅に立たれました。本誌1989年 1月 号から1990年 3月 号まで連載 した桜沢

如―先生の通信集『最大のわが冒険』は、その「 アフ リカ編」です。初めの「イン

ド編」第 1信から85信 までは、本誌 1972年 10月 号から1973年 78月 合併号に掲載 しま

した。 〔この分は改めて印刷発行することにします〕1990年 4月 号から、その続き

を「イン ド編」〔続〕として第91信から連載 します。なお、「 GOレ ター」の一部は
1957年 に日本 CIよ り『世界無銭武者旅行』として刊行 されました。通信の内容で
ごく個人的な問題の場合は省略 して掲載 します。 〔編集部〕
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ユ
タ
イ
ン
の
正
体
を

マ
ダ
見
破
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
或
は
ホ
ン
ト
ー
ニ
愛
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
だ
。
大
き
な
悲
劇
の
主
人
公
で
な
い
の
は
、
清
盛
の
僧
衣
で
フ
ラ
ン
ケ
ン

シ
ユ
タ
イ
ン
性
を
か
く
し
て
い
る
か
ら
だ
。
大
き
な
悲
劇
の
主
人
公
に
な
ら
な
け
れ
ば

人
は
不
完
全
の
義
を

、
未
完
成
の
徳
を
知
る
コ
ト
は
で
き
な
い
。
大
き
な
ノ
ヽ
悲
劇
の

主
人
公
の
役
を
完
全
に
演
出
し
て
舞
台
で
血
ま
み
れ
に
な

っ
て
斃
れ
て
青
ざ
め
て
死
ん

で
か
ら
、
絶
讃
の
声
が
起
る
の
だ
。
そ
の
時
、
Ｐ
Ｕ
を
も

っ
て
い
る
と

ソ
レ
が
永
遠
の

絶
讃
に
な
る
の
だ
。
私
は
黒
光
さ
ん
の

「
黙
移
」
の
中
に
１６
娘
の
柔
肌
に
ふ
れ
、
ツ
イ

ニ
、
十
時
か
ら
二
時
ま
で
か
ゝ
っ
て
よ
み
上
げ
た
。
私
は
こ
の
本
を
私
の
知

っ
て
い
る

ス
ベ
テ
ノ
不
幸
な
女
性

（
ソ
レ
よ
り
外
に
い
な
い
の
だ
が
）
に
必
読
の
書
と
し
て
す

ゝ

め
る
。
こ
の
忙
し
い
６‐
翁
が
こ
れ
だ
け
熱
情
を
こ
め
て
手
紙
を
か
い
て
も
、
ス
グ
こ
の
本
を

注
文
し
な
い
人
も
イ
ク
ラ
か
あ
る
。
全
く
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
だ
。
タ
マ
シ
イ
が

こ
わ
れ
て
い
る
か
、
入

っ
て
い
な
い
の
だ
。

私
が
日
本
に
い
た
頃
―
―
自
分
の
コ
ト
ば
か
り
で
私
の
時
間
を
さ
い
た
Ｓ
の
様
な
女

性
が
そ
の
見
本
だ
。
私
に
毒
舌
を
ふ
る
わ
せ
る
、
と
云
う
犯
罪
の
カ
タ

マ
リ
で
あ
り
な

が
ら
、
旅
に
出
た
私
に

一
本
の
通
信
も
よ
こ
さ
な
い
杉
山
夫
人
も
だ
。
結
婚
祝
い
を
も

ら

つ
て
も
夫
に
代
筆
さ
せ
て
断
乎
と
し
て
新
婚
以
来

一
回
も
通
信
を
し
な
い
頼
子
も
だ
。

私
の
皿
本
に
近
い
通
信
、
五
百
枚
以
上
の
原
稿
に
対
し
て

一
回
も
感
想
も
か
け
な
い
光

代
も
だ
。
ミ
ー
ン
ナ
君
た
ち
は
マ
ダ
ノ
ヽ

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
性
を
か
く
し
て
い

る
か
、
知
ら
な
い
か
な
ん
だ
。
こ
ゝ
に
ホ
ン
ト
ー
ノ
女
性
、
人
生
の
温
か
さ
、
真
実
の

光
、
真
剣
の
剣
、
愛
と
云
う
モ
ノ
を
も

っ
て
い
る
人
、
最
も
人
間
ら
し
さ
を
多
く
も

っ

て
い
る
人
の
自
叙
伝
が
あ
る
。
こ
れ
を
よ
ん
で
、
さ
て
Ｐ
Ｕ
の
高
い
霊
峰
を
あ
ら
た
め

て
仰
い
で
見
よ
。
こ
の
境
地
が
最
高
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
第
二
判
断
力
の
世
界

な
ん
だ
。
真
実
の
人
間
は
こ
れ
か
ら
第
四
、
第
五
、
六
を
突
破
し
て
第
七
の
宇
宙
判
断

力
の
無
限
界
に
入
る
の
だ
。
第
四
が
ヨ
ロ
コ
ビ
の
世
界
だ
。
君
た
ち
は
朝
か
ら
晩
ま
で

ヨ
ロ
コ
ビ
に
充
さ
れ
て
い
る
。
充
さ
れ
て
い
る
と
思

っ
て
い
て
も
事
実
の
ソ
ノ
よ
ろ
こ

び
は
間
々
潰
れ
る
。
そ
ん
な
の
は
真
の
ヨ
ロ
コ
ビ

（第
四
判
断
力
）
で
は
な
く
、
第
二

の
感
覚
の
ヨ
ロ
コ
ビ
で
あ
る
。
そ
れ
は
直
ち
に
苦
し
み
に
変
る
モ
ノ
で
あ
る
。
黒
光
さ

ん
は
８０
に
近
く
な

っ
て
い
な
が
ら
時
折
自
分
の
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
性
を
ソ
ッ
と

の
ぞ
い
て
嘆
息
を
も
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
が
君
た
ち
に
は
分
る
ま
い
。
８０
に
な

っ
た
ら

分
る
。
さ
あ
ス
グ
こ
の
本
を
か
っ
て
、
よ
ん
で
通
信
を
送
れ
―
　
フ
ー
カ
ン
ハ
ガ
キ
で

４５
だ
！

　

〔欄
外
〕
く
ｏ
ｘ
こ
の
本
を
千
冊
以
上
売

っ
て
見
ろ
！
　
Ｏ
Ｋ
と
君
は
云
う
だ

ろ
う
。
私
は
ソ
レ
だ
か
ら
君
に
望
む
の
だ
―

●
＞
０
「
・
い
∞
・
」∞
ｕ
ト　
ー
・
Ｏ
Ｊ
Ｏ
ｏ
后
』

①
研
究
生
大
募
集

〔略
〕

⑥
東
洋
Ｐ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｉ
志
願
者
は
①
正
食
が
す
き
で
ノ
ヽ
た
ま
ら
な
い
、
②
邪
食
大
食
は

見
る
も
イ
ヤ
だ
、
③
朝
オ
キ
絶
対
何
人
に
も
ま
け
な
い
、
④
冬
中
家
で
タ
ビ
、
ク
ツ
下

を
は
か
な
か

っ
た
、
⑤
Ｐ
Ｕ
ク
ラ
ッ
ク
で
３０
の
○
か
１０
の
◎
か
５
の
◎
を
少
く
と
も
と

っ
た
コ
ト
が
あ
る
、
⑥
通
信
が
す
き
で

「
足
長
オ
ジ
サ
ン
」
物
語
の
作
者
の
名
を
忘
れ

な
い
モ
ノ
、
０
シ
ュ
リ
ー

マ
ン
少
年
の
夢
を
も
つ
モ
ノ
、
ツ
マ
リ
Ｍ
Ｉ
の
サ
ダ
メ
を
守

る
の
が
ス
キ
で
お
も
し
ろ
く
て
た
ま
ら
な
い
青
年
か
娘
、
平
和
運
動
で
Ｗ
Ｇ
や
Ｔ
Ｌ
運

動
で
実
際
何
か
役
に
立

つ
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
る
モ
ノ
、
成
績
の
見
ら
れ
る
ホ
ド
の
モ

ノ

（朝
の
集
い
に
お
く
れ
る
モ
ノ
、
歌
に
出
な
い
モ
ノ
は
モ
チ
ロ
ン
だ
め
）
。

食
事
や
掃
除
に
共
同
連
帯
観
、
統

一
一
体
観
を
現
在
よ
く
現
わ
し
て
い
る
の
は
ダ
レ

か
リ
ス
ト
送
れ
。

（何
故
こ
の
ご
ろ
毎
日
の
日
記
通
信
を
し
な
い
の
か
、
起
床
五
時
何

名

（残
何
名
）
、
歌
出
席
何
名
、‥
…
。食
事
オ
ク
レ
何
名
…
…
）
共
同
生
活
を
強
化
す
る

人
々
の
名
を
示
せ
。
五
回
以
上
、
共
同
生
活
戦
線
を
乱
し
た
モ
ノ
は
ス
グ
自
ら
退
会
せ

よ
。
何
年
い
て
も
損
に
な
る
だ
け
だ
か
ら
、
重
ね
て
忠
告
す
。

研
究
生
募
集
を
ド
ン
ノ
ヽ
毎
号
①
に
か
け
。
右
の
如
き
Ｍ
Ｉ
の
条
件
が
や
り
た
く
て

た
ま
ら
な
い
モ
ノ
を
ド
シ
ノ
ヽ
入
れ
よ
ｏ
そ
し
て
ナ
マ
ク
ラ
を
逃
げ
出
さ
せ
た
ら
い
ゝ

―
―

ス
グ
実
行
せ
よ
。
こ
ち
ら
で
モ
ー
何
百
人
で
も
入
れ
ら
れ
る
事
に
な

っ
た
の
に
、

人
が
足
り
な
い
の
で
は
、
惜
し
い
。

●
研
究
生
の
特
典

見
習
い
キ
間
　
一一一ケ
月
間
三
千
五
百
円
。
三
ケ
月
日
に
検
定
の
上
、
以
後
研
究
生
と

し
て
全
免
、
半
免
。

（不
良
は
ミ
ナ
追
放
す
る
）
特
別
事
情
あ
れ
ば
初
め
の
三
千
五
百

円
を
千
五
百
円
と
す
る
こ
と
あ
り
。
六
ケ
月
後
よ
り
良
好
な
る
モ
ノ
は
研
究
ヒ
を
与
え

る
。
そ
の
中
優
秀
な
る
モ
ノ
を
す
ぐ
海
外
に
出
す
。
新
旧
共
ミ
ナ
競
争
さ
せ
る
。
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右
理
事
会
で
承
認
を
求
め
て
発
表
の
こ
と
。

右
は
Ｕ
Ｐ
Ｉ
の
た
め
の
新
規
定
。

Ｖ
、
右
、
募
集
広
告
を
作
成
し
次
号
に
出
せ
①
。

（女
子
を
七
、
男
子
三
の
割
）
。

名
文
を
か
け
。

橋
本
教
授
の
三
十
年

一
日
の
如
き
旧
説
を
き
い
て
ナ
ゼ
、
膝
ズ
メ
談
判
を
対
決
し
て

こ
な
い
ん
だ
。
ヒ
ハ
ン
と
は
陰
日
の
コ
ト
で
は
な
い
よ
、
正
義
の
刃
を
大
上
段
に
か
ま

え
る
事
だ
。
自
ら
が
過

っ
て
い
れ
ば

一
刀
の
下
に
き
り
殺
さ
れ
る
の
だ
。
そ
の
場
数
を

ふ
ま
な
い
と
△
の
国
え
来
た
時
に
タ
チ
マ
チ
だ
め
に
な
る
。

〔略
〕

●
ど
，
日
Ｌ
Ｓ
ト
ー
９
９
信

③
５４
に
つ
い
て

〔欄
外
〕
愛
を
知
ら
ぬ
モ
ノ
よ
。

①
体
裁
は
よ
ろ
し
い
、
し
か
し
誤
植
と
不
注
意
に
至
っ
て
は
戦
慄
す
る
。
ム
チ
ャ
ク
チ

ャ
で
あ
る
。
リ
ュ
マ
デ
ル
マ
と
は
何
ダ
？
　

「塩
六
ゴ

マ
四
」
と
は
何
事
か
？
　
人
を

殺
す
モ
ノ
だ
。
道
田
と
は
ダ
レ
か
、
新
人
は
紹
介
を
要
す
る
。
紹
介
は
親
切
を
第

一
と

す
る
。

「筆
者
は
医
学
士
」
で
は
冷
血
動
物
だ
。

〔略
〕
丸
山
兄
の
モ
ノ
、
も
少
し
医

学
的
な
モ
ノ
、
又
は
大
き
な
意
義
の
あ
る
モ
ノ
を
要
求
す
る
。

〔略
〕

④
東
洋
無
双
原
理
講
究
所
に
つ
い
て

こ
の
大

ニ
ュ
ー
ス
に
、
う
て
ば
ひ
ゞ
く
底
の
応
答
が
な
い
の
は
何
と
云
う
底
調
な
Ｍ

Ｉ
だ
ろ
う
―
　
今
更
ら
舌
を
ま
い
て
、
リ
マ
と
二
人
で
ハ
ギ
シ
リ
ｏ
ス
グ

一
時
間
以
内

に
参
加
者
リ
ス
ト
を
送
れ
。

〔略
〕
Ｕ
Ｐ
Ｉ
は
世
界
の
中
心
で
あ
る
。
東
洋
原
理
が
五

千
年
の
歴
史
の
あ
る
カ
ル
カ
ツ
タ
に
創
設
さ
れ
る
事
は
何
と
云
う
深
い
意
ギ
の
あ
る
事

だ
ろ
う
。

〔略
〕
北
大
教
授
の
Ｄｒ
Ｐ
の
友
、
室
大
の
北
村
な
ど

一
流
の
Ｐ
Ｕ
科
学
者
の

参
加
を
切
望
す
る
。
こ
の
国
際
的
な
世
界
最
初
の
Ｕ
Ｐ
Ｉ
の
創
設
に

一
生
を
投
げ
出
す

士
を
求
め
る
小
生
の
心
根
を
ハ
ッ
キ
リ
伝
え
よ
。
チ
タ
ラ
ン
ギ
ヤ
氏
は
千
億
円
位
に
す

る
ツ
モ
リ
ら
し
い
が
、
私
は
第

一
期
予
算
を

一
五
五
九
、
四
〇
〇
Ｒ
に
止
め
た
。
し
か

も
そ
の
大
部
分
を

一
年
半
で
回
収
す
る
予
算
だ
。

（四
千
四
百
八
十
万
円
の
予
算
）
。

一
千
億
円
位
の
仕
事
に
す
る
に
は
、
Ｐ
Ｕ
科
学
者
３０
人
の
協
力
を
要
す
る
。
今
日
ド
ー

ガ
氏
と
チ
タ
ラ
ン
ギ
ヤ
氏
の
承
諾
を
え
て
、
財
団
に
提
出
す
る
ツ
モ
リ
だ
が
、
こ
の
予

算
の
独
立
性
を
見
よ
。　
一
年
半
で
四
四

一
、
○
○
○
を
回
収
す
る
と
云
う
計
画
の
大
胆

≒
投
な
賄
輛
¨
種
獣
静
牡
摯
蜘
に
は
押
『
鍛
わ
鋤
軽
い
鋪
呻
腱
崚
哩
醐
村
粥
鋼
電
¨
硼

を
私
は
敢
行
す
る
。
そ
こ
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
征
服
以
上
の
モ
ノ
が
あ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
征
服
が

二
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
の

一
人
が
土
人
テ
ン
シ
ン
で
あ

つ
た
コ
ト
を
憶
え
Ｉ
　
Ｕ

Ｐ
Ｉ
も
半
数
は
土
人

（土
の
人
）
か
ら
編
成
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
テ
ン
シ
ン
は
各
国
か
ら

ク
ン
章
や
賞
を
送
ら
れ
、
イ
ン
ド
連
邦
か
ら
は
ク
ン
章
の
外
に
学
校
や
研
究
所
ま
で
立

て
ゝ
も
ら
つ
て
い
る
。
当
地
で
先
日

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
征
服
」
の
初
日
に
は
デ
ン
シ
ン
が
顔

を
見
せ
る
と
云
う
の
で
数
万
の
人
出
で
あ

っ
た
と
新
聞
は
報
じ
て
い
る
。
ラ
イ
ト
ハ
ウ

ス
座
は
連
日
満
員
売
切
れ
で
あ
る
。

Ｕ
Ｐ
Ｉ
に
は
ソ
ン
ナ
大
衆
性
は
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
永
遠‥
性
が
あ
る
。
こ
の
Ｕ
Ｐ
Ｉ

登
ハ
ン
部
隊
を
私
は
百
人
の
永
遠
の
少
年
、
竹
の
子
た
ち
で
作
り
上
げ
て
見
せ
た
い
。

こ
の
心
を
ハ
ッ
キ
リ
、
早
く
全
会
員
に
伝
え
よ
ｏ
滞
在
五
カ
月
で
こ
の
痛
快
な
ビ
ッ
ク

・
ヒ
ッ
ト
を
出
す
事
が
で
き
た
の
は
全
く
ユ
メ
の
様
だ
。
毎
日
私
と
リ
マ
は
感
激
の
ア

ケ
ク
レ
を
送

っ
て
い
る
。

一
層
の
精
進
を
相
互
に
誓
い
交
わ
し
つ
ゝ
、
こ
の
感
激
の
ア

ケ
ク
レ
を
、
こ
の
偉
大
な
ヨ
ロ
コ
ビ
を
第
五
、
第
六
の
天

（判
断
力
）
か
ら
眺
め
る
人

は
幸
せ
な
る
か
な
。
第
二
や
第
二
の
判
断
力
の
世
界
か
ら
は
雲
が
か
ゝ
っ
て
見
る
事
も

出
来
な
い
。
こ
の
テ
ン
シ
ン
以
上
の
ヨ
ロ
コ
ビ
を
私
た
ち
と
分
つ
モ
ノ
は
ダ
レ
か
？

十
三
日
に
な
る
の
に
マ
ダ

一
人
も
出
て
こ
な
い
Ⅲ
　
ワ
ズ
カ
十
五
時
里
の
日
本
に
い
て

ボ
ャ
ノ
ヽ
し
て
い
る
と
２５
時
里

（地
球
の
反
対
側
）
の
ダ
レ
か
に
先
を
こ
さ
れ
る
ゾ
Ⅲ

旅
券
入
手
さ
え
不
可
能
に
近
い
今
日
、
Ｈ
Ｂ
死
の
灰
の
中
で
所
詮
死
な
ね
ば
な
ら
な

い
人
々
の
中
か
ら
、
水ヽ
遠
の
処
女
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
国
に
き
て
世
界
最
古
の
文
明
の
源
泉
を

探
り
つ
ゝ
、
再
び
永
遠
の
王
国
を
建
設
す
る
ヨ
ロ
コ
ビ
を
味
う
モ
ノ
の
仲
間
に
な
れ
る

と
云
う
光
栄
を
ダ
レ
が
指
を
く
わ
え
て
見
て
い
る
の
か
？

ダ
レ
で
も
い
ゝ
ん
だ
。
人
間
な
ら
ダ
レ
で
も
良
し
い
。
自
由
人
な
ら
ス
グ
出
て
来
い
。

不
自
由
人
で
も
真
剣
に
と

っ
く
ん
で
自
由
め
ざ
し
て
血
み
ど
ろ
の
戦
い
を
し
て
い
る
も

の
な
ら
よ
あ
ｔ
い
。
早
く
ギ
ャ
ラ
ン
テ
イ
を
送
れ
る
様
に
し
ろ
。
こ
れ
を
お
く
ら
せ
る

モ
ノ
に
は
児
誼
が
ふ
っ
て
く
る
。
ソ
ン
ナ
手
合
は
モ
ー
永
久
に
自
由
人
に
は
な
れ
な
い
。

十
年
以
内
に
イ
ン
ド
の
日
本
人
は
何
万
人
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

（今
中
国
人
は
十
万
人

位
と
云
わ
れ
る
）
そ
の
中
で
真
に
こ
の
全
人
類
の
文
明
の
母
国
に
帰

っ
た
ヨ
ロ
コ
ビ
を
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シ
ミ
ハ
ヽ
味
う
モ
ノ
は
Ｕ
Ｐ
Ｉ
の
百
人
位
だ
ろ
う
。
湯
川
級
の
青
年
、
ミ
チ
オ
級
、
ア

チ
ャ
リ
ヤ
級
の
純
真
な
青
年
を
百
人
ほ
し
い
。
イ
ン
ド
で
百
人
位
楽
に
招
く
事
の
出
来

る
様
に
な

っ
た
の
は
全
く
天
祐
即
ち
Ｐ
Ｕ
の
オ
カ
ゲ
だ
。
し
か
も
こ
の
百
人
は
少
な
く

と
も
百
万
人
に
あ
た
る
の
だ
。
こ
の
男
性
的
な

一
大

フ
ラ
イ
パ
ン
の
砿
野
を
征
服
す
る

青
年
よ
、
私
は
君
た
ち
の
為
に
命
を
か
け
て
こ
ゝ
ま
で
や

っ
て
き
た
。
そ
し
て
自
ら
満

足
し
て
い
る
。
し
か
も
ア
フ
リ
カ
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
、
北
欧
で
、
南
北
米
国
で
サ
ラ
ニ

大
き
な
世
界
が
、
君
た
ち
の
Ｕ
Ｐ
Ｉ
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
す
る
日
を
待

っ
て
い
る
の
だ
。

●
ぼ
い
お
Ｌ
８
卜
２
０
０
信

イ
ン
ド
の
太
陽

―
―
五
カ
月
日
の
雨
―
―
イ
ン
ド
の
人
間
地
理
学

昨
年
の
十

一
月
十

一
日
に
つ
い
て
か
ら
丸
五
カ
月
、
雨
を
見
た
コ
ト
が
な
か

っ
た
。

四
月
に
入

っ
て
か
ら
毎
日
９０
、
９５
度
と
云
う
ア
ツ
サ
。
ト
テ
モ
帽
子
ナ
シ
で
は
外
出

で
き
な
い
。
し
か
し

コ
チ
ラ
の
人
は
ケ
ッ
シ
テ
帽
子
を
か
ぶ
ら
な
い
。
女
も
子
供
も
平

気
だ
。
西
洋
人
の
女
性
で
も
カ
サ
を
も

っ
て
い
る
の
は
百
人
に

一
人
も
な
い
。
カ
レ
ラ

に
負
け
て
は
い
れ
な
い
、
と
云
う
の
で
私
は
ガ

マ
ン
し
て
歩
い
て
見
た
。
モ
チ
ロ
ン
、

二
、
三
町
も
あ
る
け
ば
電
車
や
バ
ス
に
の
れ
る
。
し
か
し
そ
の

一
丁
が
ナ
カ
／
ヽ
大
変

だ
。し
か
し
カ
レ
ラ
は
帽
子
を
か
ぶ
ら
な
い
。
大
き
な
タ
ー
バ
ン
を
ま
い
て
い
る
の
は
先

ず
百
人
に

一
人
、
黒
い
洋
傘
を
も

っ
て
い
る
の
が
三
百
人
に

一
人
位
。
女
性
は
ケ
ッ
シ

テ
傘
を
も
た
な
い
。

ス
ゴ
イ
モ
ン
ダ
ナ
ア
…
…
私
は
内
心
舌
を
ま
い
た
。
相
当
な
モ
ン
だ
。
四
月
で
こ
れ

な
ら
五
月
、
七
、
八
月
は
サ
ゾ
ス
ゴ
イ
猛
暑
、
極
熱
の
地
獄
だ
ろ
う
。
今
か
ら
ア
ツ
イ

な
ぞ
云

っ
て
い
れ
る
か
…
…

毎
日
、
朝
八
時
に
な
る
と
雨
戸
を
ミ
ナ
じ
め
る
。
ガ
ラ
ス
戸
も
し
め
る
。
フ
ァ
ン
も

か
け
る
。
大
き
な
四
尺
位
の
フ
ァ
ン
が
二
十
時
間
で
も
う
ご
い
て
く
れ
る
。

一
歩
外
え

出
る
と
フ
ラ
イ
パ
ン
か
オ
ヴ
ン
の
様
だ
。

ハ
タ
シ
テ
我
々
は
イ
ン
ド
の
炎
暑
に
た
え
ら
れ
る
か
？
　
こ
れ
が
私
の
問
題
だ

っ
た
。

四
月
に
な

っ
た
ら
本
格
的
に
な

っ
て
き
た
。
私
は

一
日
に
五
回
も
六
回
も
水
を
あ
び

る
。
そ
し
て
そ
の
ま
ゝ
体
を
ふ
か
ず
に
シ
ャ
ツ
を
き
て
、
室
に
帰
る
。
フ
ァ
ン
の
下
に

い
る
と
」保
し
い
コ
ト
ー

し
か
し
、
二
十
日
頃
、
水
道
の
水
が
ア
マ
リ
に
あ
つ
い
の
で
私
は
思
わ
ず
、
冷
水
の

出
る
栓
を
探
し
た
。
ド
ノ
栓
を
ひ
ね
っ
て
も
同
じ
熱
湯
だ
。
イ
ン
ド
に
は
水
道
が
二
つ

あ
る
。

一
は
飲
料
水
、
フ
ロ
、
二
は
撒
水
用
、
掃
除
用
、
便
所
用
。
こ
の
０
の
方
は
ｏ

よ
リ
ア
ツ
イ
。

ツ
イ

二

一
〇
九

。
九
度
と
云
う
日
が
来
た
。
こ
の
日
は
ミ
ナ
こ
ち
ら
の
人
々
も
呻

っ

た
。
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
国
で
は
百
十
三
度
だ
と
云
う
。
し
か
し
私
は
水
を
あ
び
て
は
仕
事

を
し
た
。
雨
は
ゼ

ッ
タ
イ
ふ
ら
な
い
。

空
は
晴
天
、
毎
日
／
ヽ
よ
く
も
こ
れ
だ
け

つ
ず
く
モ
ノ
だ
…
…

「今
日
は
い
ゝ
お
天

気
で
す
ナ
ァ
」
な
ど
ギ
リ
に
も
云
え
た
モ
ノ
じ
ゃ
な
い
。
毎
日
ナ
ン
ダ
ｏ
然
し
私
は
心

の
中
で
舌
を
ま
い
て
い
る
。
ナ
ン
ト
云
う
い
ゝ
お
天
気
パ
カ
リ
＝
　
下
級
の
人
々
は
街

の
角
々
に
流
出
し
て
い
る
第
二
水
道

（ガ
ン
ジ
ス
河
の
様
に
に
ご

っ
て
い
る
）
で
水
を

あ
び
、
タ
ー
チ

（
イ
ン
ド
人
の
キ
モ
ノ
）
を
洗
い
、
そ
の
ま
ゝ
体
に
つ
け
て
し
ま
う
。

ベ
ン
リ
ナ
モ
ノ
だ
。
そ
れ
で
も
日
向
で
ね
て
い
る
人
も
あ
る
。
乞
食
な
ど
日
向
に
平
気

で
座

っ
て
い
る
。
ナ
ー
ル
ホ
ド
石
の
上
で
も
こ
の
日
向
の
百
十
度
の
炎
天
な
ら
相
当
な

モ
ノ
だ
。
寒
い
ナ
ン
テ
日
本
で
云

っ
た
ら
バ
チ
が
あ
た
る
。

オ
マ
ケ
ニ
、
こ
ち
ら
は

ハ
ダ
シ
の
人
が
多
い
。
美
し
い
サ
リ
ー
を
き
て
黄
金
の
ウ
デ

ワ
や
足
ワ
を

つ
け
て
い
る
女
で
も

ハ
ダ
シ
で
歩
い
て
い
る
の
は
相
当
あ
る
。
少
く
と
も

四
、
五
十
％
あ
る
。
或
は
７０
％
位
か
も
し
れ
な
い
。

去
二
十
四
日
、
午
前
十

一
時
半
に
私
は
強
行
軍
を
や

っ
て
見
た
。

一
哩
ば
か
り
の
国

立
卜
書
館
え
行

っ
た
。
並
本
は
あ
る
が
、
三
分

一
位
は
本
の
な
い
道
だ
。
バ
ス
に
の
ら

ず
私
は
歩
い
て
見
た
。
ス
ゴ
ー
イ
モ
ン
ダ
。
し
か
し
ミ
ナ
帽
子
な
し
で
歩
い
て
い
る
。

負
け
ず
ギ
ラ
イ
の
私
だ
が
、
古
ク
サ
イ
台
湾
パ
ナ
マ
を
も
た
ず
に
出
れ
な
か

っ
た
。
用

を
す
ま
し
て
二
時
半
に
私
は
マ
タ
歩
い
て
帰

っ
て
き
た
。
帰
る
や
イ
ナ
ヤ
水
を
あ
び
た

事
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

リ

マ
は
恐
れ
を
な
し
て
ケ
ッ
シ
テ
出
か
け
な
い
。
朝
早
く
か
日
が
く
れ
て
か
ら
だ
け

出
か
け
る
。

「
四
月
か
ら
先
き
は
ト
テ
モ
車
な
し
で
は
く
ら
せ
ま
せ
ん
よ
」
と
き
か
さ

れ
た
が
ナ
ル
ホ
ド
も

っ
と
も
千
万
で
あ
る
。
し
か
し
四
百
万
中
三
百
九
十
五
万
人
は
車

な
し
の
人
々
だ
。
そ
の
中
三
百
万
位
は

ハ
ダ
シ
だ
。
八
万
人
家
の
な
い
人
が
い
る
。
ソ
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レ
デ

ハ
申
ワ
ケ
が
な
い
か
ら
私
は
歩
く
。
ド
ガ
氏
と
共
に
出
か
け
る
時
で
な
い
限
り
、

車
は
二
台
も
三
台
も
あ
る
が
、
借
り
な
い
。

し
か
し
こ
の
カ
ル
カ
ツ
タ
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
も
、
ア
イ
ス
キ
ヤ
ン
デ
ー
ヤ
も
な

い
。
コ
ー
ル
ド
コ
ー
ヒ
や
コ
ー
ル
ド
紅
茶
を
出
す
店
は
ケ
ッ
シ
テ
な
い
。
ク
ダ
モ
ノ
ヤ

な
ん
か
絶
対
に
な
い
。
木
蔭
で
バ
ナ
ナ
や
パ

ヽ
イ
ヤ
を
う

っ
て
い
る
行
商
は
あ
る
が
、

紳
士
は
ソ
ン
ナ
も
の
を
買
え
な
い
。
砂
糖
キ
ビ
の
汁
を
し
ぼ
っ
て
う

つ
て
は
い
る
が
、

ソ
レ
モ
買
え
な
い
。
オ
モ
シ
ロ
イ
の
は
キ
ウ
リ
を
う

っ
て
い
る
事
だ
。
キ

ュ
リ
を
十
本

位
皮
を
む
い
て
、
半
分
に
わ

っ
て
行
商
人
が
も

っ
て
い
る
。
水
瓜
も

マ
ク
ワ
も
、
そ
の

他
イ
ロ
／
ヽ
ク
ダ
モ
ノ
は
あ
る
。
ト
テ
モ
日
本
で
は
想
像
で
き
な
い
ホ
ド
あ
る
。
し
か

し
市
場
で
買
出
し
の
人
々
が
買
う
だ
け
で
あ
る
。
バ
ナ
ナ
の
安
い
事
は
全
く
お
ど
ろ
く
。

〓
房
１７
‐
‐８
本

つ
い
て
い
る
の
が
六
―
八
ア
ン
ナ
Ｔ
一、四
十
円
、　
一
本
二
円
―
三
円
）
。

し
か
し

一
一房
買
う
人
は
少
い
。　
↑
ヽ
ナ
ニ
、
三
本
だ
）

コ
カ
コ
ラ
な
ん
か
二
十
円
位
だ
が
、
の
む
人
は
先
ず
い
な
い
。
ト
ニ
カ
ク
氷
店
が
な

い
。
冷
し
西
瓜
が
な
い
。
冷
た
い
モ
ノ
は
く
わ
な
い
の
が
伝
統
だ
ｏ
Ｍ
Ｉ
で
よ
く
ス
イ

カ
を
く

っ
た
事
を
思
い
出
す
。
ワ
ル
イ
事
を
し
た
と
思
う
。

し
か
し

マ
ン
ゴ
は
う
ま
い
ｏ
こ
の
味
バ
カ
リ
は
ヴ
イ
ク
ト
リ
ヤ
女
王
で
も
く
え
な
か

っ
た
。
先
日
メ
ー
タ
君
が
特
別
手
荷
物
と
し
て
五
千
円
も
は
ら

つ
て

一
カ
ゴ
も

っ
て
行

っ
た
が
、
羽
田
の
税
関
で
没
収
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
Ｍ
Ｉ
の
子
供
た
ち
は
マ
ン
ゴ
を
た

べ
そ
こ
な

っ
た
―
　
よ
か

っ
た
ノ
ヽ
。
も
し
た
べ
た
ら
、
ソ
レ
コ
ソ
大
変
だ

っ
た
。

先
日
私
は
十
バ
カ
リ
も
ら

つ
た
の
で
ツ
イ

一
日
に
三
、
四
つ

（
リ

マ
も
共
犯
）
食
べ

て
し
ま

っ
た
。
ス
ゴ
イ
こ
と
が
起

っ
た
。
オ
シ
リ
の
穴
の
マ
ワ
リ
に
大
き
な
オ
デ
キ
が

出
て
き
た
。
イ
ス
に
座
る
コ
ト
が
で
き
な
い
。
と
云

っ
て
ね
る
訳
に
も
ゆ
か
な
い
。
便

所
に
も
ゆ
け
な
い
。
恐
し
い
モ
ノ
だ
、
と
ツ
ク
ハ
ヽ
リ
マ
と
二
人
で
寒
心
し
て
い
る
と
、

次
の
日
に
又

一
つ
で
て
き
た
。
下
オ
ビ
が
ウ
コ
ン
色
に
染

っ
て

（丁
度

マ
ン
ゴ
の
色
）
、

ド
ン
ナ
ニ
洗

っ
て
も
と
れ
な
い
。
さ
あ
大
変
、　
Ｆ
」
れ
は
エ
ラ
イ
こ
と
に
な

っ
た
Ｗ
」

「
コ
ワ
イ
で
す
ね
」
二
人
で
ボ
ソ
／
ヽ
云

っ
て
い
る
と
、
今
度
は
三
、
四
日
目
に
右
耳

の
下
が
イ
タ
ミ
出
し
た
。
そ
の
中
、
ジ
ク
ノ
ヽ
蛋
白
汁
が
出
て
き
た
。
首
に
も
出
て
き

た
。
ク
レ
マ
ン
の
妹
が

（
二
十
年
も
前
だ

っ
た
）
、
少
し
ナ
ス
の
浅
漬
を
た
べ
て
耳
の

ツ
ケ
ネ
が
は
れ
出
し
、
芋
薬
を
は

っ
て
ウ
ン
／
ヽ
呻

っ
た
コ
ト
が
あ
る
。

（
そ
の
代
り

長
く
出
て
い
た
耳
の
足
が
消
え
て
し
ま

っ
た
）
。

ア
レ
だ
。
す
ご
い
▽
性
だ
ナ
…
…

「
で
も
モ
ッ
ト
大
き
く
な

っ
た
ら
外
え
出
れ
ま
せ

ん
ネ
、
セ
ミ
ナ
リ
ー
ど
う
し
ま
す
」
と
リ

マ
は
心
配
す
る
。
こ
れ
は
イ
ケ
ナ
イ
、
危
い

ノ
ヽ
。
ト
リ
舵
を
き
か
す
と
ス
グ
三
、
四
日
で
大
事
に
な
ら
ず
、
従

っ
て
チ
タ
ラ
ン
ギ

ヤ
氏
に
さ
え
見
つ
か
ら
ず
に
す
ん
だ
。
実
に
い
ゝ
経
験
を
し
た
。

何
し
ろ
食
医
と
云
う
モ
ノ
は
、
ア
ラ
ユ
ル
風
土
病
や
流
行
病
を
身
を
シ
ケ
ン
台
に
し

て
作

っ
て
見
て
、
治
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
キ
ケ
ン
だ
。

昨
日
、
セ
ミ
ナ
リ
ー
の
迎
え
の
カ
ー
が
来
る
の
を
待

っ
て
い
る
と
ザ
ー
ツ
と
来
た
。

五
カ
月
日
の
雨
だ
。
そ
の
キ
モ
チ
の
よ
さ
＝
　

一
時
間
位
で
止
ん
だ
。
街
は
至
る
処
に

水
タ

マ
リ
…
…

Ｕ
Ｐ
Ｉ

（無
双
原
理
講
究
所
）
が
出
来
た
ら
、
こ
の
イ
ン
ド
を
涼
し
い
国
に
作
り
か

え
る
の
が
仕
事
の

一
つ
だ
。
ダ
ル
ガ
ス
父
子
が
砂
漠
の
デ
ン
マ
ー
ク
を
世
界

一
の
農
業

国
に
し
た
様
に
、
こ
の
百
二
十
二
万
七
十
二
平
方
哩
の
砿
野
イ
ン
ド
を
ミ
ド
リ
の
野
と

森
に
す
る
事
は
オ
モ
シ
ロ
イ
あ
そ
び
で
は
な
い
か
。
昨
夜
チ
タ
ラ
ン
ギ
ヤ
氏
か
ら
き
く

と
、

「
私
が
生
れ
て
始
め
て
の
ア
ツ
サ
で
し
た
」
と
云
う
。

「
あ
れ
は
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン

の
暑
さ
で
し
た
」
と
も
云
う
。
う
れ
し
い
事
だ
。
こ
の
老
い
た
夫
妻
は
ソ
ン
ナ
ア
ツ
サ

を
見
事
平
気
で
突
破
し
た
の
だ
。

あ

ゝ
、
イ
ン
ド
大
平
原
の
常
夏
。
何
と
云
う
ス
ゴ
イ
▲
性
＝
　
何
と
云
う
ス
ゴ
イ
男

性
的
な
ア
ツ
サ
ーーー
　
イ
カ
ナ
ル
▽
性
人
も
こ
ゝ
に
く
れ
ば

一
月
で
▲
に
な
れ
る
。
こ
の

イ
ン
ド
を
全
世
界
に
み
ち
て
い
る
▼
病
バ
カ
リ
ノ
病
人
を
引
受
け
て
治
し
て
や
る
サ
ナ

ラ
ン
ド
に
す
る
コ
ト
が
で
き
る
。
イ
ン
ド
は
▽
性
の
狂
人
、
分
裂
症

（世
界
中
の
人
が

ソ
レ
だ
＝
）
を
救
う
大
サ
ナ
ラ
ン
ド
だ
ｏ
こ
れ
は
ス
ゴ
イ
事
業
だ
。

（た
だ
し
、
内
地

に
い
て
さ
え
、
水
を
の
み
す
ぎ
、
氷
を
ほ
し
が
る
様
な
Ｍ
Ｉ
生
は
こ
れ
な
い
。
来
た
ら

ス
グ
死
ぬ
だ
ろ
う
）
。

こ
の
大
サ
ナ
ラ
ン
ド
は
今

「世
界
の
オ
ア
シ
ス
」

「
狂
え
る
世
界
の
中
の
唯

一
の
聖

地
」
と
云
わ
れ
て
い
る

（
バ
ー
ト
ラ
ン
ド

・
ラ
ッ
セ
ル
）
ｏ
そ
れ
ほ
ど
、
そ
―
こ
の
イ

ン
ド
の
偉
大
さ
を
ウ
ス
ノ
ヽ

直
感
す
る
連
中
が
い
る
。
ボ
ヤ
ノ
ヽ
し
て
は
い
れ
な
い
。

早
く
来
い
Ｉ
　
Ｕ
Ｐ
Ｉ
城
の
勇
士
、
新
し
き
聖
典
の
作
者
＝
　
資
格
は
た
ゞ

「
真
の
正

食
人
」
と
云
う

一
条
だ
け
だ
。
し
か
も
新
し
き
聖
典
の
作
者
は
大
い
な
る
悪
魔
の
ウ
ラ

返
し
だ
＝
　
あ

ゝ
こ
の
人
間
地
理
学
の
オ
モ
シ
ロ
サ
＝
　
こ
の
挑
戦
に
応
ず
る
の
は
ダ

レ
だ
開
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●
晉
ド

Ｎ
Ｌ
８
卜
２
０
１
信

ロ
チ
ャ
ン
ス
と
云
う
モ
ノ

ド
レ
イ
に
は
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
。
自
白
人
に
は
毎
日
ノ
ヽ
が
チ
ャ
ン
ス
＝

〔欄
外
〕
本
日
、
ど
８

阻
１
出
来
上
り
。
第

一
版
圏
８
冊
。

①

ツ
イ
ニ
服
信
に
な

っ
た
―
―
モ
ー
云
い
た
く
な
い
の
だ
が
、
何
と
云
う
ス
ロ
オ
モ
オ

さ
ん
だ
君
た
ち
は
。

〔略
〕
ホ
ン
ト
ー
ニ
私
は
何
と
云

っ
た
ら
い
ゝ
の
だ
。
ヤ
ハ
リ
、

ド
レ
イ
性
は
ド
レ
イ
性
、
階
級
性
は
止
め
ら
れ
な
い
モ
ノ
か
―
　
イ
ョ
／
ヽ
思
い
切
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
？
　
君
た
ち
に
要
求
す
る
仕
事
と
ス
ピ
ー
ド
は
、
ケ
ツ
シ
テ

優
秀
な
人
に
要
求
す
る
モ
ノ
で
は
な
い
。
私
の
最
下
等
の
要
求
だ
。
私
自
ら
に
要
求
し

て
い
る
モ
ノ
の
万
分
の

一
以
下
だ
。
こ
の
要
求
が
満
さ
れ
な
い
の
は
君
た
ち
の
技
価
に

欠
陥
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
頭
だ
！
　
モ
ノ
の
見
方
だ
、
考
え
方
だ
。
愛
を
し
ら
な
い

の
だ
。
だ
か
ら
Ｐ
Ｕ
を
知
る
よ
り
外
に
手
は
な
い
。
ソ
レ
に
は
正
食
行

「
サ
ム
サ
、
ヒ

モ
ジ
サ
」
の
勤
行
だ
。
ソ
レ
が
出
来
な
い
な
ら
、
幸
福
と
自
由
に
縁
は
な
い
。
モ
ー

一

生
に
二
度
こ
な
い
Ｕ
Ｐ
Ｉ
の
参
加
と
云
う
チ
ャ
ン
ス
が
ハ
ナ
の
先
き
に
つ
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
の
に
Ｒ
よ
、
君
は
ソ
レ
ニ
指
も
出
せ
な
い
。
ミ
チ
オ
や
オ
ー
ギ

ュ
ス
タ
ン
の
様

な
初
期
Ｍ
Ｉ
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
比

べ
て
何
と
云
う
ア
リ
ガ
タ
イ
機
会
だ
！

〔略
〕
Ｍ
Ｉ
を

去

っ
た
優
秀
な
青
年
た
ち
は
こ
の
好
機
に
ジ
ャ
ン
プ
で
き
な
い
。
君
た
ち
は
マ
ダ
Ｍ
Ｉ

に
い
る
。
し
か
も
ジ
ャ
ン
プ
で
き
な
い
と
は
―
　
イ
ツ
マ
デ
経

っ
て
も
律
動
性
と
ス
ピ

ー
ド
の
な
い
Ｅ
の
字
、
キ
タ
ナ
イ

キ
タ
ナ
イ

キ
タ
ナ
イ
い
か
に
も
南
京
虫
の
巣
作
り

の
名
人
の
様
な
Ｒ
の
字
。

〔略
〕
何
と
云
う
愛
の
な
さ
、
兄
弟
愛
も
ク
ソ
も
な
い
ド
レ

イ
人
、
自
分
の
世
界
だ
け
し
か
分
ら
な
い
人
々
、

〔略
〕
私
の
足
り
な
い
時
間
は

マ
タ

シ
テ
モ
君
た
ち
の
た
め
に
費
さ
れ
る
。
昨
日
私
は
二
億
円
の
予
算
を
組
み
上
げ
た
。
君

た
ち
に
手
紙
を
か
く
程
の
時
間
で
ソ
レ
が
出
来
た
。
君
た
ち
に
手
紙
を
か
ゝ
な
か

っ
た

ら
、
か
く
要
が
な
か

っ
た
ら
ド
ン
ナ
ニ
生
産
的
な
、
創
造
性
の
豊
か
な
詩
と
夢
の
情
熱

の
書
を
タ
ク
サ
ン
か
け
る
だ
ろ
う
＝
　
オ
シ
イ
、
カ
ナ
シ
イ
、
ツ
ラ
イ
、
ク
ヤ
シ
イ
こ

と
だ
。

〔欄
外
〕
以
一ｉ
Ｏ
に
出
さ
ず
。

②
黒
光
様
を
お
母
様
、
オ
バ
ア
剖
劃
に
し
た
の
は
ダ
レ
か
？
　
次
の
キ
カ
イ
に
中
村
屋

の
黒
光

マ
ン
ジ

ュ
ー
の
由
来
を
き
い
て
ご
ら
ん
。
中
村
屋
で
唯

一
の
食
養
的
黒
ア
ン
ー

た
ゞ
し
母
堂
に
正
食
の
話
は
ナ
ル
ベ
ク
さ
け
よ
。
も
し
黒
光
様
が
正
食
を
き
い
た
ら
、

そ
の
実
状
を
知

っ
た
ら
、
数
百
万
人
の
殺
人
者
が
自
分
で
あ

っ
た
事
を
知

っ
て
自
殺
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ケ
ッ
シ
テ
正
食
を
説
い
て
は
な
ら
な
い
。
方
便
、
療
法
と
し
て

ツ
ヽ
マ
シ
ク
お
話
す
る
だ
け
が
許
さ
れ
る
。
母
堂
の
ユ
メ
を
こ
わ
す
の
は
い
た
ま
し
い
。

母
堂
の
ナ
ヤ
ミ
は
外
に
と
く
手
が
あ
る
。
私
が
ボ
ー
ス
の
命
日
を
イ
ン
ド
の
国
祭
日
に

し
た
ら
、
そ
し
て
そ
の
第

一
回
に
母
上
を
呼
ん
だ
ら
、
キ

ツ
ト
黒
光
様
の
七
十
八
年
の

ク
ル
シ
ミ
と
ナ
ヤ
ミ
は
と
け
る
。

「
私
た
ち
は
変
人
で
、
精
進
で
、
サ
ト
ー
気
を
と
ら

な
い
の
で
す
。
マ
ア

一
つ
の
宗
教
で
す
」
位
に
逃
げ
て
お
く
事
。

●
夢
ド

Ｎ
Ｌ
８
一
２
０
２
信

①

Ｕ

Ｐ

Ｉ

に

つ

い

て

①
必
出

私
の

一
生
の
ユ
メ
が
実
現
さ
れ
る
。
時
が
き
た
の
だ
。

「石
の
下
に
も
四
十
年
」
＝

６‐
年
前
、
天
龍
寺
の
門
前
に
、
行
き
悩
む

一
人
の
田
舎
娘
が
生
み
お
と
し
た
ア
ワ
レ

ナ
孤
児
如

一
は
ツ
イ
ニ
そ
の
ユ
メ
の
実
現
す
る
国
え
来
た
。
世
界
最
初
の
東
洋
独
特
の

無
双
原
理
講
究
所
が
生
れ
る
。
昨
日
も
私
は
二
億
円
の
予
算
を
組
ん
だ
。

こ
の
世
で

一
生
の
ユ
メ
の
実
現
を
見
、
無
上
の
ヨ
ロ
コ
ビ
に
お
の
の
き
つ
ゝ
無
限
の

自
由
、
永
遠
の
幸
せ
、
絶
対
の
正
義
の
ド
マ
ン
中
に
浸
り
き

っ
て
楽
し
い
、
楽
し
い
、

楽
し
い
生
活
を
送
る
人
が
何
人
あ
る
だ
ろ
う
？
　
何
人
も
な
い
だ
ろ
う
。

「
フ
イ
リ
ッ

プ
物
語
」
で
云

っ
た
通
り
、
私
は
ツ
イ
ニ
大
き
な
ジ
ャ
ン
プ
を
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
を

砂
漠
か
ら
森
林
と
ミ
ド
リ
の
野
に
す
る
の
に
す
ら
ダ
ル
ガ
ス
父
子
二
代
の
年
月
を
要
し

た
。
そ
れ
な
の
に
私
は
全
世
界
を
平
和
に
す
る
原
理
を
ひ
ろ
め
る
と
云
う
大
き
な
大
き

な
仕
事
を
完
成
す
る
と
云
う
目
的
を
四
十
年
で
達
し
た
。
こ
れ
こ
そ
ユ
メ
の
中
の
ユ
メ

だ
。
こ
れ
と
云
う
の
も
、
四
十
年
の
間
私
を
た
す
け
て
く
れ
た
新
旧
会
員
の
オ
カ
ゲ
だ
。

今
こ
そ
私
は

「永
遠
の
子
供
」
の
中
で
諸
君
に
ハ
ッ
キ
リ
約
束
し
た
コ
ト
を
実
現
し
た
。

私
は
諸
君
に
ウ
ソ
を

つ
か
な
か

っ
た
。
個
人
で

一
億
円
以
上
の
予
算
を
平
和
と
自
由
の

為
に
即
座
に
組
む
コ
ト
の
出
来
る
モ
ノ
は
モ
ー
何
で
も
で
き
る
。

一
億
と
云
う
大
金
を

自
由
に
す
る
コ
ト
さ
え
許
さ
れ
る
な
ら
、
私
の
ユ
メ
は
キ
ッ
ト
実
現
す
る
。
私
は
ソ
レ
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を
百
倍
に
も
千
倍
に
も
廻
転
さ
せ
る
か
ら
、
モ
ー
出
来
な
い
事
は
な
い
、
と
云

っ
て
も

い
ゝ
。
し
か
し
私
の
ユ
メ
は
私
の
自
由
の
た
め
で
は
な
か

っ
た
。

私
の
ユ
メ
は
不
自
由
人
を
自
由
に
す
る
た
め
の
講

究

所
を
設
立
す
る
こ
と
だ

っ
た
。

そ
こ
で
同
志
の
協
力
が
要
求
さ
れ
る
。
私
は
た

っ
た
十
人
の
同
志
を
求
め
る
。
そ
の
為

私
は
千
人
の
学
生
を
イ
ン
ド
と
中
国
と
日
本
か
ら
求
め
る
。
そ
の
中
か
ら
十
人
の
卒
業

生
を
、
後

ツ
ギ
を
出
し
た
い
。
日
本
の
同
志
よ
。
こ
の
天
下

一
品
の
恵
ま
れ
た
国
で
、

無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
不
断
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
世
界

一
の
国
で
、
こ
の
永
遠
の
人
間

革
命
と
云
う
大
事
業
に
参
加
し
た
い
人
は
何
人
い
る
か
？
　
私
は
先
達
と
し
て
仲
間
と

し
て
、
こ
の
偉
大
な
国
、
こ
の
茫
漠
た
る
砿
野
で
思
う
さ
ま
あ
ば
れ
て
見
よ
う
と
云
う

青
年
は
何
人
い
る
か
？
　
私
は
十
人
で
い
ゝ
。
Ⅲ
で
８０
点
を
と
る
人
だ
。
私
の
適
性
検

査
の
最
後
に
あ
る
五
大
条
件
で
８０
点
以
上
と
れ
る
人
だ
。
モ
チ
ロ
ン
こ
の
８０
点
を
ネ
ラ

イ
に
し
て

一
生
を
か
け
る
人
で
も
い
ゝ
。
そ
ん
な
人
な
ら
、
私
の
著
書

一
切
と

「
コ
ン

パ
」
、
「
サ
ー
ナ
」
、
「
む
す
び
」
、
「食
養
」
の
旧
号
を
出
来
る
だ
け
多
く
よ
ん
で
、
Ｍ
Ｉ

で
ゝ
も
、
自
分
の
家
で
ゝ
も
正
食
生
活
を
大
い
に
楽
し
み
、
愛
農
会
で
農
業
か
、
他
の

仕
事
場
で
ナ
ニ
カ
の
仕
事
を
し
て
、
何
か
の
芸
を
身
に
つ
け
た
人
な
ら
ダ
レ
で
も
入
所

で
き
る
。
年
令
男
女
は
間
わ
な
い
。

〔閣
響
外
〕
■
”
Ｆ
＝
ｃ
●
いｏ
」
ｏ
「
『
いコ
〇
いｏ
Ｐ①
Ｈ”
∽
一
【
一に
一
①

私
の
ユ
メ
は
Ｕ
Ｐ
ｌ
。
Ｕ
Ｐ
Ｉ
は
無
限
の
自
由
と
永
遠
の
幸
福
と
絶
対
の
正
義
を
皿

％
身
に
つ
け
る
修
行
道
場
。
ツ
マ
リ
万
人
の
た
め
、
永
遠
の
少
年
少
女
の
た
め
の
家
だ

つ
た
。
ガ
ン
ジ
イ
大
学
入
学
希
望
者
も
そ
の
中
か
ら
出
る
の
だ
。
さ
あ
諸
君
、
私
は
私

の
ユ
メ
を
果
し
諸
君
え
の
約
束
を
果
し
た
。
今
度
こ
そ
諸
君
の
番
だ
―
　
自
分
だ
け
の

自
由
、
自
分
だ
け
の
幸
福

（
ソ
ン
ナ
モ
ノ
は
自
由
で
も
幸
福
で
も
な
い
―
）
を
ネ
ラ
イ

と
す
る
コ
ト
ほ
ど
大
き
な

マ
チ
ガ
イ
が
な
い
、
と
云
う
コ
ト
を
知

っ
て
い
る
諸
君
は

一

刻
も
早
く
準
備
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
老
人
と
云
わ
れ
る
人
で
も
、
多
年
の
仕
事
で
、

創
作
的
な
仕
事
で
き
た
え
た
人
な
ら
大
歓
迎
。
自
然
科
学
で
も
応
用
科
学
で
も
文
化
科

学
で
も
、
イ

ロ
／
ヽ
ナ
技
術
で
も
身
に
つ
け
た
人
、
ホ
ン
ト
ー
ニ
自
分
の
モ
ノ
に
し
た

人
な
ら
、
ダ
レ
で
も
い
ゝ
の
だ
。

人
生
で
ス
キ
ナ
事
を

一
生
や
り
ぬ
い
て
ゆ
く
と
云
う
コ
ト
ほ
ど
幸
せ
な
ユ
メ
は
な
い
。

そ
ん
な
キ
カ
イ
が
万
人
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
私
は
こ
の
キ
カ
イ
を
全
世
界
の
人

に
提
供
す
る
の
だ
が
、
フ
シ
ギ
ナ
縁
あ

っ
て
私
と
直
接
む
す
ば
れ
た
人
々
は
逸
早
く
こ

の
キ
カ
イ
を
利
用
す
る
優
先
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
キ
カ
イ
を
与
え
ら
れ
て
も
、

ス
グ
と
び

つ
か
な
い
人
々
は
モ
ー
永
久
に
ジ
ャ
ン
プ
出
来
ま
い
。

毎
日
々
々
、
米
と
キ

ュ
リ
ば
か
り
頂
き
な
が
ら
私
た
ち
は
ウ
レ
シ
サ
と
ヨ
ロ
コ
ビ
と

ア
リ
ガ
タ
サ
で
窒
息
し
そ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
。
今
月
と
先
月
の
リ

マ
の
計
算
で
は
、

私
た
ち
二
人
の
純
正
食
費
は

一
カ
月
十
七
ル
ピ
ー

（千
三
百
六
十
円
、

一
日
四
十
五
円

三
十
三
銭
、

一
人

一
日
二
十
二
円
六
十
六
銭
）
だ

っ
た
。
カ
ロ
リ
ー
は
恐
ら
く
七
、
八

百
カ
ロ
リ
ー
だ
ろ
う
。
こ
れ
で
、
Ｕ
Ｐ
Ｉ
作
り
の
様
な

ユ
カ
イ
ナ
あ
そ
び
が
出
来
る
の

だ
か
ら
何
と
ユ
カ
イ
で
は
な
い
か
。
否
こ
れ
で
な
く
て
は
で
き
な
い
の
だ
。
チ
タ
ラ
ン

ギ
ヤ
氏
は
毎
日
私
た
ち
の
食
生
活
と
仕
事
プ
リ
を
見
て
、
私
た
ち
に
は
れ
こ
ん
で
、
こ

ん
な
Ｕ
Ｐ
Ｉ
の
様
な
大
き
な
モ
ノ
を
作
る
キ
カ
イ
を
与
え
て
く
れ
た
の
だ
。
こ
ん
な
、

ダ
レ
に
で
も
出
来
る
コ
ト
、
金
も
知
恵
も
、
力
も
ナ

ニ
も
い
ら
な
い
、
た
ゞ
意
志
だ
け

あ
れ
ば
ダ
レ
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
、
最
上
の
ユ
メ
は
実
現
さ
れ
る
の
だ
。
ナ
ゼ
君
は

こ
れ
を
ス
グ
や
ら
な
い
の
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

久司道夫◆来日
世 界 平 和 へ 導 く新 たな時 代 の

マクロビオシ ック生活法
―食から始めるライフスタイルの変革―

会場/三宅坂ホーノン

5月 19日個)

参カロ費/¥4,500(税込み)

至急お申込みくださいノ

日本 Ci協会
「久司道夫講演会」事務局
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曰

回
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石

=a静

亀i“6ア生亘遜畠」贅ヤT鴛里量震魯層撃鼻鍋肛F打
2037

“:賠島協翻 18%二断書期硼鶴騨賀錦慧
24

電認1『馳続震雛醒螂 [羞罫
b巧8""・ 62・■
“

新諾島絶墨阜ムζ縞翁署機L裡場猾 署≧叛笙・
0250・ 24・

正
鵜r暮9』鷲:巣:醐甜

市劇‖康7●
““
ら■448圏ト

福芽財 層場!』謀奮證髭t弓電表年民ア
ロ岬←
"3田
ヨ

みそ① 〒915福井県武生市杉崎町11-4480778・ 27・ 2111
困無 天塩仕込み味噌・糀販売賃加工、味噌作りの指導

伊勢食養センターく星出旅館)① 〒516二重県伊勢市河崎2-15-2805
96・ 28・ 2377旅館、レストラン、仕出し、料理教室、食事指導

lSE・ SHIMA MCROB10T:C.C海静養生日、桧扇荘① 〒51705二重県志
摩郡阿児町鵜方9431805994。 3・4372 自由人お宿レストラン

まごころ堂 〒603京都市北区等持院東町49468075・ 461・ 5550 FAX
461・ 5575良書(真の健康長寿。生きがい。人間性向上書)専門
全国通信販売 資料請求はハガキに『新しき世界へ』と書き、氏名・

住所。電話番号明記の上、まごころ堂良書係へ (FAXも可)

マクロビオティック① 〒606京都市左京区高野蓼原町77● 075。 711
・4551弁当(予約制)、正食品、書籍
ヘルス伏見① 〒612京都市伏見区桃山町鍋島7 JR桃 山駅西50m● 075
・611・ 0337圏 10～20困③ 純正食品、洗剤、無農薬野菜
ウエルネス夢小町① 〒617京都府向日市寺戸町初田248075。 932・ 97
23フ ィットネス及びジャズダンスと気の研究、美容修正気ヨガ指導

天粒マクロビオティックセンター 〒624舞鶴市サンモールマナイ1
丁ロヘルスショップみずたに内 ●0773・ 76・ 7126圏 9～ 19困無
ヘルスマート大手通店 〒540大阪市中央区大手通25-1806・ 945・ 06
18囲半～18半 困レ 4・ 5③祝
正食協会 〒540大阪市中央区内淡路町21-1● 06・ 941・ 7506圏 9～ 18
困0料 理教室、本部講座、研究会、入門講座
アイランド・ジャップ① 〒542大阪市中央区西清水町347['‖ 直ビル3F
●06・ 245。 1414圏 10～ 19困③祝 旅行企画、書籍、自然食品

自然食品むぎの家① 〒532大阪市淀川区東三国町4175806・ 395・
7806,393・ 4577圏 10～ 20困◎ 純正食品、野菜
ハッコー山海フーズ① 〒533大阪市東淀川区東中島12012ユ ニゾ
ーン新大阪ビル414号 806・ 461・ 3528固 10～ 17困⑬①③⑥ 配達

鷲 Iザ銚鵡7昴:::。奔努嚇資y昌6電撃嗜曇
宮
蓋埋
ショッ

マコト① 〒596岸和田市加守町429980724・ 43・ 2566圏 10～ 19圏
◎祝 無農薬野菜、純正食品、アレルギー食品、肌生品 配達
マツヤ健康食品 〒655兵庫県神戸市垂水区五色山84-98078。 708・
9380東松弘樹 固10～19困③ 正食健康相談、純正食品、野菜
神戸ヘルスフーズ岡本店 〒658神戸市東灘区岡本17-7● 078・ 453・
1777圏 10～ 19正食指導、食養、美容相談、無農薬野菜 住吉店 あり

兵庫陰陽会 〒661兵庫県尼崎市武庫町1311鈴木英鷹 ●06・ 436・ 31
47大森英桜先生講演会
自然食品店緑屋① 〒640和歌山市湊本町32380734・ 28・ 0643圏 10～
18困0祝 無農薬野菜 毎週土曜昼正食食べてみる会
グァバハウス① 〒649-65和歌山県那賀郡粉河町粉河1783●0736。 73
・2154圏 8半～19困0無 農薬野菜・茶・食品配達。発送、食養
【山陰・山陽。四国】
サーナ自然食品① 〒723広島県三原市港町794 1 JR三原駅歩10分 ●
0848・ 63・ 4831圏レ19□Э 生鮮品、野菜、バン、化粧品 配達
人間医学社府中支局 健康医学社広島県総特約店 〒726広島県府中市
府中町590-680847・ 41・ 7668圏日時に定めず 食品、正食浄血

明治製粉0〒 726広島県府中市中町53680847・ 41・ 2255ノ lヽり11清 困
◎ めん類、純正養老醤油、保命みそ製造

0岩本綜合漢方① 〒732広島県広島市東区若草町104■082・ 261・ 80
01圏9～ 17困◎祝、40鍼 灸、漢方、食事一体の指導 (要予約)
障害者が地域で生きるための生活協同組合準備会 〒732広島市東区
尾長町5755鈴木方 ●082・ 262・ 6330玄米、料理学習、気功
皆実CI 〒734広島県広島市南区皆実町41-1280822・ 55。 2846平
賀佐和子 毎月第 4①例会、料理講習、PU勉強会
布法ボサツ友の会 〒739-04広島県佐伯郡大野町8326● 0829。 56・ 20
19圏 7半～22布法(Mり )ボ サツ。図書。身心相談・坐禅

鶴島食品 〒747山 口県防府市南松崎町5480835。 22・ 0347社長/鶴
島ツユ子、専務/原田昌―・弘美 純iF食品、自然食品全国卸
山口健康生活センター 〒753山 口県山口市道場門前2]目 422808
39・ 23・ 1842(本部●08397・ 2・ 3800)圏 10～ 18困◎各種相談

純正食品裕恵(やすえ)① 〒68923鳥取県東伯部東伯町徳戸12026● 08
58・ 52・ 2243井上裕恵 困無 純工食品配達。発送、健康相談

愛媛純正食品センター① 〒790愛媛県松山市湯渡町1022● 0899・ 43
・6464菅本フジ子 圏8～20困 4③ 料理教室(毎③)東洋医学会
ハピネス① 〒796愛媛県八幡浜市矢野町4]目 80894・ 22・ 1768渡辺
大起、ナミ枝 圏8～20困0幸せの輪をひろげましょう
三集屋① 〒770徳島市[L町 1「目480886・ 32・ 8238圏 10ヽ 19困① 天
日製塩ニガリ豆腐。自然農法野菜・他モリモリ !

もみ① 〒780高知市中万 2々22● 0888・ 72・ 8537山崎嘉子 圏8～ 20
日③午前中 自然食品 酵素 自然化粧品

【九州。沖縄】
八幡自然食品センター① 〒806福岡県Jヒ九州市八幡西区八千代町6
228093・ 621・ 4184圏勝18困 1・ 3③ 料理講習、健康相談
旬の味そよ風① 〒812福岡市東区箱崎38208092・ 641・ 9044圏 10
～18半 困◎⑥ 無農薬有機野菜、果物、食品、市内近郊配達

サニーサイド① 〒813福岡市東区香椎6216(」 R香椎神宮駅徒歩2分 )
●092・ 681・ 0883固 10～ 19困③祝 食品、洗剤、書籍、器具、自然化粧品
こうそハウス 〒81401福岡市早良区野芥5]‐目1188092・ 801・ 1239
固8～ 19柚木忠信 酵素、健康食品販売
インヤン商会① 〒816福岡市南区弥永24228092・ 585・ 7831圏 10～
17困無 料理教室 講演会年 4回 配達 弥永小学校そば

自然食品の店 マクロビオティック佐賀① 〒849佐賀市高木瀬東521
1380952・ 31・ 1394食品、野菜、オガクズ風呂・断食道場併設

愛鍼灸院① 〒84913佐賀県鹿島市大殿分15901809546・ 3・0981圏
8～ 19困◎ 鍼灸と正食品による綜合治療、健康相談
―心堂 〒85701長崎県佐世保市吉岡町1838980956・ 40・ 5733圏 9～
18困◎ 馬油・ヨモギ茶・粒状/粉末ヨモギ石けん

天粧子飼店① 〒860熊本市東子飼町358096・ 343・ 4043福山敬救
困無 体質別食養相談。オリープ自然美容法

天粧下通店① 〒860熊本市下通1488096・ 354・ 9161福山約一朗
圏10～ 19困 1・ 30体質別食養相談・オリープ自然美容相談
岡部食品豆腐工場(創業慶応3年 )① 〒86卜 46熊本県上益城郡甲佐町
岩 F143● 096・ 234・ 0447圏 7～ 19困◎ 純正豆腐、食養研究会
ニコニコ村① 〒874別府市堀田12組 ●0977・ 23・ 3244移動販売、有
機野菜、食養相談、地方発送可

心の学校・ヨガハウス① 〒874大分県別府市野口中町61880977・ 26
・2463圏 9～ 21困③ ヨーガとマクロビオティック
四季菜① 〒890鹿児島市宇宿3-406● 0992・ 59・ 4902圏 9～ 20困O③
無農薬玄米、野菜、OJ品、地場加工品、食養相談、料理教室、ヨガ
大口食養村 り|1上寛継① 〒89525鹿児島県大口市宮人1698-35● 099
52・ 8・2708特選三年番茶ミテソカミツ製造、純正食品販売、無農薬栽培
天然村① 〒89144鹿児島県熊毛郡屋久町麦生335(高平)●09974・ 7・
2922,7・ 2541心身魂のいこいの場、案内書62円切手同封請求
自然食品センター陽報① 〒900沖縄県刀F覇市久茂地3118● 0988・
61・ 7195圏 10～ 19困◎祝 食養相談、料理教室、書籍、純正食品
紅葉純正食品店① 〒902沖縄県那覇市寄宮163● 0988・ 54・ 0296圏 10
～20困◎ 書籍販売、純正食品、食養相談
【新入会】
手づくり万頭 たちばな屋① 〒030青森市新町21880177・ 22・ 6577
圏10ヽ 20困◎ 塩万頭・喫茶あり
SUN HOUSE麻理恵① 〒37921前橋市山王町225-1080272・ 66・ 5334
圏H～ 19□◎祝 食品、無農薬野菜、自然化粧品、手作り料理試食
(有 )若宮食糧販売所① 〒471愛知県豊田市若宮町6-3-8■ 0565。 33・ 06
87圏8半～20困◎ 自然食品、化粧品、配達
ウエルネス夢小町① 〒617京都府向日市寺戸町初田24■ 075。 932・ 97
23フ ィットネス及びジヤズダンスと気の研究、美容修正気ヨガ指導
命と暮しを考える自然食品の店若杉 〒420静岡市駒形通り6-53(lF)
●054。 271・ 3400圏 11～ 17□③視 食養料理教室 火・土週 2回開催
正食と自然食品ヤナギヤ 〒500岐阜市織田塚町12● 0582・ 45。 9355
圏10～20困◎祝第2,40食品、自然野菜、米、書籍、鍋等
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日本食用塩研究会 〒155 LI田 谷区北沢238-9803・ 3460。 3961圏 9～
17困0祝 自然海塩 “海の精"配布
れんげや① 〒157世 l■谷区南烏山5114803・ 3326・ 5085圏 10～ 19
女性 3人の八li屋と玄米レストラン、無農薬野菜、乾1勿
アザレ自然化粧品・アザレハート営業所(清水)〒 157世田谷区砧42
7202● 03・ 3415・ 8461圏年中無休 お気軽にお電話下さい。無鉱物
油・無合成活性剤・無香料。無着色のほんものの化粧品販売

解脱会事業部① 〒160新宿区荒木町4解脱会東京道場横 803・ 3357・
1161～4健康自然食品、化粧品、図書販売他
サンゴ草本舗ω① 〒160新宿区西新宿853ス トーク新宿小岩井ビ
ル603803・ 3366・ 2921圏 9～ 17口0祝 サンゴ草、梅醤番、豊寿、陽泉
自然食品の店たんぼぼ① 〒162新宿区富久町246● 03・ 3353・ 4545
圏10～ 19困◎ 農場直販有機野菜、リマ化粧品、健康食品
グルッペ自然食糧品店① 〒167杉並区荻窪527-5●03・ 3398・ 7427
圏10～ 19困③ レストラン803・ 3393・ 1224圏 11半～21困◎

友永ヨーガ学院荻窪本部 〒167杉並区上荻11813文 化堂3階 803
・3393・ 5481圏 9～ 22ク ラス:入門・中級。安産・断食・瞑想等の講座

自然の幸・Ando① 〒171豊島区南長崎530-5803・ 3951・ 8509圏 H～ 19
困③ 食品、ア除去食、引売、配達、地方発送、自然育児友の会案内所

オーサワジャバン配送センター 〒173板橋区小茂根54(一般注文先)
●03・ 3958・ 7112固9～17困◎祝 日本CI協会事業部、配送
オーガニックジャバン① 〒176練馬区練馬1227● 03・ 3994・ 4987
固10～ 20困無 食品、化粧品、野菜、アレルギー除去食
味穂自然食品江古田店① 〒176練馬区栄町4013(江古田駅北口音大
通り商店街)● 03・ 3948・ 5701圃 10～ 19困③ 無農薬農産物
富士見台自然食品店① 〒176練馬区貫井314-16● 03・ 3990・ 6773固
9～ 19困③ 自然農法食品、野菜、化粧品、図書
自然食品の店ななくさ① 〒177練馬区西大泉町11510803・ 3925・
0914圏 9～20困◎ 無農薬野菜、豆腐、バン、書籍、洗剤
加藤農園 〒178練馬区西大泉2-144● 03・ 3925・ 8731百パーセント
玄米餅(す こやか農場産自然農法米使用)製造直売、発送可

お米・自然食品の店 はやし① 〒179練馬区光が丘511009(IIA 31F)
803・ 3998・ 3433圏 10～ 20困庶 田柄本店に自然酒あり
【東京市部】
自然食糧品美味① 〒202保谷市東伏見262080424・ 63。 7613圏 9～
20困0無農薬野菜、トーフ、パン、毎週OOOに入荷
南伊豆山荘 〒202保谷市柳沢32-980424・ 67・ 3404五鳥久男 山荘
連絡先805586・ 2・ 3629山荘/静岡県賀茂郡南伊豆町加納1139-42

はじめ健康食品店① 〒180武蔵野市中町1295●0422・ 54・ 7716圏 8
半～20困 1・ 2・ 3・ 4◎ 食品、野菜、4,||みち先生食養料理教室 1・ 2・ 3⑥
松永指圧治療院 〒180武蔵野市境南町2-817サ ンライズビルアキモ
ト603号 ●0422・ 32・ 0160固 10～ 19困◎ 自宅●0422484094
東京幸茸園① 〒181三鷹市新川42530380422・ 48・ 3877圏 9～ 18
困0祝 霊芝、花粉、純正食品、全国配送、半断食受付
やさい村① 〒181二鷹市下連雀362580422・ 47・ 6639□ 10～ 19ミ
ルキーウェイ 武蔵野市吉祥寺北町5417● 0422・ 53・ 6483
グルッペ調布店① 〒181三鷹市中原212680422・ 49,7225圃 10～ 19
困③ 有機栽培無農薬野菜、海産物、雑穀
ほうすいえん自然食品店① 〒182調布市仙川町11316● 03・ 3326・
2356圏 10～ 19困◎ 無農薬のお茶。有機野菜・果物、純正食品
食養の店和康① 〒184ノ ]ヽ金井市本町41422● 0423・ 85・ 5261圏10～
18困◎祝 無農薬野菜、書籍、料理教室、玄米試食会
天秤屋① 〒184ノ jヽ金井市前原町419980423・ 85。 2602困○◎ 弓1売
りと配達を主とした店 無農薬野菜、自然食品
自然市場。国分寺店① 〒185国分寺市本町214-580423・ 24・ 3386
八王子店 ●0426・ 76・ 1258無農薬玄米。自然食品、全国発送
久米川自然食センターバ、・れ・あ・いの村① 〒189東村山市栄町2-22-
28● 0423・ 95。 9525圏 11～ 19困◎ 食品、有機野菜、書籍
自然食品の店たなかや① 〒190立川市柏町45-16●0425。 35。 5227
圏10～ 18半 困無 無農薬野菜、純正食品、浮津宏子先生の料理教室

美山口茶鶴① 〒192八王子市長沼町58-204-6日 生商店内 ●0426・ 35
。9643圏 11～18困00視 野生学園 (茨城県東村)● 0299・ 78・ 3188
蒼玄協会① 〒192八王子市小門町202● 0426。 25。 0096支部/長野、
中野、屋島、会津若松、鎌倉 南部菜瑛場 (八王子)80426・ 46・ 3095

明日葉O〒 194田 r田市玉川学園27680427・ 29。 5015圏 10～ 18半 困
0有機野菜、食品、手作り生活用品、図書、移動販売
火の島屋① 〒10001東京都大島町間伏 ●04992・ 4・ 0350三原山の噴
火のごとくほとばじる生命への情熱で新しき世界へ′

【神奈川】
清水整体院く清水雄生)① 〒214り |1崎市多摩区登戸新町80● 044・ 933・
1945圏9～ 19手技療法、磁気療法、健康相談 要予約

杉田屋本店ナチュラルフレンド① 〒221横浜市神奈川区鶴屋町335-
88045。 311・ 2196圏 10～20□◎視 自然酒、食品、横浜駅西口歩5分
自然食品センター弘明寺店① 〒232横浜市南区中島町4818045・ 712
・3339圏 10～ 19無農薬野菜、豆腐、批杷葉温圧
サンキュウヘルス① 〒235横浜市磯子区西町■ 88045。 753・ 3993圏
9～21(0祝 11～ 19)困饉 無農薬野菜、自然食品。化粧品 根岸駅歩3分
八百屋そうだわよ① 〒246横浜市瀬谷区阿久和町44058045・ 365。 64
98圏 11～ 19困③③ 店売り。宅配 。移動販売
八百屋花岡① 〒247横浜市栄区上郷町258● 045。 894・ 9538困③ 野
菜、食品、洗剤、書籍 移動販売と配達
自然食センターヘルスロード① 〒242神奈川県大和市中央6-3-228
0462・ 62・ 0020圏 10～ 19困◎ 食品、化粧品、図書、治療院併設
八百屋KAYA① 〒228神奈川県座間市入谷5-1667● 0462・ 55・ 9326
圏10～19困◎ ′]ヽ田急線座間駅2分 野菜毎日入荷、宅配有
陰陽洞① 〒249神奈川県逗子市逗子5328● 0468。 73・ 7137圏 10～ 19
困③ 食品、無農薬野菜、豆腐、化粧品、食養相談、配達
ゆうき自然健康食品店① 〒249神奈川県逗子市久木251180468・
73・ 8050圏 10～19半 困幌 野菜、バン、豆腐、みそ、醤油、貸本
大豆屋① 〒253神奈川県茅ヶ崎市富士見町13380467・ 85。 5316圏9
～18半 困◎ 豆腐、アゲ、ガンモ、調味料、卵

延寿① 〒239神奈川県横須賀市根岸町43-6● 0468。 35・ 8773圃 10～
19困0無 農薬農産物、豆腐、食箋指導、料理講習会、配達
【中部】
マルナカ薬局① 〒403山梨県富士吉田市下吉田25180555。 22・ 0200
固9～ 21困2・ 4③ 漢方薬、健康相談、リスプラン化粧品、食品
ティーハウスぶてろん① 〒38901長野県北佐久郡軽井沢町追分1074
802674・ 5。 7525圏レ21半 困O薬草茶、食養料理研究会
観山荘① 〒38924長野県飯山市大字豊田6398● 0269。 65。 2094ス キ
ー、テニス、温熱療法、半断食・健康相談(蒼玄協会1旨導)、宿泊可
なんじんケンコーフーズ① 〒391長野県茅野市塚原2132880266
。72・ 0073圏 11～ 18困◎視 食品、健康電子製水機、風呂用活性板
ベンション舎燎夢くシャロム)ヒ ュッテ① 〒39983南 安曇郡穂高町豊里曽
0263・ 83・ 3838玄米自然食。洋風コース料理、天然酵母バン、ヨーガ
穂高養生回① 〒39984長野県南安曇郡穂高町有明 ●0263・ 83・ 5260
食養・温泉・針灸・常設養生施設。案内書62円切手同封請求
こく―ぞう(虚空蔵)〒40915山梨県北巨摩郡大泉村西井出82408
0551・ 38。 4741圏12半～19困①③ 雄大な山々と小さなお店/
自
榮奇iγ亀島晶|.虜亀お『 歯i03ケ品 %属饗L躙 夏

清

自然食品センター川合① 〒414静岡県伊東市南町116● 0557・ 36・
7306圏 10半～18困D純正食品、無農薬野菜、CI図書、ヨガ
沖道インターナショナル① 〒411静岡県三島市沢地777180559・ 87
・5290圏 9～19純正食品、自然便秘薬、心身鍛練改造ヨガ合宿
福泉堂① 〒410-03静岡県沼津市原字東中14184380559・ 67・ 3777
圏10～20困③ 漢方薬、野菜
英桜研究会① 〒410静岡県沼津市大岡18941高 田ハイツB101● 0559・
24・ 4652大森英桜先生を通して正食の実際を学ぶ半断食セミナー
富士グリーン健康センター① 〒418静岡県富士宮市宮町52880544
。24・ 0556□ 10～18料理教室(毎月第 l③)食品、野菜
健心館道場 〒41903富士郡芝川町上柚野167380544・ 67・ 0356心
身統一合氣道、氣圧療法(松本健志)、玄米正食入門講座(大森―慧)
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■掲載希望の方は別ベージの入会申込書(法人会長)で申し込んで下さい。3行以上は1行につき5,150円 増しになります。
■掲載内容は、名称、郵便番号、住所、電話番号の順で、圏は営業時間(「 10～ 18半」は「午前10時から午後6時 30分まで」のこと)、困は定
休日(「◎」は「毎日曜定休」、「30」は「第二水曜定休」のこと、「祝」は「祝日休み」、「無」は「年中無休」)、次は営業(活動)内容です。(「①」
はオーサワジャバン商品取扱い店です)

【北海道】 大成自然食センター① 〒330埼玉県大宮市南中野306180486・ 84・
4466圏8～20困0無 農薬野菜、豆腐、バン、海産物、配達
ヘルスショップ浅野① 〒336埼玉県浦和市常盤9104● 0488。 31・ 0(
47圏 10～ 19困③ 食品、無農薬野菜、書籍、化粧編:
自然健康食品三好屋① 〒336埼玉県浦和市北浦和1194■ 0488・ 86・
7234圏9～20困③ 食品、書籍、器具、美容・健康相談、配達、発送

太陽堂① 〒343埼玉県越谷市大沢410580489。 62・ 3479固 9～ 20日
③ 純正食品、野菜、自然化粧品、書籍、料理教室

命の糧ほんものや 〒34901埼玉県蓮田市江ヶ崎西14906● 048・ 76〔
5423黒 いり玄米、他手作り食品製造販売

大橋自然食① 〒350'|1越市霞ケ関北42217● 0492・ 32・ 9445固9～ 19
困◎ 無農薬野菜、食品、図書、化粧品、配達、地方発送、料理教室

0デ リカショップキャリオカ① 〒35002埼 玉県坂戸市薬師町218
80492・ 83・ 4433固 10～21困③ 野菜、化粧品、配達、料理教室
一玄屋① 〒351113埼玉県狭山市入問川15386180429・ 59・ 1941□
10半～19困③ 野菜、書籍、OJのパン、化粧品、料理教室、配達
たべものクラブ① 〒355埼玉県比企郡滑川町月輪98218049362
7461圏 11～ 19困③ 配達いたします。料理教室
すこやか薬局① 〒359埼玉県所沢市松葉町26280429955570
圏 10～ 20困◎祝 西武新宿線新所沢駅東日3分
小川自然食品店① 〒362埼玉県上尾市上町272580487・ 74・ 8504
圏10～19困◎ 純正食品、有機農産物、浄血指導、料理教室
カムカムサン① 〒260千 葉市緑町1282● 0472・ 47・ 1737圏 10～ 19
困③ 無農薬野菜、図書、健康相談、食事指導、配達、各地発送

市川平和堂① 〒272千葉県市川市真間31112● 0473・ 22・ 0810圏 1(
～19困③ 食品、無農薬野菜、料理講習、勉強会、配達
自然食品の店たんぼぼ① 〒2721"|1市 南大野3222580473・ 37・ 50
72圏10半～18困第2・30里予菜、書籍、食養相談、料理講習
自然食の店シーズン① 〒27201市川市行徳駅前22■22行徳マンシ
ョンlF● 0473・ 56・ 6166圏 10～ 19困年中無休
自然食品の店たんぼぽ① 〒277千葉県柏市泉町6-57● 0471・ 67・ 1991
圏10～19困第2日 曜 食品、無農薬野菜、食養・美容相談、各地発送
La Vie de清 蓮① 〒273千葉県船橋市馬込町72580474・ 39・ 7493瞳
10～ 16困◎祝 食品、無農薬野菜、書籍、配達、料理教室
自然食品の店 稲 〒279千葉県浦安市入船4212● 0473・ 52・ 3811匿
10半～19困◎祝 食品、無農薬野菜、化粧品、発送。料理教室
エナジー① 〒281千 葉市稲毛海岸414580472・ 41・ 8733固 10～ 19匿
毎月最終◎ 野菜果物豆腐毎日入荷。食品全般、ア除去食、図書 配達

【東京区部】

【関東】

GAIバ くガイア)① 〒101千代田区神田神保町135寿 ビル803・ 32J
9。 4865圏11～ 19(平日)12～ 19(③視)エ コロジー商品多数
不二自然食品① 〒106港区麻布十番2213803・ 3451・ 8966郵便振
替東京018943圏半～19困③ 野菜、海産物、食養相談
風Fu① 〒112文京区関日1179803・ 3269・ 0833圃0～012～ 15困
00祝 レストラン、料理教室、小売。有楽町線江戸川橋④出日
高砂自然食品センター① 〒125葛飾区高砂8135803・ 3600・ 4322
圏9～ 20困③ 無農薬野菜、果物、料理講習、勉強会、配達
自然食品取扱い店スーバー宝屋① 〒143大田区大森中2241京 浜急
行梅屋敷駅前 803・ 3761・ 5489G卵半～22困無 無農薬野菜、果物
自然食品専門店ベル・ウッド① 〒143大田区北馬込23318● 03・ 31
71・ 9243圏10～ 19半 困③ 無農薬野菜、純正食品、化粧品、配達
青春の八百屋。ゲンマイキッド① 〒146大田区池上3147803・ 3755・
1412困◎ 食品販売、企画出版etc正食料理教室併設
自然食品の店マサチエミ① 〒146大 EJ区多摩川1-352803・ 3756。 24
45圏 10～ 19困③祝 純正食品、無農薬野菜、料理教室、CI図書
オーサワジャバン東北沢店① 〒151渋谷区大山田rl1 5(lF)803・ 346[
・5021 FAX3465・ 5022圏 10半～18半 口⑥ 日本CI協会食:iu事業部
自然食品センター本店① 〒150渋谷区神南1106803・ 3496。 7100
営業所/横浜市緑区美しが丘513188045・ 901・ 5111圃平日10～ 19,
③祝10～ 18食品全般。図書、小売・卸し、レストラン「天味」併設
ポロポロ 〒155世田谷区北沢194803・ 3481・ 6431固9～ 19③ 12～ 18
有機無農薬野菜と加工品小売り

①いわさき薬局 〒053北海道苫小牧市大成町211080144・ 72・ 6811
圏9～ 20困 1・ 30漢方・食養相談、皮フ病・美容相談
手稲食養サロン① 〒006北海道札幌市手稲区前田10条 17丁目2-118
011・ 681・ 1120圏 10～ 17困③ 食品、図書、健康相談、他
自然食品の店―むぎさと―① 〒064札幌市中央区北 2条西28丁 目 8
011・ 644。 1921圏 10～ 19困◎祝 食養手当法相談可・配達・宅急便可
北海道健康学苑① 〒079旭川市永山町1152-6● 0166・ 48・ 4107□ 8
～20困◎ 食養相談、足心道指導、食品、書籍
【東北】
手づくり万頭 たちばな屋① 〒030青森市新町21-880177・ 22・ 6577
固10～20困③ 塩万頭・喫茶あり
自然食品の店エリナ八戸① 〒031青森県八戸市十八日町280178・ 44
・6461固9半～18半 困◎視 野草摘、砂療法、料理教室
弘前マクロビオティック・ハウス① 〒036青森県弘前市新里字東里見
352480172・ 28・ 0736困無だが要電話 正食品、図書、健康相談

秋田自然食品センター① 〒010秋田市保戸野鉄砲町15180188。 23・
2921圏 10～ 18困③祝 料理教室、健康講演会、食品販売、野菜
整
最風旨昌BFTL摯 ワ号挙貢り傷量躍 梅為・

0182り 2・3331圏 8半

マナ自然食① 〒02001岩手県盛岡市高松1153180196・ 62・ 6205
圏8～ 19困① 料理講習(第3水 )、食品、野菜雑穀、図書、配達
盛岡マクロピオティックセンターい一は。と一ぶ① 〒02001岩手県
盛岡市上田堤1512● 0196・ 61・ 3024圏 9～20困 1・ 30純IE食品
はり。きゅういわしな治療院 〒020-01盛岡市前九年36-3180196・
45・ 3461圏8～ 19半 困0と 10泳診流治療、健康相談
みちのく自然食品センター① 〒980宮城県仙台市中央3107● 022・
262・ 7677圏卜19困○ 食事処「友苑」●266・ 4095料理講習
こうげん堂① 〒980仙台市大町26-17● 022・ 265・ 4465圏 10～ 19困
月末O食品、無農薬野菜、自然食レストランプラトー●265・ 8353
五十沢屋① 〒96013福 島県伊達郡飯野町字町29● 0245・ 62・ 3343圏
9～ 20半 困⑥ 食品、自然酒、無農薬野菜
サンマート咲田店① 〒963福島県郡山市咲田21880249。 32・ 4404
圏)23困は 純正食品、CI図書、食養相談
菜こ 〒963福島県郡山市菜根119880249。 39。 7984圏 9～ 19困◎O
車の引き売り、配達、有機農産物、無添加食品

だるまや① 〒965会津若松市―箕町八幡村北11414● 0242・ 22・ 2089
圏10～18天然特産物・自然農法農産物・純正食品。精進料理教室
会津屋純正食品流通センター① 〒966福 島県喜多方市字諏訪1561
80241・ 22・ 4193G邸半～19困無 食品、CI図書、発送、食養相談
バス① 〒970福島県いわき市平杉平1980246。 22・ 9510月 刊『マク
ロビアン』発行、毎月身体改造合宿、健康相談ほか

禅林庵① 〒970福島県いわき市平鍛冶町680246-21-4159C鈴 :30～
18:30困0祝 OJ食品、CI書籍、無農薬野菜

群馬マクロピオティックセンターMAttMO〒 370群馬県高崎市和田
町7-13● 0273・ 22・ 5484田 10～20困0図書、食品、料理教室
高崎自然食品センター① 〒370群馬県高崎市新町卜380273・ 25。 26
05圏 10～19困O図書、食品、正食・空手・ヨガ講習会、健康指導
アザレLove〒 370高崎市八千代町414-1980273・ 27・ 0824圏 9～ 18困
祝 トータルピューテイ&ヘルシー アザレ自然化粧品、フィットネ
スクラブ、マクロビオティック料理教室

須藤商店① 〒376群馬県桐生市東久方町2621● 0277・ 44・ 57330卵
～20困0純 正食品、図書、自然酒、無添加ワイン、料理教室
SUN HOUSE麻理恵① 〒379-21前橋市山王町2-2510● 0272・ 66・ 5334
圏11～ 19困◎祝 食品、無農薬野菜、自然化粧品、手作り料理試食
宮前薬局上原店① 〒378群馬県沼田市上原町18012280278・ 24。 3678
圏8～20困0漢方薬、カイロプラクティック併設
にんじん村生活館① 〒310茨城県水戸市五軒町13-7● 0292・ 24・ 5848
圏10～ 18困0祝 簡素生活探求、バザー、料理教室、体験交流の会
晴雨(てりふり)農場① 〒34913栃木県下都賀郡藤岡町大前175180282
・62・ 2635自給自足的基盤に立っての衣食住の追求と実践
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観饉饉圏匡
=藤

垂盗婁テユース」のミネラJ尻恭篭塗蕩轟淫題塾銀瞳ゼ三菱工朧難購
●基礎講座内容
1月 9日 (水)Na,K  リューマチ、関節炎
2月 6日 (水)Ca, Mg ガン
3月 6日 (水)Cu, se 心筋梗塞
4月 3日 (水)Fe, V  脳溢血
5月 8日 (水)Mn, si アレルギー
6月 5日 (水)Al,Hg ボケ、ノイローゼ
7月 3日 (水)Cr,Mo 肥満、糖尿病
8月  休み
9月 4日 (水)Co,Ni シミ、ソバカス
10月 2日 (水)Pb,As 慢性疲労
11月 6日 例Ю Li,Be,Cb ス トレス
12月 4日 (水)Zn, P  消化吸収不全
―受講終了書授与、ミネラル栄養療法個人指導―

師

料

付受

今、話題のミネラル栄養療法の真髄をあなたも

学んでみませんか。ノlヽグループ単位のためにな

るミニ講座です。
●基礎講座期間 1991年 1月～12月
●開 講 日 時 毎月第1水曜日(PM7:00～ 9:00)
●会    場 自然食ニュース会館

目黒区目黒3-97● 3719-3461
(JR目黒駅西口より徒歩 10分

同口よリバス大鳥神社前下車)

仙石紘二 (自然食ニュース主幹)
1回 (1講座)3,000円
先着順〆切
バイオミネラル研究会
803(3793)5819

●講
●受 講
●申 込

いま、もうひとつの1厖ヨηキ|こ 多争|う
赤穂の天 塩 二つの食卓用塩

食卓用・調理用 しヽ、りかけ用 淡味塩

東京都新宿区百人町 2丁目24番 9号  株 式 ち針社  天  増証 〒 160 電話 03(3371)1521代 表
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靴

日本 CI協 会は “無限の自由 、永遠の幸福 、絶
対の正義 "をだれでもが実現できる法 を唱えて世
界 を駆 けめぐった 、自由人 ・桜沢如― (海外での
ベンネーム 、ジ ョル ジューオーサヮ 、1893～ 1966)
が創設 したマクロビオテ ィック (玄米正 食 )運動
のセンターで 、cl(セ ンター・イグ ノラムス )と
tま「 無知なる者の集 ま り」を意味 し 、健康 と自由
の原理 を身につけていこうという団体 です。

現在 の主な活動は 、

①桜 沢如―著書の刊行 、月刊 『新 しき世界へ』の

発行。マクロビオテ ィック図書の出版 。

②食養料理法の全国普及 (リ マ・ク ッキングアカ

デ ミー 、桜沢里真校 長 )。

く月刊『新しき世界へ』

年間購読料 5,150円

③正食生活法の研究・実践一―夏・冬の健康学園
正食医学講座 、望診法講座 、講演会などの開催。
④正食相談・マクロピオティック生活相談。

⑤その他各種関連活動 、事業。

会員の種Я」は 、A正会員 (年会費 12360円 )、 B
賛助会員 (12360円を2□以上 )、 C誌友 (5150円 )、
D店舗 。団体 (30900円 )があり、これから宇宙の
秩序にもとづく生活法 、食養料理法 、食べ物によ
る健康法を学びたい方は 、正会員になってくださ
い。(正会員は各種相談を受けることができます )
また月刊『新しき世界へ』誌を購読する「誌友」
になることもできます。

●下記の用紙に記入し、会費を添えて 〒151東京都渋谷区大山町11-5日本Ci協会会員係にご送付ください。振替東京0194125

日本 C:協 会 入会申込書 (楷書で書いてください)
E三三]年 [正三コ月号から[三三コ年間分
A 正 会 員   B.賛 助会員

・ 新 規 |  |
・ 継 続 |  |

(12,360円 )
C 誌  友

□)(5,150円 )

(会員B」の符号を○でかこんでくださtヽ。)

D 法  人(店舗 )
(30,900円  2分 害」可 )(12,360円を

1■ .■ .ヽ

種 別 年 会 費 徴特

A 正 会 員 12,360円
月刊機関誌 (年間11回発行)1部送塁。会員証、会員バッジ。各種行事割引。料理教室、正食医学講
座 正食相談、無農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。2000円 分の日本CI協会発行の図書テープ
券進呈。

B 賛助会員 12,360円 を2□以上
月刊機関誌毎号 2部送呈。その他は正会員に同じ。 4000円分の日本CI協会発行の図書券進呈。

C 誌   友 5,150円
月刊機関誌 (年間11回発行),部送呈。料理教室、正食医学講座受講、無農薬玄米配布のカムカムク
ラフ入会可。

D 法   人 30,900F] △に同じ、本誌巻末に毎号、「新しき世界へ」 5部配布。
店名 住所 電話 営業時間 その他を掲載。
日本CI友の店シール配布。

フリガナ

氏  名
業

女

職

男 生年月日3 年 月

)

日生

一丁住

所

(○○号室 )(○○様方 )と詳しく。
)

丁EL

*未婚、既婚 (家族    名 ) あむたが贈呈したい方
の住所・氏名 ( )

法 正 誌 号 1名簿 |  |タナック 領収 / 円

入 金 方 法 現金書留 来館 タト部 フリカエ 雑誌

●会員係の記入欄→
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書
　
　
　
一一、〇杏
円
　
一〓
一杏

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
（桜
沢
里
真
著
Ｙ
一、二菫
円
　
一〓
一あ

食
養
料
理
カ
ー
ド
（ｌ
Ｘ
２
）　
　
　
　
　
各
全
四
円
　
一工
一吾

食
物
の
陰
陽
表
色
刷
り
一
枚
　
　
　
　
　
　
　
一一冥
円
　
一工
邑

正
食
医
学
の
救
急
手
当
法
　
　
　
　
　
　
　
一亜
（円
　
一工
舌

食
物
に
よ
る
健
康
法
・料
理
法
特
集
烏
新
し
き
世
界
へ
Ｌ
吾
号
）

二
、〇さ
円
（送
料
共
）

●
消
費
税
込
み
の
価
格
で
す
。

■
＊
印
は

「桜
沢
如

一
著

・
訳
」
で
す
。

＊
無
双
原
理

・
易

＊
宇
宙
の
秩
序

＊
病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法

＊
心
臓
を
入
れ
替

へ
る
法

＊
人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の

（ヵ
レ
Ｌ

＊
生
体
に
よ
る
原
子
転
換

（ヶ
ル
ヴ
一７
‘

＊
自
然
の
中
の
原
子
転
換

（ヶ
ル
ヴ
７
‘

＊
天
国
の
鍵

＊
食
物
と
人
生

＊

一
つ
の
報
告

＊
ジ
ャ
ッ
ク
と

ミヽ
チ
西
洋
文
明
批
判

一、三
四
三
口
Ｈ　
　
一Ｔ
二六
〇

一δ
呂
円
　
一〓
一あ

七十
三
口
＝　
　
一Ｔ
二
一〇

二
、三
菫
円
　
一〓
一杏

品
切
れ

〓一、六
〇
三
口
＝　
　
一Ｔ
三
一〇

〓一、六
〇
三
口
Ｈ　
　
一Ｔ
三
一〇

一一、六
〇
〇
口
Ｈ　
　
一Ｔ
二六
〇

品
切
れ

一、
〇
呂
円
　
一〓
一あ

三
、０
８
円
　
一Ｉ
一こ

＊
健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

＊
最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝

つ
者

＊
う
さ
ぎ
の
ビ
ピ

＊
ウ
ナ
ギ
の
無
双
原
理

＊
兵
法
七
書
の
新
研
究

＊
わ
が
遺
書

＊
世
界
恒
久
平
和
案
、
「意
志
」
教
育

五
十
年
の
実
験
報
告

桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム

＊
Ｐ
Ｕ
歌
集

石
塚
左
玄
著

化
学
的
食
養
長
寿
論

桜
沢
里
真
著

リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

節
供
料
理

（浮
津
宏
子
）

米
国
の
食
事
改
善
目
標

台
所
を
化
学
で
見
る

桜
沢
如

一
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
講
演

（１４
本
）

判
断
力
の
話

（１
本
）

座
間
講
演

（２
本
）

Ｇ
Ｏ
、
母
を
語
る
（１
本
）

Ｔ
Ｅ
Ｓ
第

一
回
（２
本
）

大
森
英
桜
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

宇
宙
の
秩
序
解
説
（２
本
）

無
双
原
理
入
門
（２
本
）

生
命
と
食
物
の
歴
史
（２
本
）

体
質
別
正
食
法
（２
本
）

玄
米
の
研
究
（２
本
）

美
容
と
ヒ
フ
の
手
当
法
（２
本
）

健
康
法
総
批
判
（２
本
）

身
心
改
造
法
（２
本
）

入
浴
法
の
研
究
（２
本
）

妊
娠
と
出
産
（２
本
）

人
間
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
（２
本
）

女
の
業
に
つ
い
て
（２
本
）

食
物
と
夢
判
断
（２
本
）

眼
病
の
治
し
方

（２
本
）

子
供
の
病
気
と
食
養
（２
本
）

一一、六
七八
【間
　
一Ｔ
一三
ｏ

一一、六
七八
ロ
ロ　
　
一Ｔ
二五
〇

二
、六
太
円
　
一Ｉ
一吾

四
、
一言
円
　
一〓
一吾

四
、
〓
面
国
Ｈ
　
一Ｔ
一一五
〇

一一、〇九
〇
〔間
　
一Ｔ
一一三
〇

四
、
一言
円
　
一Ｉ
一吾

四
、
〓
δ
口
”
　
一Ｔ
一一五
〇

一一、六
七八
日間
　
一Ｔ
二五
〇

四
、
〓
δ
口
Ｈ
　
一Ｔ
一一五
〇

一一、六
七八
口
Ｈ　
　
一Ｔ
二五
〇

一一、六
七八
口
］
　
一Ｔ
二
五
〇

二
、六
太
円
　
一〓
一吾

〓〓
き
円
　
一Ｔ
霊
ｏ

四
、八四
〓
間
　
一Ｔ
一三
ｏ

一ど
邑
円
　
一〓
一あ

≡
五
円
　
一〓
一あ

二
究
円
　
一Ｉ
一あ

七、七
量
円
　
一〓
一あ

七
、七
量
円
　
一〓
一杏

三
一〓
口
Ｈ　
　
一Ｔ
一七
五

三〇九
円
　
一Ｔ
四
六

一〓
円
　
〒
一圭

一〓
、六
三
璽
四
Ｈ　
　
一Ｔ
六
七
〇

二
、六
太
円
　
一Ｔ
一七
五

一一、〇九
９
円
一　
一Ｔ
一三
ｏ

二
、六
太
円
　
一Ｔ
一圭

三
、〇き
円
　
一〓
一吾

品
切
れ

品
切
れ

品
切
れ

品
切
れ

品
切
れ

一ど
昌
円
　
一〓
一あ

久
司
道
夫
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

人
間
性
の
医
学
（２
本
）　
　
　
　
　
　
　
　
一一、究
〇
円
　
一〓
一吾

世
界
平
和
と
健
康

（３
本
）　
　
　
　
　
　
　
四
、六
量
円
　
一〓
一吾

ｏ
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
出
版
物
は
、
本
部
で
直
接
、
ま
た
は
日
本
Ｃ

ｉ
協
会
友
の
店

（本
誌
巻
末
参
照
）
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

●
本
部
へ
の
注
文
は
、
①
現
金
書
留
、
ま
た
は
②
振
替
東
京
？
冗

里
量
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
と
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
①
の
場
合
は
７
日
、
②
の
場
合
は
、
１０
日
ヽ

‐５
日
み
て
く
だ
さ

い
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
‐５‐
　
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話
　
（〇
三
Ｙ

一四
六
九

・
七
六
三

一
〇

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
一二
五
〇
円

六
千
円
未
満
　
四
五
〇
円

一
万
円
未
満
　
五
五
〇
円

一
万
円
以
上
　
工（
五
〇
円



(新企D
★はじめてのか ・もう一度基礎からという方ヘ

土よう入F 講座
無双原理のお話と玄 の試食―

主催 /日本 Cノ 筋会

町

米

√7ク〃″デイノ″,7/F7′ 4′景ソフて協研′

鮒のノインタを球わι噺むノ

夕どιr),Fι

マクロビオテイツク {正食}のこと、無双原理による正しいものの見方・考え方について、健康の

こと、陰陽についてなど、実生活と対比しながら、わかりやすくお話を進めてゆく講座です。

マクロピオテイツクの実行で心身共に健康で楽しい人生を送りましよう/′ぜひご参加下さい //

● 日 手呈             ● Jじ言舌 /力 画 栞 ジに鋼
「① 5月 25日 (土)午後 3時～5時半「正食について、健康について」・食事

② 6月 29日 1土 )午後 3時～5時半「陰陽の見分け方と実生活への応用について」・食事

●講習費/各回ごと 3、 000円 (消費税込)玄米の基本食つき′ノ
●参加資格/特にありません、どなたでも、どの回からでも参加できます。
●要予約/前日までに下記へお申込ください。 1電話でも可 )

●申込先/日本CI協会・L03(3469)7631代  〒151東京都渋谷区大山町 11-5

「 +よ う|スfヨ 言障雇L」 呵ヨ質L峯馨

′

′

Ｆ

′

′

ノ

ヽ

′
′
Ｆ
′

′

“
〃協ｒノレ

土
τ硼

乃
／
ノイ口π

″〃ク７

氏

名

男

女

明・大・昭

年生

電 話

番号

鯉り日本Cl薔書の,云 A'IEヨ雲J記で丁

②誌友です
③会員ではありません

住

所

1 5月 25日 (土}に 受講します
6月 29日 (土}に 受講します2

講習費 3,000円 X 回分 合計      円を添えて申し込みます。
日 本 C l協 会 御 中           年  月  日



●ゴJり事 ′オ θ ノ″分 ″畢レ1ィ ライ ハ

☆マクロビオティック生活実践講座 講師/大森一慧
正食を実行する上でのさまざまな問題 ……妊娠中の食事、生活の注意、出産後の生活の仕方、離乳食と離
乳について、母親同士のつきあい、子供同士のつきあい、保育園、幼稚園生活ではどうしたら良いか ? 学
校給食ではなく、お弁当を持たせたい ! 予防注射はどのように考えるか、また、結婚前の女性のマクロビ
オティック生活法について、現代社会における人とのコミュニケーションをスマー トにする方法は ? 夫が
正食をしてくれない、親、姑たちに理解 してもらえるには ? などなどについて参加者の皆さんと一緒に考
えながら、無双原理の立場からみての考え方をお話 ししていだきます。独身の方、母親の方、ぜひ、おいで
ください。 (男性の方も大歓迎です)
● 5月  2 5日 (二L)■ ■ =00-■ 4=00(昼 食 付 )一→ 曜 Eヨ 注 意
☆テ ーー マ

「
、 ク EIビ オ テ ィ ッ ク 牛 活 ‐子 目 て Q8LA`LD」

*1卜 食 に 関 し て の 疑 問 ‐質 問 、 そ れ
`こ
対 す 」る 回 _、 毒参

カロ者 お 々 い の _見 交 換 、体 験 発 表 を豊行 い ま す 。
*雀卜 自 」予 こゾ 質 問 ]自与 を こr用 意 ぎ 下 さ い 。

●聟暑 罰覆剌 げ 4手 [コ 39090F](― ■篭 f寸 ) オ3月卜率秦 ― ォ‐ 響参 カロ ロJ
X要 予 約 (事 前 に 必 ず お 申 込 み 下 さ い )
☆ ま〕ハくるレと■壼ゝクト リ 言薄 誕ヨ髪妻 ●講師/大森―慧 ●5/11(土 )・ 6/29(土 )●詳細は別ベージ参照

☆マクロビオティック子育て・家庭相談 .担当/大森一慧
妊娠、出産、子育て、教育、健康に関することを中心に家庭や社会  ● 5月 11日 (土 )16:15～ 17:15
でのさまざまな問題について、マクロピオティックの立場からみた解  ● 5月 25日 (土 )14:15～ 15:45
決の方法を指導いたします。                    ● 6月 29日 (土 )16:15～ 17:15
※個人相談 (有料/一人30分) ※要予約/詳細は係まで

‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡

五 77ク″どン ディックを業「ιイ撃
'ボ
基本コーズ

***********************************************

◆ マ ク ロ ビ オ テ ィ ッ ク の お 話
・
試 食  .ぉ 話 /加 藤 大 季

く初めての方のための楽 しい集まりです>
★玄ホニ鳳豊ム鳳2の お話と試食です。「玄米っておいしいの ?」 まず、実際に召し上がってみてください !

そして、食べ物と心と体の大切な結びつきについて考えてみましょう。「マクロピオティックとは何なのか」
「なぜ玄米を食べるのか」「まず初めにどうしたらよいか」などをテーマにわか りやすくお話 しします。
まだこの素晴らしい玄米食を知らないご家族やお知合いの方をお誘い合わせの上、ぜひ、お集ま り下さい。
●日程/*5月 18日 (土 )、 6月 15日 (土 )16:30～ 18:30→曜 日と時間に注意
●会費/各回2,575円 (食事付) ●要予約/前 日までに必ず電話でお申込み下さい。
***********************************************

◆家庭の手当法         .担 当/加藤大季
風邪をひいた、熱がでた、お腹がいたい、吐き気がする、ケガ・やけどをした、虫歯がいたい……などな
ど、日常生活での体の トラブルは、たくさんあります。そんな時身近にある植物や食品を用いた正しい手当
ての方法を身につけていればあわてることもありません。その時その季節にあった手当法、保健飲料の作り
方を実習しながらしっかりと体得し、「イザ l」 という時に備えましょう。
●日 程/5月 18日 (土 )14:00～ 16:00「無圧の玄米クリーム、体を暖めるおいしいヤンノーほか」
●会 費/各回2,575円 (材料費を含みます)※ 要予約/前 日までに必ず電話でお申込み下さい。
XXX踪 顆レ了ポ歩0◇0◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎O③◎0◎OCO鮨 輻筵冬胚胚巡巡××XXX/

◆マクロビオティック生活相談 ●担当/加藤大季
正食を実行する上での トラブルはよりよい解決法で !

人とのつきあい(地域、仕事など)に起こる問題、健康上の問題、育児、  ●5月 18日 (土 )18:45～ 19:45
しつけ、学校 (給食、いじめ、登校拒否など)わからないこと、困って  ●5月 25日 (土 )17:30～ 18:30
いること、迷っていること、悩んでいることなどを一緒に具体的に、考  ●6月 15日 (土 )18:45～ 19:45
えてゆきます。何でもご相談下さい。 ※個人相談(有 料)※要予約/詳細は係までお問い合わせ下さい。



<食養手タ ク教室>

好評のすぐに役立つ…・
βオθノ協会

講 師 /大 森 ― 慧

おバんとう″り

毎 日のことだから大切にしたい !
おべんとうを開けた時の、なんとも言えないあの思い。まわりの人の反応で得意になったり、ひがんだ
り……。お子様にとつて、「おべんとう」による親子のふれあいや社会体験は、マクロピオティックを実践
する上で、重要なポイントとなります。小さいけれど大きな意味のある、いわば“食文化の箱庭"です。
そんな大事なおべんとう作りも、毎日のことになると、ついマンネリになりがち。そこで、愛情のこもつ
たメニュー、豊富なアイディアの数々を実習してみませんか。中身、味つけ、見た日もとても大事。子ど
もが喜んで持つていく「おべんとう」は? 手間も費用もムダなく作る工夫は? さあ、玄米つ子 6人を
育てた大森一慧先生に、そのコツを習いましょう。 (大人の食事の参考にもなりますよ)

●講 習 費/各回3,090円 (材料費込み)●定員/30名 ※要予約(事前に必ずお申込み下さい。)
●申込み方法/1)先ず電話にて予約し、2)申込み書に記入し講習費を添え郵送または持参して下さい。
●保 育 あ り/一人につき1030円 (ただし、事前に必ず問合せて確認して下さい。)
●申し込み先/日本C:協会 〒151渋谷区大山町11-5=03-3469-7631 FAX03-3469-7635

● 5月 ■■ Eヨ (二L)■ 3=00～ ■6=00
★ 献 寺

■…巻 き ず し /①太 巻 き ② 細 巻 き ③ ラ ッ プ 巻 き
2_茶 巾 Lば り

3_即 席 づ け
4_す 雇表 し 汁
● 6月 29E(― 卜 ) ■3=00-― ■6=00
★ 献 立

■_グ リ ン ピ ー ス ー
~飯

2¨ ひ え コ ロ ッ ケ

3_い ん げ ん の ご ま 和 ′L
4_新 ―
~ぼ

う み そ 薫

5_手 綱 こ ん に ゃ <
※内容の一部が変更になることがあります。

お べ ん と二 う 作 り 講 習 会 申 ス み 書

:T    ~

*電話番号   (  )住所

保育希望します1030円 X 名で   円
氏名| 参加希望  1.5月 H日 、2.6月 29日

Oを つけて下さい。

参加費 モ■言十 円  を添えて申込みます
:協 会 御 中

-12-

平成 3年



く新シリーズ〉

オータを健康にするプログラムオ
主催/日 本Ci協会
″ の動乞″″′〔日)

α 醐 諸 実技 で徹底講習 !ノ じ定員/25著
"″鉦食医学による*「食箋料理・手当法特別講座」

◎鼻の病気について
花粉症・蓄のう症・鼻炎(アレルギー性、肥厚性)・ほか

θ″ι
'で
なるぼど

°

●月 て,実
『

して納得

●実夕 でおどろき

θιっか ク体得〃

オ′″確 な 判 断 の 仕 方 、食 箋 料 7‐

で の 気 <ぱ り 、 手 当 法 cの
ち ょ っ と し た ポ イ ン ト 、

そ の 秘 決 をヨー
~び ヨに し 」に う ′′

‐ 病 気 ぶ つ症 状 に 適 し た

★食 材 料 の 選 別

★ゴLホオ辛斗4手音
「
υ′奮た い フけ、 七刀 リ フケ

☆費簑 dD暫騎 Lフケ (炒める、煮る、炊く、猫でる、揚げるなど)
☆目曙町姜■鋼卜(みそ、しょう油、塩)υり七たい プラ

★食 養 千 当 法 (内 メ調 、 外 用 )

.日時/6月 30日 (日 )10時30分～5時
途中で休憩、試食(2時半頃)があります。講習の内容・進行によって時

間が延長・短縮される場合がありますのでご了承下さい。

●者妻饗襲/■ 6,000Fヨ (正会員・法人会員の方のみ対象です)
●会場・申込み先/日本C!協会 〒151東京都渋谷区大山町 11-5

21(03)3469-7631(代 )FAX(03)34697635

●受講には「正会員」または「法人会員」なることが必要です。

●要予約/ま ず電話で予約して、申込用紙に記入し、6月 19(水 )ま で

に受講料を添ぇI事務局へ。電話のみの申込みはお受け出来ません。
●お申込はお早めに‖上記手続き終了順で定員に達し次第締切ります。

●完全予約制のため、取消しは原則として出来ませんのでご了承下さい。

都合で出席できない場合は、アンコール篇に優先的に切り書えさせて

いただきます。

正食三十数年、六人の子育てをしながらの病人の食事作り

手当てなど他に例を見ない、命がけの日々を経て、また、

19年前には一ヶ月以上も生死の間をさまよう正食の大反

応、大改革を経験。その実際的、具体的なお話しや料理、

手当ての方法は必ず皆様の参考になることでしょう。

一P特      躍誓―
●食 箋 に つ い て の 議 義

●曇譴ヨ饉オ斗理里 5ヒ 躍野 だヒ尋tJ鼈
●手 型当て 法 の 実 習

舅ら■0壼コ /6月 30[ヨ (日 )

タ イ ′ヽ ラ・ ―一 フリ レ

10時～10時 25分 :受    付
10時30分～3時 1食箋料理講義・食箋料理実習・試食

3時15分～5時 :手当て法の実習

※第11回 目は「耳の病気」 7月 の予定です。

詳細は6月 号にて発表

■講義・実習の録音、録画、撮影はご遠慮下さい。

講師/大森一慧

「食箋料理・手当法特別講座」第10回 (6月 30日 )申込書
①日本Cl協会の正会員(0家族)です。

②法人会員(の家族)です。

③誌友から正会員に変更します。

④正会員に新規加入します。

精算額        円

講習費/16,000円 円を添えて申込みます。

年   月   日日本CI協会御中



轟夕 2々 ν 協会
た一家を健康

=こ
ズζノンクレ キアクフτ″タリ″ 〃14日(金)

θ爆発議ご娯鐙7で努物盛霧髪勇グ ″

θノン
'τ
な る■まど

θガ ζ 奏督 7ι 衝%ζ
θ実技 0おどろぎ
θι〃 :り体得 !!

★正確な判断の仕方、食箋料理での気 くばり、
手当法でのちょっとしたポイント、その秘訣

を学びましょう‖

‐ 病 気 や 症 1犬
`こ

う商 し た

*食 材 米斗の 選 び 方
*“ 護本オ米斗雀手音BαX吏 い プデ、 七刀 リ プす
*熱 の 涌 l_方  (炒める、煮る、炊く、無 る、揚げるなど)
*割 司らに*斗 (味噌、醤油、塩)`わ 4菱 い プテ
*誓 きヨ讐ヨ

「

豊

"チ
ミ(内用、外用 )

●日時/6月 14日 (金)10時 30分～午後 5時
(途中で試食、休憩力であります。講習の内容によって時間が延長され

る場合力でありますので、ご了承下さい)

●壬や費 /16,0001司 (正会員・法人会員の方のみ対象です)

●会場 。申込み先/日本Cl協会 〒151東京都渋谷区大山町115
0 (03)3469-7631(ft)FAX(03)3469-7635

●定員/25名
●受講には「正会員」または「法人会員」になることが必要です。
●要予約/ま ず電話で予約して、申込み用紙に記入し、6月 12日 (水 )
までに受講料を添えて事務局へ。電話のみではお受けできません。
※アンコール第 9回「 目の病気」は10月 の予定。詳細は来月号に発
表します。

別講塵

*正食医学による*

食箋料理・手当法

講師/大森一慧
正食 30数年、 6人の子育てをしながら、病人の食事作リ
や手当てなど、命がけの日々を経て、また、自身、 19年
前には 1カ 月以上も生死の間をさまよう大反応、大改革を

経験した。その実際的、具体的なお話や料理、手当ての方

法は、必ず皆様の参考になることでしよう。

☆☆☆☆内 容 ☆☆☆☆☆
■■ 食 等 :こ ― い ■こ の 講 義
‐  食 箋 米斗理 実 習 と 試 食
■ 日 手 主当 法 の 雲ヨ習

アンコール第 8回の内容は↓
●心臓病/狭心症、心筋梗塞、

弁膜症、不整脈など

タ イ ム テ ー プ
・
ル

10時～10時25分 :受   付
10時 30分～ 3時 :食箋料理講義・実習・試食

3時 15分～ 5時 :手当法の実習
●講義 。実習の録音、録画、撮影はご遠慮下さい 。

「食箋料理・手当法特別講座」アンコール第 8回 (6月 14日 )申込み書

氏

　

名

男

　

女

明・大・昭

年生

電話

番号

①日本Cl協会の正会員(0益 )です
②法人会員 (の家族)です。
③誌友から正会員に変更します。

④正会員に新規加入します。

精算額       円

IE

所

一Ｔ

講習費 16,000円    合計___    円を添えて申込みます

日本 CI協会御中           年  月  日

-10-



〈新シリーズ〉

キー家を健康
=こ
ズσカ ル ∠オ

講師/大森一慧
正食30数年、6人の子育てをしながら、病人の食事
作りや手当てなど、命がけの日々を経て、また自身、
19年前には 1カ 月以上も生死の間をさまよう大反応、
大改革を経験した。その実際的、具体的なお話や料
理、手当ての方法は必ず皆様の参考になるでしょう。

☆☆☆☆内 容 ☆☆☆☆☆
■ 食箋についての講義

■ 食箋料理実習と試食

■ 手当法の実習

第 9回、5月の内容は↓
●目の病気/近視、遠視、乱視、
自内障、緑内障、ものもらい

主催/日本 CI協会

舅ワ″ J″′∂日(日)

特別講座

眼
ど
老
な

●    娯諺7で考協蒻勇鍵翠7ノ ″ J多

*正食医学による *

食箋料理・手当法

θル7'てなる
=ま
ど

θ夕 こ 兵響7ι a協タ
θιフ″9ダ豹劣 /

★正確な判断の仕方、食箋料理での気くばり、
手当法でのちょっとしたポィント、その秘訣
を学びましょう!!
●病気や症状に適した

*食材料の選び方
*食材料各部の使い方、切り方
*熱の通し方 (炒める、煮る、炊く、節でる、揚げるなど)
*調味料(味噌、醤油、塩)の使い方
*食養手当法 (内用、外用)

● 日 時 /5月 26日 (日 )10時30分～ 午 後 5時
(途中で試食、休憩があります。講習の内容によって時間が延長され

る場合がありますので、ご了承下さい)

●£議饉/16,0001羽 (正会員・法人会員の方のみ対象です)

●会場。申込み先/日本CI協会 〒151東京都渋谷区大山町11-5
■0(03)3469-7631(It)FAX(03)3469-7635 0定 F亀 /254ζ
●受講には「正会員」または「法人会員」になることが必要です。
●要予約/ま ず電話で予約して、申込み用紙に記入し、5月 22日 (水 )
までに受講料を添えて事務局へ。電話のみではお受けできません。

※2月の第 7回「呼吸器の病気」の内容をア

ンコール開催 します。 5月 10日 (金)10時30分

より。詳細は本誌別ページ参照。
●講義 。実習の録音、録画、撮影はご遠慮下さい。

「食箋料理・手当法特別講座」第 9回 (5月 26日 )申込み書

①日本CI協会の正会員(0難 )です
②法人会員 (の家族)です。
③誌友から正会員に変更します。
④正会員に新規加入します

日本 CI協会御中

-9-



星確%多オσ/顔
オ罷載髪蒙落″ ノンクレ∠★アンフτ〃 7″ 5月′θΞ往
θ

*正食医学による*

食箋料理・手当法

講師/大森一慧
正食30数年、6人の子育てをしながら、病人の食事作リ
や手当てなど、命がけの日々を経て、また、自身、 19年
前には 1カ月以上も生死の間をさまよう大反応、大改革を
経験した。その実際的、具体的なお話や料理、手当ての方
法は、必ず皆様の参考になることでしょう。

☆☆☆☆内 容 ☆☆☆☆☆
■■ 食 箋 に二― い ヽ の 講 義
■■ 誓き彗磐*斗王軍 ョ豊理雪 くL言t“護
■■  FL当 法 α )実ョ習
アンコール第 7回の内容は↓
●呼吸器の病気/気管支炎、ぜんそく、

結核など

″

θノア }でなるほど

'夕
こ ズ

『

ιζ〃″
θ実技 0おどろま
θι″ :ノ体得 !■

★正確な判断の仕方、食箋料理での気くばり、
手当法でのちょっとしたポイント、その秘訣
を学びましょう‖
‐ 病 コ や 症 状

`こ
う商 し た

*食 材 料 の 選 員びr方
*誓 き本オ米斗雫手音 BθD4蓋 い フリ、 t刀 リ ブテ
*熱 の 通 し 方  (炒める、煮る、炊く、無 る、揚げるなど)
*訂 司じに*斗 (味噌、醤油、塩)σ)4菱 い プす
*誓 きヨE月卜豊当ガ瓢 内用、外用)

●日時/5月 10日 (金)10時 30分～午後 5時
(途中で試食、休憩があります。請習の内容によって時間が延長され
る場合がありますので、ご了承下さい)

●会 費 /16,000円  (正会員・法人会員の方のみ対象です)
●会場。申込み先/日本CI協会 〒151東京都渋谷区大山町11-5
C (03)3469-7631(rt) FAX(03)3469-7635

●定員/25名
●受講には「正会員」または「法人会員」になることが必要です。
●要予約/ま ず電話で予約して、申込み用紙に記入し、5月 8日 (水 )
までに受講料を添えて事務局へ。電話のみではお受けできません|
※アンコール第 8回「心臓病」は6月 の予定。
詳細は来月号に発表します。

特別講座

タ イ ム テ ー ブ ル

10時～10時 25分

10時30分～3時

3時 15分～5時
食箋料理講義。実習・試食
手当法の実習

「食箋料理 0手当法特別講座」アンコール第 7回 (5月 10日 )申込み書
氏

　

名

男

　

女

明・大・昭

年生

電話

番号

①日本Cl協会の正会員ωな)です
②法人会員 (の家族)です。
③誌友から正会員に変更します。
④正会員に新規加入します。

繕 笠 箱 回

伍

所

T

講習費 16,000円    合計  _円 を添え

日本 CI協会御中            年  月  日

-8-



PU経済学 ロゼミナール

J漱デク
〈講師/大森英桜〉

,榊強
=4″
′教ル″り%″♂ど

◎毎回大好評の「
PU貝 オテ ク 講靭整 」を半年′ぶりに開講!!

無双原理、宇宙法則を縦横に駆使し、他に類をみない大森英桜先生独特の解説 !!

その鋭い洞察力、ユニークなお話を聞き、よリリッチな心身、人生をめざしましょう!

′も、る つ て ご 豹 口くく だ さ  い 9

□日 鵬畢/■ 99■■
「

5月 ■2日 (日 ) ■■臓争 -́5臓 争)K早奎ゴ護 _ノ そ彗
口会 場 /日 本 C i協 会 2階
□講 習 費 /24,000FK芳 姜A、 1卜 会 員 健■2■ ヮ000FЧ )※含消費税
町起 澤 ν 60■呂 (音13ジ)運夢カロ襲よ dら セつ ま 十十ノし )
■主催/日 本CI協会〒151渋谷区大山町11-5

2103・ 3469・ 7631 FAX.03・ 3469・ 7635

■申込方法/申込書に記入し1講習費を添え、日本CI協会
あて現金書留で送るか直接持参して下さい。

■締切り/5月 7日 (火 )ただし定員になり次第締切ります。
*取消し/5月 7日 (火 )までの取消しは、手数料1,500円を引
いて返還します。それ以降の場合は、会の運営上

半額返還となります。

■日本CI協会の法人、正会員または、誌友になることが
必要です。

■参加の方には軽食がつきます。

※予約しないて直接参加の方は1,000円の割増しを申し受

けます。(定員に余裕のある場合のみ受付けます)

※定員締切りが予想されますのでお早めにお申込下さい。

●講義の録音、録画、撮影はご遠慮下さい。

夕 |イ|ム
'テ
|■:ブ

'|レ

◆世界はどうなる?
穆 硼 鰊
一湾岸、パルト三国など激動の世界情勢下の財テクは?一
株・金融商品・モノ・株・土地・自己投資など

◆お金と運勢

10時～◆受  付 進
11時◆講義 I世界はどうなる?
●無双原理・宇宙法則で斬る!!

湾岸・パルト三国など激動の世界

情勢下での財テクは?

*株・金融商品・土地。自己投資等
1時◆休憩、軽食
2時羊◆講義Ⅱお金と運勢
●金運の強い、悪いを

人相、手相、姓名でみる

5

PU財 テ ク 講 座 IV

受 講  申 込 書

合計

日 冽匡 C 工 場男髪姜網印にド

円を添えて申込みます。

平成   年  月  日

-7-

1.正会員(の家族)です。

2.誌 友(の家族)です。

3.入会申込みます。

年  月 日 生

( )歳

勤務先

■L   (  )

自宅電話

DEL ( )



正食医学講座・男 J不斗

診法特集
講師ノ大森英桜
*人相 、手相にみる「健康Jと「運命Jの 秘密‖ 無双原理で縦横に解明 !

―①4-月 28日 (日 )～ 29日 (祝) l② 6月 1日 (土 )～ 2日 (日 ) l③ 7月 6日 (土 )～ 7月 7日 (日 )

「人相J「手相」は、神秘めかして易者さんの専売になって

います。無双原理は、あらゆるものの原理ですから、人相

も手相も、易者さんも驚く原理で解明します.そ して、運
命、性格だけでなく過去・現在の健康状態を判断します.

これが「望診法」で、正食医学の極意です。修養の足らない

者がこれを丸かじりすると危険なことから、古来、むやみ

に教えられなかったものです。

まず、人間の誕生の経過(発生学)を研究します。これが

望診法の基礎の基礎になります。

6月 の第 2回は「鼻・耳・口・歯・ほくろ・手相総綸・生命線・

頭脳線・感情線」、第 3回は、「結婚線・太陽線・爪‐指・声・脈
・足・便」などです。〔保育はありません〕

●髪妻出男/日 コ匡 C I t協 ぢキヨト音13

夕 呵rAテ =―― プ )レ

●研修費/① ② ③各27,810円 (正会員は26,780円 )(2食つき、宿泊費含まず)
※会館に宿泊の方は1泊2,060円増し。研修費、宿泊費などは消費税込みです。

●主催/日本CI協会〒151渋谷区大山町11-5a03・ 3469・ 7631(小 田急線東北沢駅下車)FAX.03・ 3469・ 7635
●持参品/食器(茶わん、汁わん、中皿、はし、ふきん)、 雑巾、学習用具。

●申込方法/申込書に記入し、講習費を添え、日本Ci協会あて現金書留で送るか直接持参して下さい。
●締切り/5月 29日 (水 )ただし定員になり次第締切ります。

*取消し/5月 29日 までは手数料2000円を引いて返還.それ以降は、会の運営上、半額返還となります。
●日本C!協会の法人、正会員または,誌友になることが必要です。
●食事/日本C:協会料理部による玄米正食料理でJ。
※講義の録音、録画、撮影はご遠慮下さい。

6月  ■ 日 (」ヒ )
12:30～ 13:30進 行 説 明
13:30～ 15:30講義①「鼻と耳」
16:∞～18:00講義②「回、歯、あごJ
17:30～ 19:00 夕 食
15:30～ 17:30講義③「ほくろ

6月 2日 (日 )
6:00～ 7:∞ 起床、清掃、歌

7:∞～ 9:∞ 講義④「手相総論、生命線」

9130～11:30講義⑤「頭脳線」
11:30～ 13:∞ 食  事
13:00-

望 診 法 特 集

受 講 申 込 書

正会員(の家族)です。番号

誌 友(の家族)です。
入会申込みます

生日
滅

月

く

年

明

大

昭

―

ロ
ー
「
劇

氏

名

職

臓 ( )
勤務先

TEL

ふりがり崚 自宅電話

L  ( )住 (〒  ― )都道
府県所

村

町

郡

市 1.望診法②を受講(一般、誌友)… 27,810円

2.望診法②を受講(正会員)・……・・26,780円

3.会館に宿泊を希望します……… 2,060円

合計_____一 ―一円を添えて申込みます.
日 本 C : 協 会 御 中     J「   月  日

-6-



■5月 は特別行事のため休みます。

プロの技‐:こ―学ぶ ますますご好評をいただき :

3年目を迎えましたノ

講師/松本 光司

■■

要点を説明する松本光11先生

10:30-15:30

*実習・試食・講義でしっかり体得できる充実し

た内容で、和気あいあいの楽しい授業です。

*豊富なメニューでレパー トリーがぐんぐん増

えます。

●会 場/日本CI協会会館 3階

0受講料 (各回ごとに)(消費税を含む)/正会員・法人
会員=10,300円。誌友 =10,815円。

0受講は日本 Ci協会「正会員J「法人会員Jま たは「誌
友Jに なることが必要です。
O要予約/ま ず電話で予約し、申込み用紙に記入し、4

日前志でに受講料をそえて事務局へ。

(準備の都合 11、 必ず予約をされるようお願いします)

●エプロン、スカーフ、筆記用具持参

0途中、試食・休憩があります。メニューによって多少

‖キ間が延長される場合もありますのでご r承下さいっ

■ 7月 21日旧)10:30～15:30

◆メニュー

生椎茸の金銭揚げ、コーフーと三

色野菜炒め、南瓜万頭、茄子はさみ

揚げ、笹巻蒸し、冷し粥

◆お話/節句料理について(2)

▲ 千ぎわよく調理 しながら、

■ 6月 16日 (日 )

◆メニュー

五日昆布、納豆のシソ揚げ、よせ

豆腐、あわ魅の揚げ煮、グルテン

バーグ、玄米御飯

◆お話/節句料理について(1)

プロの技に学ぶ≦ミ 華義 米斗理里 主支 元長 言青 ′卒 申 ■入 書

氏

名

田
力
・井
ス

明 。大 。昭

年生

電話

番号

盤
行 )    |   _
① 日本 CI協会の正会員 (の家族)です。②「誌友」です。③ 法人会員です。
④ 会員ではないので入会申込みます。(どれかに○をつけて下さい)

下記のように受講料を納めます。 (該当する月日と金額を○で囲んでください)

受  講  日      1  正会員 。法人会員 1   誌   友
6月 16日・ 7月 21日      |(各 回ごとに)10,300円 |(各回ごとに)10,815円
●正会員会費 (12,360円 )を納めます。●誌友会費(5,150円 )を納めます。

合計 円を添えて申込みます。 1991年   月  日



イ|17■インーF″|″″:ギ∵■

集申料1理‐講1座
*毎週開講しているリマ・クッキングアカデミーの内容を、遠方の方または毎週通えない方のた
に開催する濃密な講座です。 2日間に4実習と「質疑応答」があります。
*免状/この集中講座を3回受講すると「初級」免状を申請することができます。さらに4回受
講すると「中級」免状の申請資格が得られます。毎週の料理教室を受講されている方でも、こ
の講座を受講すれば4週分の受講と同じ扱いとなります。
*日時/1991年 6月 22日 (土 )午後 1時～23日 (日 )午後 3時  1泊 2日 (通いも可)
*会場/日本CI協会会館 3階 料理教室(〒 151渋谷区大山町11-5803-3469-7631)
(新宿から小田急線各駅停車 5つ 目 東北沢駅から2分 )

*入学金/リ マ・ クッキングアカデミーの入学金として5,150円 (納入済みの方は不要)
*受講料/下の「申込書」の欄を参照。 *申込み方法/「申込書」に記入し現金書留で送るか直
接、事務局に持参して下さい。 *締切り/6月 18日 (火)午後 5時
*取消し/締切りの日時までの取消しは、手数料2,000円を差引いて返還。それ以後は運営上、半
額差し引いて返還します。(事前に申込まずに出席希望の方は1,000円割増しを申し受けます)
*持参品/筆記用具、エプロン、スカーフ (頭にかぶるもの)、 雑巾、容器(料理の一部を持ち帰
る方)、 寝間着(会館に宿泊する方)

●6月 22日 (土)午後 1時受付 ◆ 1時 30分～4時30分「料理実習 I」 (講師/桜沢里真=予定)◆
6時～8時30分「料理実習Ⅱ」(講師/吉成知江子)● 6月 23日 (日 )午前 6時 起床、清掃、体操、
歌 ◆ 7時～9時30分「料理実習Ⅲ」(講師/吉成知江子)◆ 10時 30分～11時 30分「質疑応答」
◆12時～午後 3時「料理実習Ⅳ」(講師/桜沢里真=予定)
※担当の講師が変更になる場合があります。※講習費には消費税相当額が含まれています。
1991年 6月 22日 ～ 6月 23日

`;じ

丁リッ阜万「カデミー集 中料 理講 座 申込書
01.「通い」で受講します。02.会館に宿泊します。03.部分参加(講習 I,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ )
(17,510円 )       (19,570円 )      (I,Ⅳ /各5,150円、Ⅱ,Ⅲ /各3,605円 )

お、りがな 男・女 (

明治・大正

昭和  年 月

)歳

日生

1.正会員(の家族)です。No。 (   )
2.誌友 (の家族 )です。

3.新規に入会します。

氏

名

)
一Ｔ住

所
●入学金 (5,150円 )を

納入します/納入済み
自宅電話

霰お       ―      ―

職 業

勤務先

勤務先電話

8

協 会 御中

円を添えて申込みます

1991年   月  日

C I本日 *集中料理講座( 年 月)を受講しま
した。

●新規入学の方は (受講料+入学金 +日 本CI協会年会費)を納入してください。



【中上級師範科】 (毎週火曜日)【初級】 (毎週水曜日)

●4/23①小豆入り玄米御飯 ②応、きの庄内迭巻

③春菊のゴマ和え ④よもぎ細カリントー

●5/7①応、きと人参入り玄米御飯 ②うどのひ

しお味噌和え ③コーフー団子の葛とじ ④草

なると ⑤コーフーの作り方

●5/14①玄米かやく御飯 ②金山寺味噌 ③車

麹のフライ ④花形クッキー

●5/21①玄米グラタン ②ヌードルスープ ③

野菜フライ焼き④プチ・タルト

●5/28①のり巻 ②揚げ豆腐と野菜の煮込み

③キャベツと人参のゴマ和え ④鹿の子

●6/4①黒豆入り玄米御飯 ②野菜カレーシチ

ュー ③玄米ハンバーグ ④マフィン

●6/1l ①大豆入り玄米御飯 ②豆腐磯揚げ ③

カリフラワー葛とじ④水無月□―ル

●6/18①麦入り玄米御飯 ②ビーフンスープ

③焼きギョーザ ④木の葉カリントー

●6/25① わかめ入り玄米御飯 ②八珍豆腐 ③
小豆ソーメン④ピロシキ

●7/2①玄米信田寿司 ②板送の吸物 ③ソー

メン磯巻 ④チャパテイ

●7/9①香味玄米御飯 ②カリフラワークリー

ム煮 ③大豆クロケット④クレープ・サンド

●4/24①玄米の炊き方 ②味噌汁 ③胡麻塩 ④

小松菜と油揚げ煮びたし

●5/8①小豆入り玄米御飯 ②金平ごぼう③
そばがき ④小松菜のゴマ和え

●5/15①人参入り玄米御飯 ②昆布つくだ煮

③玄米クリーム ④バンオサワ

●5/22①応、き入り玄米御飯 ②ひじき蓮根 ③

玉ねぎ油炒め ④糸切りだんご

●5/29①大豆入り玄米御飯 ②ねぎ味噌 ③蓮

根ボール ④小豆南瓜

●6/5①おめでとう ②しぐれ味噌 ③たたき

ごぼう④タルト・ポチロン

●6/12①玄米のり巻 ②けんちん汁 ③春菊ゴ

マ和え ④ショソン

●6/19①玄米いなり寿司 ②野菜水無し炊き

③胡麻ムソー④水無月

●6/26①玄米粥 ②鉄火味噌 ③小倉うどん ④

カ リン トー

●7/3①麦入り玄米御飯 ②ひえクロケット③
サラダ ④野菜クレープ

●7/10①かやく御飯 ②野菜かき揚げ ③ささ

がきごぼうの味噌煮 ④葛玉

一剌
ク
一年

一

◇

●

1991
リ マ

(第 60回 )

ッ キ ン グ ア カ デ
‐
ミ ー 初級

。中上級師範科申 ニヘ 雇彗

3新規入学の方は (授業料+入学金十日本Ci協会年会費十テキスト代)を納入してください。

●いったん納入された授業料、入学金、会費などは返還できません。

○料理教室に新規入学します。○継続して受講/前回のコース名( )
1.初級 2.中級 3.上級 の免状を取得 しました。(○印をつけて下さい )

●受講希望 クラス

A・ B・ C・ D

氏

名

男・ 女 (

明治 。大正

昭和  年 月 日生

)歳 1.正会員(の家族 )です。No.(   )
2.誌友(の家族 )です。

3.新規に入会 します。

住 (〒

所

)
●入学金(5,150円 )を

納入します/納 入済み

自宅電話

奮

職 業
勤務先

勤務先電話

奮    ―

日 本 C I 協 会 御中
円を添えて申込 み ます

日月年

*集中料理講座(  年  月 )を受講しました。

*保育を希望 します。(  歳 男女、 歳 男女 )

-3-



健康と幸福と美を創るマクロビオティックの料理教室

リマ・クツキング/7カデミー
校 長 /桜 沢 里 真 (日 本CI船 会■

玄米や穀物類、味わい深い季節の野菜、海草、豆類な

ど大自然の幸を生命の糧として頂く、健康と幸福の料理

を学びましょう。マクロビオティック料理は、化学的に

汚されない新鮮な材料を、精白せず、純正な調味料 (天

然醸造の味噌、醤油、自然塩、ゴマ油、ナタネ油など)

で調理し、砂糖類や化学調味料はいっさい用いません。

マクロビオティックを世界に広めた桜沢如一先生は「台

所は生命の薬局」と言われました。さあ、あなたも「生

命の薬局長」になってください !

●初級コース/玄米の炊き方からマクロビオティック料

理の基礎を研修。●中上級師範科コース/初級修了の方

を対象に、さらに応用的な各種、季節の献立を研修。

●免状/各 コースの規定の回数出席し、期末の修了試作

会に作品を出品し試験に合格し、規定の免状料を納入さ

れた方に免状を授与。●受講には日本CI協会の正会員
(年 12,360円 =腿み)、 または「誌友」(年5,150円 =腿み)、

あるいは法人会員になることが必要です。

●昼の音6は 1歳以上の歩けるお子様を対象に「保育」が

あります (有料 )。 お子様連れの受講はご遠慮下さい。

●エプロン、スカーフなど持参品や詳細は係に問合せ。

●いったん納入された受講料などは返却できません。

●受付けを締切っていないクラスは途中入学できます。

●「集中料理講座」の受講は 4週受講と同じ扱いです。

※初参加の方は初級コースから受講して下さい。

時 間 割 授 業 料

コー ス 曜 クラス 時 間 講  師 授 業  日 入学金 一括納入 月ぎめの分納 一回受講
中

上

級

師

範

科

火

A

１

　
～

　
４

沢

真

桜

里

７

月

２

９

①

６

月

４

＝

１８

２５

５

月

７

‐４

２‐

２８

４

月

２３

5,150円

33,372F弓

4月  3,090円

5月 12,360円

6月 12,360円

7月  9,270円

3,605円

B

８

　

　

　

０

津

子

浮

宏

初

　

級

　

科

水

C

１

　
～

　
４

吉 成
知江子

７

月

３

１０

⑭

６

月

５

‐２

‐９

２６

５

月

８

１５

２２

２９

４

月

２４ 27,810Fヨ

4月  2,575円

5月 10,300円

6月 10,300円

7月  7,725円

3,090円

D

８

　

　

　

０

植 田
冨く子

●講師の担当は変更になることがあります。●7月 14日 は修了試作会です。●金額は消費税込みです。



■毎木曜日は休館です。

(1階の食品店は、木躍が定休日 )

小田急線

(各駅停車)

日 本 CI協 会

〒151東京都渋谷区大山町115
803・ 3469。 7631代 )

。録音はご遠慮ください。 小田急線 。東北沢駅下車 2分

◆5月

2日 (木 )～ 6日 (月 )日本Cl協会事務局は休業
7日 (火 )●午前11時～2時 ,6時～8時 30分 リマ・クッキングアカデミー中

上級師範科●計～4畔 マクロピオティック・ ヨガ(三好 )

8日 (水 )●午前11時～2時 ,6時～8時 30分 リマ0クッキングアカデミー初

級科

10日 (金 )●補 10時3"～ 5時 食箋料理・手当法特別講

座アンコール⑦呼吸器の病気 (大森―慧)

11日 (土 )●午前11時～正食相談(大森英桜)要予約

01時～4時 おべんとう作り講習会(大森―慧 )

要予約●翡 15分～騎15分 マクロピオティック子育て家庭

相談(大森一慧)要予約●6時～8時 月例会(大森

英桜 )

12日 (日 )●午前11時～5時 PU経済学ゼミナール(大

森英桜)要予約

14日 (火 )●午前11時～2時 ,6時～8時 30分 リマ・クッキングアカデミー中

止級師範科

15日 (水 )●午前11時～2時 ,6時～8時 30分 リマ・クッキングアカデミーイ初

級科

18日 (土 )● 鋤～4時 家庭の手当法(加藤大季)要予

約●翡30分～6時3"マクロピオティックのお話と試食

(加藤大季 )要予約●絣45分～7時45分 マクロピオティッ

ク生活相談(加藤大季)要予約

19日 (日 )● 1研4船～4時 久司道夫来日講演 三宅坂

ホール 要予約(4,500円 )

21日 (火 )●午前11時～2時 ,6時～8時30分 リマ・クッキングアカデミー

中上級師範科●鋤～4畔 マクロピオティック0ヨ ガ(三

好暁 )

22日 (水 )●午前11時～2時 ,6時～8時 30分 リマ・クッキングアカデミーネ刀

級科24日 (金 )●揃 11い 正食相談(大森英桜 )

25日 (土 )●揃 11時～鋤 マクロピオティック生活実践講座(大

森一慧)● 2時 1船～3時4騎 マクロピオティ,ソク子育て家

庭相談(大森―慧)●訪～5畔土よう入門講座

(加藤大季)●鵬半～研半マクロピオティック生活相談

(加藤大季 )

26日 (日 )●午前10時3"～ 5時 食箋料理・手当法特別講

座⑨目の病気(大森一慧)

28日 (火 )●午前11時～2時,6時～8時 30分 リマ・クッキングアカデミー中

止級師範科

29日 (水 )●午前11時～2時 ,6時～8時30分 リマ・クッキング初潮u斗

◆6月

1日 (土 )01時～2日 (日 )3時3"望診法特集②

4日 (火 )●午前11時～計,絣～8時30分 リマ・クッキングアがミー中

止級師範科●鋤～4時半マクロピオティック・ヨガ(三好 )

5日 (水 )●午前11時～2時,6時～8時 30分 リマ・クッキングアカデミーイ初

級科

8日 (土 )●午前11時～正食相談(大森英桜)要予約

●絣～8時 月例会(大森英桜)

11日 (火 )●午前11時～2時,6時～8時30分 リマ0クッキングアカデミー中

止級師範科

12日 (水 )●午前11時～2時,6時～8時 30分 リマ・クッキング初級科

14日 (金 )●揃10時 30分～5時 食箋料理・手当法特別講

座アンコール③心臓病(大森―慧)

16日 (日 )●午前10時30分～3時 30分 食養料理技,去講座

(松本光司)● 4時～餅 正宗太極拳教室(大友映

男)

18日 (火 )●午前11時～2時,6時～8時30分 リマ・クッキングアカデミー中

上級師範科●鋤～4時半マクロピオティック0ヨ ガ(三好 )

19日 (水 )●午前11時～2時76時～8時 30分 リマ・クッキングネ刀率及千斗

21日 (金 )●午前11い 正食相談(大森英桜)

22日 (土 )● 1時 30分～23日 (日 )鋤 リマ。クッキングアカデミー集中

料理講座
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| デ野  米斗

1請求券

■新-5

が 'Iロ
ビ彎y ① 司

通信販売サマーセールのお知らせ

本年より通信販売の一割引セール期間を変更させていただきますので、お間違いのないよ

うご注文願います。

6月 2日 (日 )～ 9日 (日 )9日 の消印有効
なお、東北沢店のセールは7月 7日 (日 )～ 14日 (日 )の予定です。

靱

●麦 茶  3009450円  5月 下旬発売予定
岡山産の無農薬栽培大麦をほどよく焙り上げました。

従来の麦茶は一般栽培でしたが、本品は無農薬栽培さ

れた安全性の高い特選品です。

●石臼製粉機  1台  95,000円
家庭用小型電動製粉機c小麦、玄米、そば、大豆、と

うもろこし、あわ、きび etc。

石日は天然石を使っていますので熱をもちにくく、風

味の良い粉ができます。本製で、キッチンやダイニン

グテーブルにもよく合います。オーストリア製。

く再入荷商品 >
●りんごジユース (缶) ●若芽ひじき
●寒漬大根 ●オーサワわかめ

異常気象による原料高、人件費や運送費、梱包費等諸経費の高騰により、誠に不本意では

ございますが 下記のとおり価格を改定させていただきますのでご理解、ご協力賜りますよ

うお願い中し Lげます。

●薩摩かめ酢    7009
●地粉グルテン粉  2009
●八割そば       2509
●手づくりそば   2509
●特選糸そば    2509
●よもぎそば    2509
●手づくりうどん  2509

((((((((紅玉梅千が値下がりします〃 ))))))))

●20∝カツプ  700→ 650円  ●3k9樽  9300→ 9000円
●8009樽   2600-2500円   ●5k9樽  中止とさせていただきます。
●1.5k9申肇     4800-→ 4600[11

1500円   ●手づくりそうめん
960円  ●野生梅干30∝カツプ
340円   ●  ″ 2.5k9箱
260円  ●無農薬大根千葉
260円   ●玄米せんべい (塩 )
300円  ●   ″  (醤油)
210円   ●厚焼きせんべい

2009

3009

25的

1009

1009

1009

9枚

170円

820円

6200円

330Fl

330円

340円

360円

石臼製粉機。挽きたての風味をどうぞ。
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マクロビオティック食品
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②浄水能力
ス茸

米国環境保護九1:に、家庭〕ll Lタイプ

としてN01のデータを:;今り、く券録されて

いま丸さらに、うるさtヽことでイ∫名な米1可

商品テスト誌のテスト項目全部につい

て、最優秀の認定をもらった唯 ‐の浄

水器で七 これがハーレーⅡ。とにかく

水に合まれるゴミ、異物、異史、化学物

質はほぼ完全に取ってしまう。しかし、健

康に必要なミネランは残丸そして、使い

はじめの高い除去能力が7年以 Lも

続くという。これで決まりですね。

東北沢店 (売店)
東京都渋谷区大山町11-5
¬=151  2■  03-3465-5021

ズ~ンと使える浄水器
ないよ■
それがあったん0九 夢の
浄水器ハーレーI。

これからその優れた特性を

ご紹介∝ みましょう。

①カートリッジ
交 換 が な い 。

ふつうのi争水器は汚れをためてしまう

ので育ヒカがどんどん落ちる。そこでカー

トリッジを交換する。ハーレーにはその

カートリッジ交換がないんですね。

その代わり独特のバックウォッシ″

といって、お湯を逆流させるんでtする
と、内部は滅菌洗浄されて新品同様

となり、高い浄水能力を保つというわt九

それが7年以上も続く。半年に一回の

カートリッジ交換がないから経済的で

すよ。

/1-レ=I●重量 2 3kg  ¥チ 48,000
●サイズ  68φ ×293mm

本社 (注文先)
東京者6板橋区小茂根5-4
百=173 2' 03-3958-7112

トリハロメタンの除去率
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オーサヮジッ ンヾ株式会社


